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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「はー……」

　喜き多た原はら渉わたるは、今日何度目かわからないため息をついた。

　こんなにも憂ゆう鬱うつな気分になっているのには、わけがある。尊敬してやまない義理の兄・崇たか文ふみに、また迷めい惑わくをかけてしまったからだ。

　崇文は渉にとって、自じ慢まんの義兄あにだ。

　カッコよくて、頭もよくて、才覚もある。優やさしくて何でもできる、本当にすごい人だ。小さい頃ころから渉のことをとても可愛かわいがってくれた。

（自分で云いうのも何だけど、猫ねこ可愛かわいがりってああいうのを云うんだよな……）

　べたべたに甘やかして、たまにちょっと意地悪で。意地悪に拗すねると、また機き嫌げんを取るように甘やかしてくる。

　崇文に甘やかされているのは居い心地ごこちがよかったけれど、それと同時にドキドキもした。それは多分、完かん璧ぺきに整った顔と間近で対面するのが恥はずかしかったからだと思う。

　容姿も頭脳も性格も、渉の理想を具現化したような人に至近距きよ離りで見つめられたら、誰だれだって緊きん張ちようするに決まっている。

　そんな崇文の傍そばを離はなれようと思ったのは、危機感を覚えたからだ。

　あのまま崇文に甘やかされ続けたら、ダメになってしまいそうだった。ブラコンを克こく服ふくし、一人の人間として独り立ちしたかったのだ。

（───それなのに……）

　結局、今回も崇文に泣きついてしまった。実家に戻もどるという手段もあったけれど、そうすると義父と母に気苦労をかけることになる。

　悩なやみに悩んだ末、崇文に頼たよることにしたのだ。でも、その選せん択たくがよかったのかどうか、いまでも結論が出ていなかった。

「おい、新人。そのグラス洗い終わったら、全部磨みがいておいて。磨き方は覚えたよな？　そのあとはトイレ掃そう除じな。女子トイレの洗面台は念入りに」

「あ、はい、わかりましたっ」

　考えごとをしながら手を動かしていた渉は、新人指導をしてくれているバーテンダーの指示に頷うなずいた。

　慣れない水仕事に励はげんでいるのは、入社一年目の会社がつい先日倒とう産さんしてしまったからだ。そのため、昼は就職活動に勤いそしみ、夜はこうして崇文の経営するクラブ〈アンブロシア〉の裏方で働いている。

　渉が会社の倒産を知ったのは、当日の朝だ。その日、出社すると会社の前は中に入れず右往左往している社員で溢あふれていた。

　人込みをかき分けるようにして閉とざされた入り口に辿たどり着いた渉の目に飛び込んできたのは、扉とびらに貼はられた一枚の紙切れだった。

　俄にわかには信じられず、他ほかの社員たちと同様に呆ぼう然ぜんとしてしまったけれど、その場でできることなどなく、皆みなそれぞれ肩かたを落として帰宅した。

（それだけだったら、まだよかったんだけど……）

　職を失ったことに落ち込んでいた渉に、追い打ちをかけるように不幸が続いた。

　最も寄より駅を降り、一人暮らしを始めて半年も経たっていないマンションに戻ると、自分の部屋から黒い煙けむりがもうもうと上がっていたのだ。

　隣りん人じんの煙草たばこの不始末による火事は、ベランダ伝いに渉の部屋にも飛び火したらしい。

　慌あわてて荷物を取りに飛び込もうとしたけれど、消防士や近所の人に止められ、炎ほのおとそれを消すための放水で家財道具はほとんど使い物にならなくなってしまった。

　給料で買い揃そろえたばかりの家電製品は全ぜん滅めつ、衣類はクローゼットの奥にしまってあった夏物の一部だけが無事だった。

　もちろん、焼け焦こげた部屋に住み続けることなどできるわけもない。結局、その日一日で、渉は仕事も住む場所も失ってしまったというわけだ。

　大家に相談に行ってみたけれど、補償をしてもらうどころか、自分も被ひ害がい者しやだと捲まくし立てられた。その上、部屋の補修ついでに古くなった建物自体を改築することにしたと云われ、体ていよく追い出されてしまった。

　もちろん、契けい約やくをした不動産会社に苦情を申し立てにも行った。しかし、窓口の社員はあまり面めん倒どうを抱かかえたくない様子で、最終的には『保険金は支し払はらわれるよう手配してやるから、大人しくよそへ行ってくれ』とクレーマー扱あつかいであしらわれてしまった。

　食い下がってまで住み続けるのも業ごう腹はらで、敷しき金きん礼金を全額返してもらうことを取りつけて席を立ってきた。

（部屋自体は気に入ってたんだけどな……）

　あの部屋は生まれて初めて自分で探して、そして、一人暮らしをした部屋だった。築年数は経っていたけれど、家賃のわりに間取りも広く、日当たりもいい上に、駅まで徒歩十分、そして、商店街や銀行なども傍にあるという本当にいい環かん境きようだった。

　初老の大家は初対面から偏へん屈くつな人だったけれど、それを差し引いても住む価値はあると思って決めたのだ。

　しかし、いま思えば、あんなに条件のいいマンションに空き部屋がいくつもあった理由を、入居する前によく考えるべきだった。

　きっと、大家とのトラブルで出ていった住人も少なくないに違ちがいない。

「厄やく年どしにはまだ早いよなあ……」

　せっせと手を動かしてグラスを洗いながら、独りごちる。近ちか頃ごろ、ツイてないことが多かったけれど、さすがにここまで来ると笑い話ではすまなかった。

　実家に帰れば、寝ねる場所にも食べる場所にも困らない。けれど、独り立ちしたばかりの身で、両親に心配をかけるのは避さけたかったし、自分のことを尊敬し、慕したってくれている歳の離れた弟の竣しゆんにみっともないところを見せたくなかったのだ。

　他人から見たら、無意味なプライドかもしれない。けれど、甘やかしてくれる両親の下に戻ってしまったら、がんばろうという気持ちが緩ゆるんでしまいそうな不安もあったのだ。

　だからと云って、ワンルームで一人暮らしをしているような友人の家に押しかけるわけにもいかないし、頼れるような恋こい人びともいない。

　つい先日までつき合っていたと云えなくもない相手はいたけれど、ずいぶんと揉もめて別れたため、もうそいつとは関かかわり合いになりたくなかった。

（まあ、恋人ってほどの関係でもなかったけど）

　初めて同じ性せい癖へきの同性に出で逢あい、興味本位で交際の申し出を受けてしまった自分が浅はかだったのだ。いまでは、彼のことを思い出すだけで嫌いやな気持ちになる。

　結局、崇文の部屋に転がり込み、仕事の口を見つけるまでの間だけ置いてくれと泣きついたわけだ。できることなら崇文に甘えたくはなかったけれど、他に頼れる相手はいなかった。

　一回り歳の離れている崇文は、母の結けつ婚こん相手の連れ子だ。ずっと独身で渉を育ててくれていた母は、離り婚こんして独り身になっていた崇文の父親と出逢って結婚した。

　両親が結婚したことによって『兄』になった崇文だが、その頃にはすでに大学を卒業する歳だったため、いままで一いつ緒しよに暮らしたことはない。

　けれど、しょっちゅう実家を訪おとずれ、渉のことはよく気にかけてくれた。当時、思春期を迎むかえたばかりだった渉も、崇文にはすぐに懐なつき、普ふ通つうの兄弟以上に親密になった。

　住む場所を失って泣きついた渉を、崇文は快く迎え入れてくれた。好きなだけいればいいと云ってくれたけれど、必要以上に面倒をかけるわけにはいかない。

　せめて生活費くらい負担したいと思い、アルバイトをしながら職探しをすると主張したら、このクラブ〈アンブロシア〉のボーイの職を紹しよう介かいしてくれたのだ。

　夜の仕事のため、昼間は自由に動けるし、コンビニエンスストアなどの店員をやるよりは割がいい。それに何より、崇文の経営する店だということで安心感もあった。

　華はなやかに装った女性が接客することが売りのいわゆるキャバクラだが、崇文はこの店の他にもレストランやバーなどの一いつ般ぱん的な飲食店も手がけている。どうやら、この界かい隈わいではやり手の若手経営者として知られた存在らしい。

　飲食店などの経営を始めたのは、彼の生みの母親が営んでいたこの〈アンブロシア〉を任せられたことがきっかけだと云っていた。

　本人曰いわく『押しつけられた』そうだが、商売の才覚があったらしく、赤字気味だったこの店を建て直し、いまでは手広くやっている。

「紺こん野のー、いま手ぇ空いてるか？」

　無心になって手を動かしていると、渉の世話係を任されているボーイの田た倉くらが、厨ちゆう房ぼうに顔を出した。

「いえ、このあとグラスを磨かなくちゃいけなくて……」

　ちなみに、本名の『喜多原』ではなく、母の旧きゆう姓せいの『紺野』を名乗っているのは、オーナーの弟だということが知られたら面倒だからだ。

　この店のスタッフの中で渉の素す性じようを知っているのは、店の管理を担になっているマネージャーの手て代しろ木ぎだけだ。みんなには内ない緒しよにしてもらっている。

　もちろん、オーナーの弟だからと云いって、贔屓ひいきされたり優ゆう遇ぐうされたりすることはなく、普通の新人アルバイトとして厳しく扱われている。

「その前にフルーツの盛り合わせ一つ作って。すぐできるだろ。客が待ってんだよ」

「わ、わかりました」

　お客様が待ってると云われたら、すぐにやるしかない。掃除や皿洗いの他に、つまみやデザートなどの簡単な食事メニューを用意するのもボーイの仕事だ。勤め始めて三日目、だいぶ作業には慣れてきたけれど、デザート作りはまだ要領を得ない。

　デザートと云っても、すでにカットされているフルーツを盛ったり、アイスを器うつわに装ったりするだけの簡単な作業だ。けれど、客に出すのだと思うと緊きん張ちようしてしまって上手うまくいかない。

「早くしろよ、紺野」

「すみません、もうちょっと待って下さい…っ」

　田倉は明るい茶色に脱だつ色しよくした長い前まえ髪がみを指先で弄りながら、催さい促そくしてくる。

　力仕事にはそこそこ自信があるけれど、手先はあまり器用ではない。元々不器用なのに、急せかされているせいで、さらに覚おぼ束つかない手つきになってしまう。

　田倉がやったほうがずっと早いのだが、自分に仕事を覚えさせるために任せてくれているのだろうと思い、集中する。

「何ちまちまやってんだよ。盛りつけなんて、てきとうでいいんだよ、てきとうで。どうせ客が食うわけじゃないんだからさ！」

「で、でも……」

　客の目的がキャバ嬢じようたちに会いにくることだとしても、飲食にそれなりの金額を取っているし、何よりここは崇文の大事な店だ。いい加減なものを出すわけにはいかない。

（こんなことなら、学生のときにファミレスのバイトでもしておけばよかった）

　自分には接客は向いていないだろうと思い、引っ越こし会社や運送業など、肉体労働ばかりを選んでアルバイトをしていた過去を後こう悔かいする。

　四苦八苦しながらも、何とか綺き麗れいに盛りつけたプレートをカウンターに載のせる。

「すみません、お待たせしました」

「じゃあ、これ三番テーブルに持ってってくれる？　見えるだろ、あそこの席な」

　予想外の指示にぎょっとする。さすがにそれは田倉の仕事なのではないだろうか。

「え、でも俺、フロアには出ないよう云われてて……」

　オーナーである崇文にも、店の管理を任されているマネージャーにも、清せい掃そう以外では厨房の外には出ないよう、固く云い含ふくめられている。

　多分、飲食店での接客をしたことのない渉を客の前に出すには不安があるのだろう。

「オーダー運ぶくらいなら問題ないだろ。零こぼしそうで怖こわい～とか云うなよな」

「いや、そういうことじゃなくて……」

　田倉の云うように、注文されたものをテーブルに運ぶくらいならできるとは思う。しかし、崇文の云いつけに背そむいていいものか悩なやんでしまう。

「頼たのむな。俺、ちょっとトイレ行ってくるからさ」

「あ、あの……っ」

　呼び止める間もなく、田倉はバックヤードへ消えてしまった。

「……どうしよう……」

　辺りを見回しても、皆みな忙いそがしくしており、頼たよれそうにない。この程度のことでマネージャーに伺うかがいを立てに行くのもどうかと思う。

（持ってくだけなら問題ないよな……？）

　今日はまだ崇文も顔を出していない。テーブルに行って戻もどるだけなら、他ほかの仕事にも影えい響きようは出ないはずだ。それにオーダーを放置しておくわけにもいかない。

　そう自分に云い訳し、田倉の置いていったトレーにフルーツを載せ、緊張しながらフロアに足を踏ふみ出した。

　きらびやかな店内には、まだ目が慣れない。以前から崇文が飲食店を経営していることは知っていたけれど、こういった店を手がけているとは思いもしなかった。

（初日はびっくりしたよな……）

　キャバクラや風ふう俗ぞくなど水商売と呼ばれる店に足を踏み入れたことがなかったため、初めて崇文に連れてこられたときは、ただただ呆ぼう然ぜんとするばかりだった。

　華やかに着き飾かざった女性たちには気き後おくれしてしまうし、毎晩のように通ってきて、派手な金かね遣づかいをする客にも圧あつ倒とうされてしまう。

　その上、崇文が店で見せる顔は渉の知っている兄のそれではなく、まるで知らない男の人のようだった。あんなに近寄りがたい雰ふん囲い気きを纏まとう崇文はこれまで見たことがない。

　ぎこちない足取りで田倉に指示されたテーブルに辿たどり着いた渉は、見み様よう見み真似まねで片かた膝ひざをつき、フルーツが盛られたプレートをテーブルに載せる。

「お、お待たせしました。フルーツの盛り合わせです」

「遅おそーい。何してたのよ……って、どうして君が持ってくるの？」

　テーブルについていたキャバ嬢が、渉の顔を見て不思議そうにしている。

「田倉さんはトイレだそうです」

「もう、あいつまたサボって！　ごめんね、私からマネージャーに云いつけておくから」

　渉が事情を小声で説明すると、眉まゆを顰ひそめて苛いら立だちを見せた。また、と云うことは、田倉はサボりの常習者なのかもしれない。自分まで悪いことをしてしまったようで心苦しくなる。

「あ、君はもう戻っていいわよ」

「はい、失礼します」

　ぺこりと頭を下げて厨房に戻ろうとすると、隣となりに侍はべらせていたキャバ嬢との会話に夢中になっていた客が不意にこちらを向いた。

「あれえ、ずいぶん可愛かわいい子がボーイに入ったんだね」

　突とつ然ぜん、注目を浴びてしまい狼狽うろたえる。声をかけられてしまった以上、無視して去るわけにはいかない。

　何と返していいかわからず口籠ごもっていると、キャバ嬢がフォローを入れてくれる。

「新入りの子なんですよ～。まだ三日目だっけ？」

「は、はい」

「そうなんだ。じゃあ、入店祝いに一いつ杯ぱい飲んでいきなよ。ご馳ち走そうしてあげるからさ。ちょっと空けてくれる？」

　その客は隣に座っていたキャバ嬢を押しやり、自分の隣に無む理り矢や理り一人ぶんのスペースを空けた。

「いえっ、俺の仕事は皿洗いなんで！」

「遠えん慮りよしないでいいから！　ほら、ここ、ここ」

　革かわ張ばりのシートをぽんぽんと叩たたいて、渉に早く座るよう催促する。

「あのっ、俺、本当はフロアにも出るなって云われてて」

　フロアに出るなという云いつけを破った上、客から酒を勧すすめられたと知られたら、崇文に何と云われるかわからない。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、オーナーいまいないんでしょ？　みんな黙だまっててくれるよね？」

　客の言葉に、皆みな曖あい昧まいな笑えみを浮うかべている。どうしたらいいものかと躊躇ためらっていたら、近くにいたキャバ嬢が立ち上がり、渉を客のほうへと強ごう引いんに押してきた。

「お願い、一杯だけつき合ってくれる？　機き嫌げんを損そこねると面めん倒どうな人なの」

「で、でも」

「大丈夫、こっちでフォローするから。ね？」

　耳元で甘えるように頼まれてしまい、断りきれなくなってしまった。どうしたらいいかと迷っているうちに無理矢理隣に座らせられてしまう。

　困こん惑わくする渉に、客は人差し指と中指で挟はさんだ名めい刺しをすっと差し出してきた。

「僕はこういうものです」

「あ、ありがとうございます……」

　受け取った名刺には、熊くま井いという名前の上に社名と肩かた書がきが大きく添そえてあった。取とり締しまり役やく社長とあるから、きっと偉えらい人なのだろう。歳は渉よりも十歳上の崇文より、年とし嵩かさに見えた。

　不自然に色の濃こい肌はだは、人工的に焼いたものだろう。緩ゆるくウェーブのかかった髪かみを後ろに流してあり、脂あぶらぎった顔はいかにも精力的な風ふう貌ぼうだ。

　容姿同様、喋しやべり方も纏わりつくような独特な響ひびきを持っている、物云いいも強引で、正直なところ、渉には苦手なタイプだった。

「皿洗いしてるって本当？」

「は、はい。あとは掃そう除じとかが俺の仕事です。まだ新人なんで」

「こんな綺麗な手に洗い物なんかさせたくないな」

　客はそう云いながら、渉の手を握にぎってきた。

「……っ」

　思わず叫さけびそうになったのを、すんでのところで吞のみ込む。けれど、ぞわぞわとした悪お寒かんに肌が粟あわ立だつのは止めようがなかった。

「酒はいけるほう？」

「いえ、あんまり強くはないです…けど……」

「水割りくらいなら平気だよね。俺が作ってあげるよ」

　熊井はキャバ嬢じようから氷の入ったグラスを奪うばい取り、ウイスキーをなみなみと注ぐ。そして、どう見ても色の濃い水割りを作ると、渉に押しつけてきた。

「はい、どうぞ」

「……あ、ありがとうございます」

　礼を云いながら受け取ったけれど、内心では困り果てていた。

　これを全すべて飲んだら、絶対に酔よっ払ぱらってしまう。酒を飲むのが仕事のキャバ嬢たちならともかく、裏方の自分が仕事中に酔うのはまずい。

「じゃあ、新入りくんにかんぱーい」

　カチン、とグラスを合わされる。こうなってしまったら、もう断れる雰囲気ではなかった。多分、口を湿しめらせる程度では許されなさそうだ。

（……仕方ない）

　さっさと飲んで、厨ちゆう房ぼうに戻ろう。覚かく悟ごを決めて、渉はグラスを握りしめた。

「い、いただきます」

　一口含んだだけで、キツいアルコールの香かおりでくらくらする。それを我が慢まんし、ごくごくと三分の一ほど飲み下した。

　全身に酔いが一気に広がっていく。指先まで火ほ照てり、じんじんと熱く疼うずいた。

「お、いい飲みっぷり！　強くないなんて噓うそなんじゃないの？」

「そんなことないですよ。俺、すぐ顔赤くなっちゃうんで」

「へえ、赤くなっちゃうんだ、可愛いね。あ、そうだ、名前教えてよ」

「こ、紺野です」

　酒臭くさい息がかかるほど近くに顔を寄せられる。さりげなく体をずらすけれど、熊井はまたすぐに身を寄せてくる。

「名字じゃなくて、下の名前」

「ええと、渉、ですけど……」

「渉くんかー、学生さん？　いまいくつ？」

「い、いえ、もう卒業してます。もう二十二なんで」

「本当に？　見えないなあ、こんなに肌つるつるで二十二？　童顔って云われない？」

「それはよく云われます」

　身長は一応一七〇センチまで伸のびたけれど、華きや奢しやな手足に子供っぽさが抜ぬけない顔立ちのせいで、会社に勤めているときは、スーツを着ていても高校生のようだとよく云われたものだ。

　せめて、ここでは実じつ年ねん齢れい並に見られるよう、癖くせのないまっすぐな前まえ髪がみを横に流して固めてみたりしているけれど、あまり功を奏していないようだ。

「だよねー、すごい可愛いのにボーイなんかしてるからビックリしたよ。芸能事務所にスカウトされたことない？　二丁目のお店にいたら、あっという間に餌え食じきになりそう」

「餌食？」

　言葉の意味がわからずに怪け訝げんな顔をすると、客はぷっと小さく吹ふき出した。

「美味おいしく食べられちゃうってこと。むしろ、俺が食べちゃいたいくらいだけどね」

　客の冗じよう談だんめかした言葉に、周りのキャバ嬢は「やだー」と笑っているが、渉には笑いどころがわからず困惑するしかない。

「……ッ!?」

　不意に膝ひざに手を乗せられ、ぎくりと体が硬こう直ちよくした。

　そして、客はそのまま硬直した渉の足を撫なでてくる。何気ないスキンシップといったものではなく、確実に性的なニュアンスを持った接せつ触しよくだった。

（ちょっ……俺、女の子じゃないんだけど!?）

　酔っ払っていて、相手を間ま違ちがえているのだろうか。しかし、ここでは女性が接客することになっているけれど、体を触さわらせるサービスは行っていないはずだ。

　こういう場合、この手を振ふり払はらってもいいものか判断がつかない。顔を引き攣らせながら、不快な感かん触しよくを堪たえ忍しのぶ。

「ねえ、仕事のあとって予定入ってる？　美味しいもの食べさせてあげるから、君も一いつ緒しよにアフターどう？」

「いや、その、申し訳ありませんが、自分はただのボーイですし……」

　まさか自分がアフターに誘さそわれるとは思ってもいなかったため、面めん食くらってしまう。

「遠慮しなくたっていいのに。一人増えるくらい、大したことないって。あ、じゃあ、店絡がらみだと面倒だって云うなら、二人っきりで行こうか。それなら、プライベートって云えるよ？」

「いや、そういうわけには……」

　応対に困り果て、周りのキャバ嬢たちに視線で助けを求めると、口々に合いの手を入れてくれた。

「えー、熊井さん、私たちは連れていってくれないんですかぁ？」

「そうですよぉ、さっきの話と違ちがうじゃないですか！」

「君たちは今度同どう伴はんしてあげるよ。今日はほら、お祝いってことでさ」

「あのっ、本当にけっこうですから…！」

「何食べたい？　お寿す司しがいい？　そうだ、個室で美味しい懐かい石せきを出してくれるところもあるんだけど、そこでもいいなあ」

　しつこく渉の太ふと腿ももを撫で回す熊井の手は、徐じよ々じよに内うち腿もものほうへと移動してくる。このくらいは耐たえなければと思って我慢するけれど、不快感はどんどん大きくなってきた。

（いつまで触ってんだよ……ッ）

　ぎりぎりのきわどい場所を探さぐっていた指先が、とうとう渉の股こ間かんを掠かすめてきた。

「……っ、すみません、あの、やめてもらえませんか」

「ん？　何のこと？」

「何って……」

　わかっているくせに、わざと惚とぼけたふりをしている。どうやら、困っている渉を見て楽しんでいるようだ。わざと羞しゆう恥ちを煽あおるように、意地悪く訊きき返してくる。

「もしかして、これのこと？」

「!?」

　熊井はニヤニヤと笑いながら、するりと手を滑すべらせてズボンのファスナーの上をなぞるように撫でてきた。息を詰つめ、込み上げてくる嫌けん悪お感かんに歯を食い縛しばる。

　渉が大人しくしているのをいいことに、どんどん嫌いやらしい手つきになってきた。相手は客だと我慢していたけれど、もう限界だった。

「いい加減に───」

　怒いかりを抑おさえきれずに振りかぶりかけた渉の手を、誰だれかが摑つかんで止めた。何をするんだと云いそうになったけれど、振り向いた先にいた相手の顔に息を吞む。

「なっ……崇たかに、じゃない、オーナー……」　>>>♥

　危あやうく普ふ段だんと同じ呼び方をしそうになり、慌あわてて改める。渉を止めたのは、崇文だった。

　助かったという思いと、云いつけを破ってフロアに出ているところを見られたことへのバツの悪さがない交ぜになり、二の句が継つげない。

　横にいるキャバ嬢や遠巻きにこちらを窺うかがっているボーイたちが、その顔を引き攣らせているのが目の端はしに映った。

「失礼します、熊井様」

　腰こしを折る崇文の表情は穏おだやかだが、さっきキツく摑まれた手首からは苛いら立だちが伝わってきた。渉には押し殺した怒りが伝わってくる。

（怒おこってる…よな……？）

　店で会う崇文は、プライベートでは見せない夜の人間の雰ふん囲い気きを纏まとっている。

　家族で過ごすときはもっとラフな格好をしているのに、今日はダークグレーのオーダーメイドの仕立てのいいスーツに身を包んでいた。

　緩ゆるめられた襟えり元もとから鎖さ骨こつを覗のぞかせ、トワレをつけているのか、微かすかな香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　崇文はそこらへんのホストが霞かすんでしまうほど端たん整せいな顔立ちをしているため、妙みような迫はく力りよくさえ感じる。美び丈じよう夫ふというのはこういう人のことを云いうのだろう。

「お、珍めずらしいな、オーナーがこんな時間に来てるなんて。今日は何かあるのか？」

「たまには目を光らせておきませんと、皆みなが気を抜きますから」

「おお、恐こわい恐い。オーナーが甘いのは顔だけだな」

「それぞれの仕事をしっかりこなしていれば優やさしくしていますよ。ですが、彼はまだお客様の前に出せるほど教育が行き届いておりませんので下げさせていただきます」

「わ……っ」

　腕うでを引いて立ち上がらされ、崇文の横に立たされる。そして、狼狽うろたえる渉の頭を大きな手で鷲わし摑づかみにして、無む理り矢や理り下げさせた。

「大変失礼いたしました」

「まあまあ、俺が無理に座らせたんだし、怒らないであげてよ」

「そういうわけにはいきません。一人だけ特例を作ると、他ほかのスタッフたちに示しがつきませんので。お楽しみのところ、大変失礼いたしました。ごゆっくりなさっていって下さい」

　崇文は近くにいたボーイに、詫わびのボトルをサービスで一本つけるように云い、渉を誰もいないバックヤードへと引き摺ずって行った。

　渉からは背中しか見えないけれど、相当怖こわい顔をしているのか、すれ違うスタッフたちが皆表情を強こわ張ばらせて道を空ける。中にはそそくさとフロアに逃にげる者もいた。

「た、崇兄……」

「何で客についてるんだ！」

　フロアから死角になる位置まで来ると、歩きながら強い口調で叱しつ咤たされた。その語気の強さに、びくりと体が竦すくむ。普段とは違う姿を見ているせいか、一層怖く感じてしまう。

　云い訳にしかならないとは思ったけれど、渉は事情を伝えなければと思って口を開いた。

「オーダーを運んでいくだけのつもりだったんだけど……」

　たまに意地の悪いことを云ってからかってくることもあるけれど、いつも優しく温おん厚こうな崇文が見たこともないような恐い顔をしている。

「フロアに出る許可は出してなかったよな？」

「そ、そうだけど───」

「お前のことだ。断りきれずに強ごう引いんに席につかされたんだろう。だから、出るなと云ってあったんだ。この時間、フロアの担当は山やま崎ざきと木き島じまと田倉だろう。田倉はどこに行ったんだ？」

　崇文の頭の中には、シフトが全すべて入っているようだ。フロアにいたのは短時間だったはずなのに、本来いるはずのスタッフの不在に気づいたことに驚おどろいた。

「ええと、田倉さんはトイレに行くって……」

「ずいぶん長いトイレ休きゆう憩けいのようだな」

「もしかしたら、お腹なかの調子が悪いとか…？」

　フォローしかけていたそのとき、さっきから姿の見えなかった田倉が煙草たばこの匂においをさせて男子用更こう衣い室から出てきた。どうやらトイレに行ったあと、そこでずっと休憩していたようだ。

　田倉は鉢はち合わせた崇文の姿に、ぎょっとした顔をしている。気まずさをごまかすような曖あい昧まいな笑えみを浮うかべて挨あい拶さつしてきた。

「あ、おはようございます」

　崇文はそれに返事をすることもなく、睨にらみを利きかせてへらへらと笑う彼に冷ややかに告げる。

「田倉、今日はもう帰れ。それと、明日から来なくていい」

「えっ、な、何でですか!?　ちょっと待って下さいよ！」

　渉の手を引いたままオーナールームへと足を向けた崇文に、田倉は追い縋すがった。いきなりクビを云いつけられて、はいわかりましたとすぐに納なつ得とくできる人間はいないだろう。

「理由は自分が一番よくわかってるんじゃないのか？」

「あの、今日はちょっと調子が悪くて、休憩させてもらってただけです」

「調子が悪いのに、煙草を吸ってたってことか？」

「……っ、それは……」

　必死に云い訳を探しているようだけれど、崇文の威い圧あつ感かんの前にはただしどろもどろになるしかないようだった。

「君の働きは、以前からマネージャーの報告を受けている。ウチの仕事は手に余るんだろう？」

「そんなことないっすよ！　前の仕事と違うから、まだ慣れてないだけで……」

「君がウチに来てからもう一月以上経たっている。それでも慣れないと云うなら、接客業は向いていないんだろう。なおさら、置いてはおけない」

「すいません、明日から気をつけますから、クビは勘かん弁べんして下さいよ……。まだ借金が残ってんですから」

　それまでふてぶてしい態度を取っていたのに、崇文が折れないとわかったのか、哀あわれみを誘さそうような言動になった。しかし、それすらあっさりと論破される。

「給料は返済ではなくギャンブルに注ぎ込んでると聞いたが？　西にし崎ざきさんから頼たのまれて預かることにしたが、働く気がない人間を雇やとい続ける気はない。遅ち刻こくや無断欠勤も多いようだし、来ても休憩ばかりの人間に金は払はらえない」

「待って下さいよ！　マジで明日から心を入れ替かえて頑がん張ばりますから！」

「明日からということは、今日はもうやる気はないってことだろう。そういう姿勢でいるようなら、いつまで経っても心は入れ替わらないんじゃないか？」

「い、いや、そういうわけじゃ……」

「どうかなさいましたか？」

　云い合いを聞きつけたマネージャーの手代木が、様子を窺うかがいに来た。細ほそ面おもての秘書然とした容よう貌ぼうに、微かな焦あせりが覗いている。

「手代木、ちゃんと目ぇ光らせとけっつったろ」

「管理が行き届きませんで、申し訳ありませんでした」

　手代木は崇文のぴりぴりとした言葉に、慇いん懃ぎんに腰を折る。

「あとは頼む。西崎さんには俺からも連れん絡らくは入れるが、詫わびを入れておいてくれ」

「かしこまりました。田倉、お前はこっちだ」

「ちょっ、オーナー！　待って下さいよ！　ここに見捨てられたら、俺どうなるか───」

　まだ食い下がろうとする田倉は手代木に押さえ込まれ、スタッフルームへと連れて行かれた。

　崇文は食い下がってくるのを無視し、オーナールームに渉を押し込み、自らも入ると中から鍵かぎをかけた。

「────」

「崇兄、何もクビにしなくても……俺にも責任はあるんだし……」

　失職したばかりの渉は、自分の立場を田倉に重ねて同情してしまう。しかし、それも崇文の癇かんに障さわったようだった。

「それは渉が口を挟はさむことじゃないし、お前に責任がないとも云ってない」

「……っ」

　厳しいことを云われ、ぐっと言葉を詰つまらせる。ろくに考えもせず発言した自分を見み抜ぬかれたことが痛かった。

「ルーズでやる気のない人間を雇い続けていたら、全体の空気も悪くなっていく。お前はお前の仕事をしていればいいんだ」

「……ごめんなさい」

　崇文の云いうことは尤もつともで反論の余地もない。無神経な発言をしてしまった自分を恥はじ、小声で謝った。

（……俺、無責任なことしてたんだ）

　そもそもの原因は、田倉からの指示を断りきれずに崇文からの云いつけを破ったことだ。

　あの場で熊井に手を上げていたら、崇文が責任を取らされていただろう。暴力を振ふるう従業員がいる店だという噂うわさが立ったら、経営にも影えい響きようが出てしまう。

　崇文がこれまで長い時間をかけて築いてきた評判や信しん頼らいを一いつ瞬しゆんで失ってしまう可能性だってあったのだ。

　無理を聞いてもらったというのに、迷めい惑わくをかけてしまった自責の念に駆かられる。

　崇文は、渉がバイトをしながら職探しをすることに反対していた。甘えられる相手がいるのだから、まずは仕事を探し、恩を感じるならそのあとで返せばいいと諭さとされた。

　それを押し切り、どうしても働きたいと云った渉に、だったら自分の店で雇うと云ってくれた。そのお陰かげでこうして条件のいいアルバイトをしながら、職探しができているのだ。

「渉、一番初めに何を約束したか覚えてるか？　それが守れなければ、雇えないと云ってあったよな」

「……はい……」

　渉に対し崇文は、絶対にフロアに出ないようにと、口を酸すっぱくして云っていた。きっと、崇文はさっきのような事態になることを予想していたのだろう。

　案の定、絡からんでくる酔すい客きやくをあしらうこともできず、セクハラすら拒こばむことができなかった。

「でも、俺も役に立てたらと思って……」

「お前の気持ちは理解できなくはない。だが、こういう店は昼の仕事とは常識が違ちがうんだ。これからは何があっても表には出るな。それと今日は絶対に一人では帰るなよ」

「え、何で…？」

「何でもだ。これから他ほかの店を回ってくるが、俺が戻もどってくるまで店で待ってろ。いいな？」

「一人で帰れるよ！」

　さすがにそこまで過保護にされなくても大だい丈じよう夫ぶだ。子供扱あつかいに不満の声を上げると、崇文は眉み間けんの皺しわを深くした。

「あの客にアフターに誘われたのを忘れたのか？　店の外で待ち伏ぶせされて声をかけられたら、お前一人じゃ断れないだろう。それと田倉にも気をつけろよ。ああいうやつは逆さか恨うらみしかねないからな」

「大丈夫だって！　わざわざ俺のことなんて待ってないよ」

　自分を誘ったのは冗じよう談だんの一種だったに決まっている。華はなやかなキャバ嬢じようを連れ歩くなら楽しいだろうけれど、ただのボーイをわざわざ店が終わるまで待っているわけがない。

　田倉だって、恨うらみを買った可能性はあるかもしれないが、心配するほどのことではないと思う。安心させたくて笑ってみせた渉に対し、崇文はさらに表情を厳しくした。

「お前は可愛かわいいから狙ねらわれやすいんだ。少しは自覚しろ」

「可愛くなんかないよ。崇兄は身内の贔屓ひいき目めがあるかもしれないけど……」

　渉に関してだけは、崇文の目は少々曇くもりがちだ。

　まるで女の子のようだった華きや奢しやな中学生の頃ころならともかく、成人したいま、崇文の心配は的外れに思えるが本人は至って真ま面じ目めに云っている。

「いいや、渉は自分のことをわかってない。どれだけ、悪い虫がつかないよう俺が気を配ってきたと思ってるんだ」

「わ、悪い虫？」

「だいたい、そうやって油断してるから、さっきみたいに触さわられて嫌いやな思いをするんだろう」

「あ、あのくらい大したことないよ」

「手が出そうになったくせに？」

「あれは初めてだったからビックリしただけだよ！　次はもっとちゃんと対応できる」

　崇文に役に立たないと思われたくなくて、必死に主張する。田倉のように「もう来なくていい」と云われたくない一心だった。

「───次？　そんなに男の相手がしたいのか？」

　返ってきた低い問いにぎくりとする。牽けん制せいできるという意味で云ったつもりだったけれど、崇文はそうは取らなかったようだ。

　自分の恋れん愛あい対象が同性だということは、崇文には云っていない。そのことを指し摘てきされたかのように思えて、しどろもどろになってしまう。

「そ、そういうわけじゃないけど……」

　慕したっている崇文に自分の性せい癖へきは知られたくない。そんな思いから、疑わしい態度になってしまったかもしれない。自分に向けられる視線が、冷ややかになっていく。

「客に触られても我が慢まんするって？」

「仕事でそうしたほうがいいなら、そうするよ」

　少し自信がなくなり、語ご尾びが曖あい昧まいになってしまう。どうにかして崇文の怒いかりを解きたいのに、渉にはその術がわからなかった。

　本当は客に触られるなんて嫌だけれど、崇文や他のスタッフたちに迷惑はかけたくない。自分が我慢できることはそうすべきだろうと思ったのだ。

　やせ我慢をして見み栄えを張った渉を、崇文はデスクに押し倒たおした。

「うわっ───た、崇兄……？」

　左ひだり肩かたを押さえつけられているだけなのに、上半身を起こそうとしても起こせない。見上げる崇文の顔が、渉の知らない人のようで俄にわかに恐こわくなった。

「本当に我慢できるのか？」

「できる、と思───痛っ」

　崇文の指が肩かたに食い込み、小さく悲鳴を上げてしまう。

「あの客は両刀で有名なんだ。両刀ってのはな、女も男も好きだってことだよ。口先で丸め込まれて食われた素人しろうとがどれだけいると思ってるんだ。アフターに連れ出されたら、お前なんかすぐに手込めにされるに決まってる」

「そんなことあるわけ───」

「俺の云うことが信じられないって？」

　否定しようとした言葉をキツい問いかけで遮さえぎられ、しどろもどろになる。

「し、信じてないわけじゃ……」

　崇文のことが信じられないわけではない。ただ、自分がそんなふうに狙われているなんて思えないだけだ。地位も財力もある人間が、わざわざバイトのボーイに手を出すだろうか。

「───だったら、教えてやる」

「え？」

　崇文は、いったい何を教えるというのだろうか。戸と惑まどう渉に対し、その不安を取り除く答えはくれなかった。その代わりに詰きつ問もんされる。

「あいつにどこを触られた？」

「どこって……ええと、足だけど……」

　何故なぜそんなことを訊きいてくるのだろうと不思議に思いながらも答えると、いきなり太ふと腿ももを撫なで上げられた。

「こうやって？」

「ひゃっ……」

　反射的に、裏返った声が喉のどの奥から零こぼれ落ちる。咄とつ嗟さに口を手の甲こうで覆おおったけれど、間に合わなかった。

　崇文の手の平が滑すべる感覚に、ぞくぞくとしたものが腰こしから背中へと駆け上がる。

「や、あ、やだ……っ」

「こんな簡単に勃たたせておいて、どの口で嫌だなんて云うんだ？」

　羞しゆう恥ちに涙なみだ目になっている渉に、崇文は不ふ機き嫌げんな顔で告げる。想定外の行動に面めん食くらっていると、さらなる問いかけをしてきた。

「触られたのは足だけか？」

「それは───」

　熊井の指が触ふれたときのことを思い出して口籠ごもる。彼は渉がセクハラに困る様子を楽しんでいた。あの不快感は言葉にならないほどだった。

「ここも触られたんじゃないのか？」

「やっ……」

　崇文は内うち腿ももを撫で上げていた手を、股こ間かんに押しつけてくる。否定できずにいると、そこを包み込むように触れていた指に力が入った。

「図星みたいだな」

「……っ、あ……っ」

　指が食い込む刺し激げきに、ぎくりと腰が強こわ張ばった。やんわりと揉もみしだかれ、体の中心に熱が集まっていく。全身が熱くなっているのは、アルコールのせいだけではない。

　崇文の手が自分のものに触れていると思うだけで、恥はずかしくて死にそうだった。

「こんなふうにされて、大人しくしてたのか？」

「や、あ……っ、そこまで、されてない……っ」

　熊井には撫でられただけだ。それなのに、崇文の手は嫌らしく動いて責め立ててくる。その指の動きに、渉のそれは硬かたくなってきてしまった。

　崇文に触れられていることも、自身が変化しているのを知られるのも恥ずかしくて、全身の血液が沸ふつ騰とうする。

「やだ、崇兄、やめ……っ」

「俺にはやめろと云いえるくせに、どうしてさっきは黙だまって好きにさせてたんだ？」

「だ、だって、お客様だし───あ、や、ぁあ……っ」

「ウチは風ふう俗ぞくじゃない。性的なサービスは行っていないと知ってるだろう？　ああやって大人しくしてると、あの手の客はつけ上がって、セクハラがエスカレートしていくんだよ」

　その例を示すかのように、崇文は渉を追い詰つめる指の動きに熱を込めた。

　自分の浅はかな考えが、プロであるキャバ嬢たちの仕事に泥どろを塗ぬってしまったことに、渉はいまさらになって気がついた。

　改めて謝りたい。そう思ったけれど、もうまともな言葉は紡つむげなくなっていた。

「はっ…あ、やめ、おねが……も、や、んん……ッ」

　これ以上は洒落しやれにならない。みっともない姿を晒さらしたくなくて、必死に崇文の手を引き離はなそうとした。けれど、渉の手ではびくともせず、それどころかより強く刺激されてしまう。

　快感に流され、抗あらがう力が抜ぬけていく。隙すきを突つくようにしてベルトを緩ゆるめられ、自身に押し上げられた下着を露あらわにされた。

「た、崇兄!?」

「もう先が濡ぬれてるな」

「！」

　先せん端たんが当たり、染しみになっている部分を指先で突かれる。自分でも驚おどろくほど、腰が大きく跳はねた。下着の上からぐりぐりと刺激され、そこから甘い痺しびれが広がっていく。

「崇兄、やだ、やっ…あ……！」

　必死の訴うつたえも虚むなしく、痛いくらいに張り詰めた自身を剝むき出しにされた。外気に晒されたそこに崇文の視線を感じて、羞恥に顔が熱くなる。

「ふぅん、それなりに成長してるもんだな」

「なっ……」

　しげしげと観察され、頭の中が沸騰する。逃のがれることもできないまま、崇文に人差し指で根本から先端までをなぞり上げられ、渉はぶるりと腰を震ふるわせた。

「あ……っ」

「ちょっとしか触さわってないのに、ずいぶんガチガチだな」

「そんな、こと……」

　崇文の揶や揄ゆを否定しようとしたけれど、反応しきった自身を前には云い訳すらできない。

　さっきの客に触られたときも、別れた恋こい人びとに触れられたときも、違い和わ感かんや嫌けん悪お感かんしかなかった。キスすら気持ち悪くて一度しかできなかった。

　だから、もしかしたら自分はそういったこと自体苦手なのかもしれないと思ったりもしていた。けれど、崇文の指が微かすかに動くだけで、信じられないくらい感じてしまう。

「や、ん、ぁ、あ……っ」

　羞恥と快感に頭の中が混乱する。いますぐにやめて欲しいのに、もっとして欲しいと願っている自分もいる。

　生まれて初めて味わう快感に、喉から零れ落ちる嬌きよう声せいが止まらなかった。

「ぁあ…っ、あっ、あ、ごめん、なさい……っ」

「何に対して謝ってるんだ？」

「だって、崇兄怒おこって……っあ、あっあ！」

　怒っていなければ、こんなことはしないはずだ。理解が至らない渉に身を以もつて思い知らせているのだろう。

「ひぁっ、や、それやだ、やぁ…っ」

　渉が嫌いやだと訴えると、その場所ばかりを責めてくる。崇文はあっという間に、渉の弱点を知り尽つくしてしまった。

　責め続けてくる手を引き剝はがそうとしていたはずなのに、気がつけば崇文に縋すがっていた。頭の中はすでに蕩とろけてしまい、理性などほとんど残っていない。

　渉の中で歯止めのきかない欲よく望ぼうが荒あれ狂くるう。快感に翻ほん弄ろうされ、あられもなく啜すすり泣ないた。

「あ、やぁ…っ、もうやだぁっ、もう出ちゃう……っ」

「ずいぶん堪こらえ性しようがないんだな」

「だって、あっあ、あ、もう、おねが…っ、兄ちゃん……っ」

　自分を責め立てる相手に縋りつき、助けを求める。理性の箍たがが緩んでいたせいか、思わず子供のときの呼び名で崇文を呼んでしまった。

「……ッ」

「た…崇兄……？」　>>>♥

　その瞬しゆん間かん、追い上げる手が一いつ瞬しゆん止まった。崇文の顔を見上げると、さっきまでは苛いら立だちが滲にじんでいた表情に苦いものが浮うかんでいた。

　容よう赦しやのない愛あい撫ぶも辛つらかったけれど、中ちゆう途と半はん端ぱなところでやめられるのはもっと辛い。

　行き場を失った熱が、体内で暴れ回る。少しでも刺激を求めようと、無意識に腰が揺ゆれてしまう。だけど、巧たくみな動きで追い上げられていた体は、自らの拙つたない動きでは満足できなかった。

「ねえ、崇兄、このままじゃ辛いよ……っ」

　このまま放っておかれたら、どうにかなってしまいそうだ。自分をこんな状態にした崇文に縋るような目を向けると、苦い表情を浮かべた。

「渉───」

「おねがい、だから……！」

　泣きそうになりながら懇こん願がんすると、崇文は苦い表情のまま、渉の昂ぶりに再び指を絡からめた。自身を扱しごくその動きはさっきよりも丁てい寧ねいで、少し物足りないくらいだった。

　優やさしく高みへと導かれ、追い詰められていく。

「あぁ…っ、も、いく、出ちゃう……っ」

「このまま出していい」

「ぁあっ、あっ、ん、あー…っ」

　低く掠かすれた声に背中を押され、渉は崇文の手の中に欲望の証あかしを吐はき出した。残ざん滓しまで絞しぼり取るかのように、小刻みに震える自身を扱かれる。

「あ、はっ……あ……」

　ようやく訪おとずれた終わりに、ぐったりと四し肢しを脱だつ力りよくさせる。絶頂を迎むかえ、煮にえたぎっていた頭が徐々に冷えていく。戻もどってきた理性は、渉を混乱させるばかりだった。

　崇文を怒らせてしまうようなことをした自分が悪いことはわかっている。けれど、頭で理解できたところで、戸と惑まどいがなくなるわけではない。

　崇文には、元々少し意地悪なところがある。本気で嫌がるようなことはしてこないけれど、意地の悪い問いかけで困らせてきたり、わざと恥ずかしいことを云わせたり、しつこくくすぐられたこともある。

　けれど、基本的に渉に対しては優しく、過保護と云えるほど甘い。意地の悪いことをするのは、その裏返しだ。

（……でも、これは違ちがう気がする）

　崇文にしてみたら、ただのお仕置きのつもりだったのかもしれない。

　色いろ恋こいに長たけた華はなやかな女性たちを雇やとい、いくつもの店を経営するような世慣れた崇文にしてみたら、少々度の過ぎたお灸きゆうのようなものだったのだろう。

　だとしても、渉にしてみたら刺激が強すぎた。現実を思い知らせるためだったとしても、あんなふうにする必要はあったのだろうか。

　乱れた呼吸を鎮しずめるために肩かたを上下させながら涙なみだの張った目で見上げると、崇文は表情に苦いものを滲ませていた。

「崇兄……？」

「───すまん、やりすぎた」

　崇文は苦々しい顔つきのまま、渉の服を整えてくれる。崇文も頭が冷え、我に返って気まずくなったのだろう。

　ストレートに謝られ、文句を云いうタイミングを失った。崇文が後こう悔かいしていることは、渉にも伝わってくる。

「その…俺も、悪かったし……」

「頭に血が上っていたとは云え、度が過ぎた。許してくれ」

「許すも何も、俺が云いつけを守ってたらあんなことにもならなかったんだから、崇兄は悪くないよ。そりゃ、びっくりはしたけど、事故みたいなもんだろ？」

　どうにかしてこの場を取り繕つくろわなくてはと思い、努めて明るく振ふる舞まい、強がりを口にしてしまう。ショックを押し隠かくし、どうにか作り笑いを浮かべた。

「渉……」

「俺も忘れるから、崇兄も忘れてよ。そうするのが一番だよ」

「……お前がそれでいいなら、そうするが」

「ごめん、気持ちの整理するから、ちょっと一人にしてもらっていい？　しばらくしたら、皿洗いに戻るから」

　崇文はいくらかの迷いを見せたあと、頷うなずき、これだけはと云った様子で念を押してくる。

「わかった。ただし、絶対にフロアには出るんじゃないぞ」

　そう云い置くと、崇文はオーナールームを出ていった。

　静かにドアがしまったあと、渉はデスクから滑すべり落ちるようにして、へなへなとその場にへたり込む。脱力してしまい、立ち上がる気力はもうなかった。

「……って、忘れられるわけないよなあ……」

　自身に絡みついた崇文の指の感かん触しよくが消えない。さっきのことを思い出すだけで、また体が火ほ照てってきそうになる。

「……何でこんなことになっちゃったんだろ……」

　よかれと思ってしたことが、全部裏目に出てしまった。

　ちょっとでも役に立てればと行動したことは、店にとっては迷めい惑わくでしかなかったのだ。空気が読めなかった自分を恨うらむしかない。

　口先では偉えらそうなことを云っていたけれど、結局のところ、接客業や夜の仕事についての認識が甘かったのだろう。

　セクハラの不快感は理解していたつもりだったけれど、実際に触ふれられ、身を以て生々しい感覚を思い知らされた。

　相手が崇文でなく、さっきの客だったらと考えたら、恐きよう怖ふが込み上げてきた。精神的ショックは想像もつかないものだっただろう。

「まさか、俺がホモだってバレちゃったわけじゃないよな…？」

　ふと思い当たった可能性に、すっと血の気が引く。しかし、それを知っていたら、むしろ渉に触れてはこなかっただろう。そう考え、少しだけ気を取り直した。

　願わくば、自分のこの性せい癖へきを知られることだけは避さけたい。世界中の人に知られたとしても、家族には、崇文にだけは云うつもりはなかった。

（いままでだって、ずっと隠してきたんだから）

　渉が最初に同性に興味を持っているのではないかと思うようになったのは、中学生になったばかりの頃ころだった。

　同級生に見せられたグラビアアイドルの写真集を見ても何とも思わなかったのに、家族になったばかりの崇文のことは無む性しように気になった。

　頭を撫なでてくれる男らしい手の節を意識したり、初めて新しい父の家に泊とまりに行ったときに風ふ呂ろ上がりの崇文と遭そう遇ぐうしてしまったときにドキドキしたり───同性を意識したのはそれが初めてのことだったと思う。

　当時、崇文は大学生で、初めて身近に感じる『男性』だった。

　崇文を意識して以降、テレビに映る女性アイドルよりも男性俳優に目が行く自分を認識し、やはり異性が恋れん愛あい対象にならないと自覚した。

　手の届かない存在に好感を抱いだくことはあったけれど、身近な人間を好きになることはなかった。存在を強く意識し、かけられる言葉に一いつ喜き一いち憂ゆうしたのは崇文だけだ。

　母親の再さい婚こんで兄弟になったばかりだったから意識してしまうのだろうと思っていた。けれど、もしかしたらあの頃から崇文のことが好きだったのかもしれない。

「───えっ!?」

　突とつ拍ぴよう子しのない方向に行ってしまった自分の思考に、自分で驚おどろきの声を上げてしまった。まさか、と自らに問うけれど、高鳴る鼓こ動どうは治まる気配を見せない。

（まさか、そんなことあるわけ…───）

　自らを落ち着けようとするけれど、フル回転する思考回路はいまにも焼き切れてしまいそうだった。視線をうろうろと彷徨さまよわせ、否定材料を必死に探す。

　義兄あにである崇文に恋愛感情を抱いているはずがない───そう自分に云い聞かせるけれど、どんどん鼓動がヒートアップしていく。

「噓うそだろ、洒落しやれになんないって……」

　冷静になろうと心の内を口にする。しかし、そういった意味で『好き』だったのだと考えると様々なことに説明がつく。

　同性が恋愛対象だと自覚してからも、誰だれも好きになったことはなかったのは、好きな相手がもういたから。元彼とキスすらろくにできなかったのも、彼のことを好きでつき合っていたわけではなかったからだったのだ。

　男女間の恋愛だって、好きではない相手と触れ合いたいとは思わないだろう。同性が恋愛対象だからと云って、相手が誰でもいいというわけではない。

　焦あせりや不安、好こう奇き心しんから、よく考えもせずに云い寄ってきた男とつき合ってしまったけれど、浅せん慮りよだったとしか云いようがない。

　そもそも、初はつ恋こいが崇文のような男だったら、他ほかの人に目が行かないに決まっている。カッコよくて、何でもできて、優やさしくて───渉にとって、ずっと尊敬できる憧あこがれの人だった。

「……そっか……好すき、だったんだ……」

　自らの発した言葉が、じわじわと体中に広がっていく。

　それはほのかな甘さを含ふくんでいたけれど、罪悪感に似た重苦しさのほうが大きかった。血は繫つながっていないけれど、崇文は『兄』だ。好きになっていい相手ではない。

　恋愛するにあたって、自分のセクシャリティよりも大きな問題があるなんて、いままで考えもしなかった。

　初めての恋こいに、こんな形で気づくなんて皮肉すぎる。同時に知ることになった失しつ恋れんの苦さが、胸に広がった。

　一いつ瞬しゆんだけ昂こう揚ようした気持ちは、一気に急降下していく。

　渉がこんな気持ちを抱いているとわかったら、崇文はきっと困るだろう。優しい人だから、渉を傷つけないよう苦心するに違ちがいない。

　それに、この想おもいを知られてしまったら、いままでどおりの関係ではいられなくなるだろう。叶かなわない恋だとわかっているのだから、せめて兄弟仲は壊こわしたくない。

（───絶対に隠し通さなくちゃ）

　切なく痛む胸を手で押さえ、渉はそう強く決意した。







　　　　２




　その日、母である百ゆ合り恵えと共に訪おとずれた家は、自分たちが住んでいるマンションの部屋が何個も入ってしまいそうなほど大きな一戸建てだった。

　ドラマの中でしか見たことのないような邸てい宅たくに、渉は啞あ然ぜんとしてしまう。間の抜ぬけた顔で見上げていると、百合恵に平手でぱしんと尻しりを叩たたかれた。

「聞いてるの？　渉」

「あ、ごめん、聞いてなかった」

「もう、ぼんやりしてちゃダメじゃない。喜多原さんにちゃんとご挨あい拶さつしてねって云いったのよ」

「わかってるよ。それは何度も聞いたってば」

　今日は百合恵の交際相手───つまり、渉の父親になる人との、初めての顔合わせだ。いつもは大おお雑ざつ把ぱで楽天的な百合恵も珍めずらしく緊きん張ちようしている。

（何だか、いまさら緊張してきたかも……）

　ついさっきまでは、現実感が湧わかず、ある種他人ごとのような感覚でいた。しかし、いざ家の前まで来てしまうと、いったいどんな態度でいればいいのかわからなくなってしまった。

　正直、百合恵の結けつ婚こんについては複雑な心境だった。

　苦労してきた百合恵に幸せになって欲しい気持ちは噓ではない。けれど、いまさら新しい家族ができることを素す直なおに喜ぶには、十二歳という年ねん齢れいは微び妙みような年頃ごろだ。

　新しく『父親』ができると云われても、果たしてちゃんとした親子関係が築けるものだろうか。だんだんと込み上げてきた不安に苛さいなまれていると、チャイムを押すよりも早く、玄げん関かんのドアが勢いよく開いた。

「いらっしゃい！　二人ともよく来たね」

「……っ!?」

　渉が驚いた顔をしていると、中から出てきた男性が、気き恥はずかしそうに笑いながら門もん扉ぴまでの階段を下りてくる。そして、門扉を開けて、中に招き入れてくれた。

「ああ、びっくりした……」

　百合恵も胸の辺りを手で押さえている。驚いた弾はずみで、心臓がドキドキしているのだろう。

「ごめんごめん、窓から姿が見えたから、待ちきれなくなっちゃって。もしかして、驚かせちゃったかな…？」

「驚いたに決まってるじゃないですか。いまチャイムを押そうと思ってたところだったのに」

　百合恵と親しげに話すその男性の顔をまじまじと見つめる。聞いていたプロフィールからイメージしていた姿とは全然違う雰ふん囲い気きの人だった。

　四十五歳の会社社長と云うから、恰かつ幅ぷくのいい『おじさん』を想像していた。

　けれど、喜多原は三十代でも通りそうなほど若々しく、にこやかな笑えみを浮うかべている相そう貌ぼうは、彫ほりが深く端たん整せいだった。

　一六〇センチの渉より頭一つぶんは背が高く、肩かた幅はばの広い逞たくましい体つきをしている。服装もシンプルでセンスがよく、懸け念ねんしていた成金趣しゆ味みのようなものは感じられない。

　万が一、母に相応ふさわしくない相手だったら、この結婚を邪じや魔ましなければと思ったりもしていたけれど、第一印象ではケチのつけようのない人物だった。

（この人が、俺の『父さん』になるんだ……）

　渉にはずっと父親がいなかった。渉が百合恵のお腹なかの中にいるとわかったとき、遺伝上の父親とはとっくに別れていたそうだ。

　生まないという選せん択たく肢しもあったのに、百合恵は周りの反対を押し切って、渉を一人で育てることにしたという。

　母子家庭で育った渉も、人並みに父親という存在に憧れていた時期もあった。けれど、それが現実になるかと思うと、不思議な気分になる。

　いったい、どんなふうに接すればいいのだろうか。いままでは、自分が母親を守らなければと思っていたから、甘え方がよくわからない。

「ほら、渉、いつまでぼけっとしてるのよ」

「いてっ」

　ぼんやりしたまま黙だまっていたら、百合恵に背中を力いっぱい叩かれた。何をするんだと文句を云おうとして、視界に入ってきた喜多原の不安そうな面おも持もちにはっとなる。

「もう嫌きらわれちゃったかな…？」

　黙りこくっていた渉の様子を心配していたようだ。緊張しているのは、自分だけではないのだ。問われた百合恵は、喜多原の懸念を吹ふき飛ばすように笑う。

「驚おどろいてただけよね、渉」

「え？　あ、うん、ちょっとびっくりして」

「本当に？　それならよかった」

　喜多原は、渉の言葉に胸むねを撫なで下ろしたようだった。

　この二人が交際するようになったのは、百合恵が勤めている会社が喜多原の会社と取り引きをするようになったことがきっかけだと云っていた。担当者として何度か顔を合わせているうちに親しくなり、喜多原のほうからアプローチしてきたのだという。

　百合恵のほうも好感を持っていたらしいが、取引先の社長ということを鑑かんがみて、初めのうちは距きよ離りを取ろうとしたそうだ。しかし、喜多原の積極的な誘さそいに負け、二人で食事に行くようになった頃ころから親しくなっていったと云っていた。

　お互たがいに配はい偶ぐう者しやがおらず、一人で子供を育てているという共通点もあって話が合ったのだろう。そんな交際を続けて半年ほど経たった頃、突とつ然ぜん、プロポーズされたのだそうだ。

「ああ、自己紹しよう介かいがまだだったね。はじめまして、喜多原です。百合恵さんにはいつもお世話になってます」

「……渉、です」

　差し出された右手をおずおずと握にぎると、ぎゅっと強く握り返された。その手は母のものとは比べものにならないほど大きくて、硬かたくて、そして、同じくらい温かかった。

　その温度に、少しだけ緊張が解きほぐれる。

「どうぞ、中に入って。がんばって片づけたんだけど、男手しかないから行き届いてなくて申し訳ない。隅すみのほうは見ないでおいてくれると助かるな」

　喜多原はそう云いながら、渉たちをリビングに案内してくれる。

（うわぁ……）

　外から見ても立派な家だったけれど、内装もホテルみたいだった。片づいていないと云っていたけれど、謙けん遜そんだったとしか思えなかった。

「近所のパティスリーでケーキを買ってきたんだ。渉くん、甘いものは好き？　チョコレートは大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、はい、チョコは好きです」

　渉の返事に、喜多原は相好を崩くずした。大の大人が、こんなに子供っぽく笑うことがあるのかとびっくりする。

「よかった！　ここのチョコレートケーキすごく美味おいしいんだよ。崇文はあんまり甘いもの好きじゃないから、買ってきても僕しか食べないんだ」

　喜多原の言葉に、そういえばと百合恵が首を傾かしげた。

「今日は崇文さんもいらっしゃるんじゃなかったの？」

　崇文というのは、たしか喜多原の息子むすこの名前だ。いま二十二歳の大学生だと聞いている。喜多原と百合恵が結婚すれば、その彼が渉の兄になるということだ。

『父親』同様、『兄』ができると云われても、やはりそう簡単には現実感が湧わいてこない。

　しかも、十歳も上だと共通項こうを見つけるのは難しい気がする。兄弟として、上手うまくやっていけるのだろうか。

「三時に来ることは云ってあったんだが、まだ帰ってきてないんだ。待ってても仕方ないから、先にケーキを食べていよう。いま、お茶を淹いれてくるよ」

「あ、私もお手伝いします」

「今日のところはお客さんなんだから座ってて。料理は崇文に任せっきりだからろくなものは作れないけど、お茶くらいは淹れられるところを見せないと」

「そうですか？　それじゃあ、お言葉に甘えて」

　百合恵はそう云って、浮かせた腰こしをもう一度落ち着けた。そして、喜多原がキッチンへと行ったのを確認してから、渉に小声で耳打ちをしてくる。

「どう？　渉は仲よくできそう？」

「うん、何か思ってたより全然感じよくてびっくりした。母さん、よくあんなイケメン捕つかまえられたね」

　照れくさくて、つい混ぜっ返してしまった。けれど、口にした言葉は本音だった。

「捕まえたなんて人聞きの悪い！　運命の出で逢あいをしたのよ」

　乙女おとめチックな訂てい正せいをする百合恵に、小さく吹き出す。唇くちびるを尖とがらせるその顔は母親のそれではなく、まるで少女のようだった。

「でも、安心した。ヘンな人に引っかかってたわけじゃなくて。あの人なら母さん幸せにしてくれそうだし、俺は結婚に賛成する」

「渉……」

　早口で捲まくし立てると、百合恵はじわりと目を潤うるませた。しんみりとした空気は、あまり得意ではない。この雰囲気を変えたくて、無む理り矢や理り違ちがう話題を振ふった。

「ていうか、この家もすごいよね！　ドラマとかに出てきそうな感じでさ───」

　わざとらしくテンションを上げて喋しやべっていたそのとき、ガチャリと玄関のほうから物音が聞こえてきた。そして、それを追いかけるように男の人の声がする。

「ただいま。もしかして、もう来てんの？」

　張りのある低い声こわ音ねに、ドキリと心臓が弾む。いい香かおりのする紅茶を運んできてくれた喜多原が、のんびりとした声の主を叱しかりつけた。

「遅おそいじゃないか、崇文。今日は遅おくれるなと云いってあっただろう」

「ごめんごめん、バイトが長引いちゃってさ」

「……！」

　渉はそのとき生まれて初めて、目を奪うばわれるという体験をした。初めて会った『新しい兄』になる予定のその人は、言葉を失うほどカッコよかったのだ。

　鼻筋の通った精せい悍かんな顔立ちに、すっきりとしたフェイスライン。『美形』というのは、こういう人のことを云うのだろう。

　父親である喜多原と同じく長身でスタイルもよく、スポーツをしているのか健康的に焼けた肌はだをしている。おまけに、その唇から発せられる声は鼓こ膜まくをくすぐる美声で、つい聞き惚ほれてしまう。きっと、耳元で囁ささやかれたりしたら腰が砕くだけてしまうに違いない。

「はじめまして、崇文です。百合恵さん、ですよね？　遅くなってしまってすみません。今日は会えて嬉うれしいです」

「まあ、私も崇文さんに会えるのを楽しみにしてたんですよ」

　百合恵に挨あい拶さつをしたあと、渉のほうへと向き直る。

「君が俺の弟になる子？」

「は、はい！」

　長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた切れ長を向けられ、さらに大きく心臓が跳はね上がった。崇文は渉の上うわ擦ずった返事を笑うことなく、鷹おう揚ような仕し種ぐさで握あく手しゆを求めてくる。

「よろしく、喜多原崇文です」

　はっと我に返り、差し出された手を握り返した渉の手は、さっき喜多原と握手をしたときよりも、何故なぜか汗あせばんでいた。

「……っ、は、はじめ、まして、渉です……」

「歳、訊きいてもいいかな」

「えっと、十二です」

「じゃあ、俺と十歳違うんだ。十二歳ってことはこの春に中学生だよな、若いなあ」

　眩まぶしいほどの笑え顔がおを向けられ、胸の高鳴りが治まらない。

（な、何でこんなにドキドキするんだろう……）

　崇文は戸と惑まどっている渉に気づくことなく、百合恵と和なごやかに談笑している。

「崇文さんは今年大学卒業なのよね？」

「はい。無事に卒業できそうです。そうだ、百合恵さん。俺のことは呼び捨てでいいですよ。これから家族になるんですから。俺も『母さん』って呼んでいいですか？」

「ええ、もちろん！　そう呼んでくれると嬉しいわ」

　崇文の言葉に、百合恵はぱっと表情を輝かがやかせる。気き丈じようには振る舞まっていたけれど、本心ではやはり不安もあったのだろう。

「君のことは『渉』でいい？」

「えっ!?　あ、は、はい」

　いきなり、自分のほうへ話を振られたせいで、声がひっくり返ってしまった。いきなりの呼び捨てに狼狽うろたえていたら、さらに動どう揺ようさせられた。

「俺のことは『お兄ちゃん』な」

「ええっ」

　反応に困り、絶句する。

（お…お兄ちゃんって……）

　いままで兄などいなかったのに、突とつ然ぜんそう呼べと云われても困る。『お兄ちゃん』と口にする自分を想像したら、顔が熱くなってきた。

「ほら、云ってみろよ。『お兄ちゃん』って」

「そうよ、渉。これから兄弟になるんだから、恥はずかしがってちゃダメじゃない」

　百合恵までがそう呼ぶよう、テンション高く勧すすめてくる。『母さん』と呼んでもらったことで、すっかり気をよくしているようだ。

「僕もぜひ聞きたいな」

　喜多原までが期待に満ちた眼まな差ざしで見つめてくる。渉にはもう逃にげ場がなかった。背中に嫌いやな汗をかきながら、ぎこちなく口を開く。

「お……お兄…ちゃん…？」

　覚かく悟ごを決めて云ってみたら、やはり恥ずかしかった。

　自分でも顔が赤くなっているのがわかるほど熱い。穴を掘ほって埋うまりたい気分になっていると、崇文が口元を押さえて呟つぶやいた。

「うわ、何か俺も恥ずかしいわ」

「……っ、そっちが云えって云ったんじゃん！」

　無む理り強じいしておいて、その云い草はないと思って声を荒あららげる。真っ赤になって文句を云うと、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、渉以外の三人は派手に吹ふき出した。　>>>♥

「ちょっ……何で母さんまで笑ってんだよ！」

「だって、渉、真っ赤っ赤なんだもの」

「だからって笑うことないじゃんか!!」

　初対面の喜多原や崇文に嚙かみつくわけにもいかず、百合恵に向かって憤いきどおる。すると、不意に伸のびてきた大きな手に頭をがしがしと撫なで回された。

「わっ…！」

「悪い悪い、ずっと弟が欲しいと思ってたから嬉しくてさ」

「！」

「これから、よろしくな」

　まるで眩しいものを見るかのように、目を細めて笑う崇文の表情に、またも大きく心臓が跳ねる。緊きん張ちようとは明らかに違う胸の高鳴りに、渉は戸惑いを覚えた。

（何だろう、この感じ……）

　きっと、崇文があんまりカッコいいから、ドキドキしているのだろう。髪かみを搔かき回す指の感かん触しよくが、いつまでも忘れられなかった。










「……ん……」

　何だか、懐なつかしい夢を見ていた気がする。名残なごり惜おしさを感じたけれど、覚かく醒せいしていくに従って夢の記き憶おくは薄うすれていった。

　カーテンの隙すき間まから差し込む光が眩しく、目を細める。

　明るさに慣れた頃ころ、視界に飛び込んできた崇文の顔に心臓が止まりかける。ぎゃあと叫さけびそうになった口をすんでのところで引き結んだ。

「……っ」

（な、何で崇兄の腕うでの中にいるんだよ…!?）

　たしかにベッドに入ったときは、端はしのほうにいたはずなのに、何故かベッドの真ん中で崇文に抱だき枕まくらよろしく抱きしめられていた。

　思わず飛び退のきそうになったけれど、崇文を起こしてはまずいと思い直して息を殺す。やたらとうるさく響ひびく心臓の音が聞こえてしまいそうで怖こわい。

　普ふ段だん、崇文が目を覚ますのは九時すぎだ。明け方近くまで仕事をしており、平均睡すい眠みん時間は四時間ほどだという。

（どうしたらいいんだろう……）

　崇文の眠ねむりを邪じや魔ましたくはないけれど、このままの体勢で耐たえ続けるのは精神的にキツい。

　この部屋に居い候そうろうするようになってから、毎晩崇文のキングサイズのベッドで二人で寝ねているのだが、あの日以来、どうしても緊張してしまう。

　以前から気まずさは感じていたけれど、ここまで意識はしていなかった。

（せめて、もう一組布ふ団とんがあればなあ……）

　間取りは広いけれど、部屋はアイランドキッチンがあるリビング兼けんダイニングと寝しん室しつの二つしかない。人を招くつもりは一いつ切さいなかったらしく、食器類も最低限しかなく、当然、客用の布団もない。

　リビングにあるソファで寝ると云ったのだが、広いベッドがあるのだから一いつ緒しよに眠ればいいと押し切られてしまった。

　こんな歳になって同じベッドで眠るのもどうかと思ったけれど、広さは問題ないのだから文句も云えなかった。

　せめて、できる限り離はなれていようと、ベッドの隅すみで小さくなって眠りにつくのだが、大たい抵てい起きたときには真ん中にいる。

　明け方の冷え込みで、無意識に人ひと肌はだを求めてしまうのだろうか。

　しかし、こんなふうに抱きしめられていたのは初めてだ。以前なら笑いごとですんでいたかもしれないが、自分の気持ちに気づいてしまった以上、洒落しやれにならない。

　どういう顔をしていいかわからない渉に対し、崇文の態度はまったく変わらなかった。まるで、何ごともなかったかのように接してくる。

（俺が忘れてくれって云いったんだけどさ……）

　それでも、その態度に自分たちの気持ちの差を思い知らされて切なかった。

「…………」

　とにかく、崇文の腕の中から抜ぬけ出そうと、そうっと体をずらしていく。規則正しい寝ね息いきが変化しないことを確認しながら、何とかベッドから出ることができた。

（ある意味、生殺しだよなぁ）

　家族という大義名分のお陰かげで、好きな人の傍そばにいることはできるけれど、でも、それだけだ。この恋こいが成じよう就じゆすることはありえないし、気持ちを伝えることだってできない。

　それどころか、崇文が恋こい人びとや婚こん約やく者を自分に紹しよう介かいする日だって、いつか来るだろう。そのときは家族として、祝福しなくてはならない。そんな未来を考えて、思わずため息が出た。

（───こんなこと考えててもしょうがない）

　いま自分にできることは、一刻も早く仕事を探し、この居候生活から自立することだ。崇文から距きよ離りを取れば、胸を締しめつけている苦しさも、少しは和やわらぐに違ちがいない。

〈アンブロシア〉での仕事はずいぶん慣れてきたけれど、ずっと続けていくわけにはいかない。いまは崇文の厚こう意いで雇やとってもらえているだけなのだから。

　渉はそっとずれた掛かけ布ぶ団とんを直し、物音を立てないようにして寝室をあとにした。

　不規則に弾はずむ鼓こ動どうを落ち着けようと、バスルームへと向かう。

　着ていたものを洗せん濯たく機きに放り込み、頭から勢いよくシャワーを被かぶる。その冷たさにぶるりと体が震ふるえたけれど、これくらいのことをしなければもやもやとした不安は振ふり払はらえないと思ったのだ。

　徐じよ々じよに温かくなっていく水流を被りながら、気持ちを整理しようとしたけれど、自分でもどこから手をつければいいか判断がつかなかった。

　一番いいのは、崇文への恋こい心ごころに気づいていなかった頃に戻もどることだ。自覚がなかったからこそ、素す直なおに甘えられたし、傍にいることもできた。

　けれど、それが無理なことだけは、渉にもわかる。以前と同じように振る舞まおうとしても、どうしてもぎこちなくなるし、目を逸そらしたところで胸の痛みが消えるわけではない。

「……はあ……」

　数え切れないほど吐ついたため息を繰くり返す。だが、いつまでもこうしていても仕方がない。

　日曜日の今日は、会社の面接は入っていないけれど、のんびりとしていられる立場ではないのだ。居候の代金が受け取ってもらえない以上、部屋の掃そう除じや家事をして恩を返さなくては。

　シャワーを止め、バスルームを出た渉は、タオルで頭をがしがしと拭ふきながら、ふと顔を上げた瞬しゆん間かん、鏡に映る自分の姿に目が行った。

　学生時代はずっと部活に入っていたため、それなりに筋肉はついているけれど、崇文と比べるとまるで子供だ。

　高校生のときに必死に鍛きたえた胸むな板いたも、努力の甲か斐いなく薄っぺらいままだった。

「俺ももう二十二なのにな……」

　崇文と出で逢あってからもう十年。果たして、自分は成長できているのだろうか。いまの自分よりも、十年前の崇文のほうがよほど大人だった気がする。

　崇文への気持ちが報むくわれることはないのはわかっている。それならば、せめて『弟』として庇ひ護ごされるばかりでなく、対等な存在になりたい。

（どうやったら、追いつけるんだろう）

　苦い気持ちを嚙みしめながら脱だつ衣い所の鏡に映る自分を見つめていたら、突とつ然ぜん声をかけられた。

「おはよう、渉」

「うわあッ」

　全ぜん裸らでいたことを思い出し、咄とつ嗟さに前をタオルで隠かくす。自らの間ま抜ぬけな格好にかあっと顔が熱くなる。

「……っ、お、おはよう」

「シャワー浴びてたのか。先に起きたんなら、起こしてくれればよかったのに」

　起き抜けだというのに、崇文の笑えみは爽さわやかだ。無ぶ精しよう髭ひげすら野や暮ぼったくはなく、むしろ男の色気のようなものを感じてしまう。

　こんな状じよう況きようでも、ドギマギしてしまう自分に呆あきれるほかない。

「だ、だって、崇兄いつも寝るの遅おそいから、もっと寝たいかと思って」

　云い訳をしながら、わたわたとバスタオルを腰こしに巻きつける。こんなことなら、きちんと鍵かぎをかけておくんだった。

「大だい丈じよう夫ぶ、充じゆう分ぶん眠ねむってるよ。とくに今日はよく眠れた気がする」

「……っ、そ、それならよかった」

　眠っているうちに渉を抱き枕にしていたことには気づいていないだろうけれど、何となく気き恥はずかしい。

「何、真しん剣けんに鏡なんか見てたんだ？」

「べ、別に、そろそろ髪かみ伸のびてきたから切らないとなって思っただけ」

「渉はそのくらいの長さのほうが似合うよ。邪魔になるなら、前まえ髪がみだけ流して固めればいい」

「そうかな」

　早く着き替がえたいのに、なかなか崇文がいなくなってくれない。男同士なのだから、裸はだかを見られても気にしなければいいだけかもしれないが、いまの渉はどうしても視線を意識してしまう。

（もしかして、洗面台使いたいとか…？）

　だったら、早く支し度たくをすませなければならないが、この状態では下着を履はくことさえ簡単ではない。どうしたらいいものかと頭を悩なやませていたそのとき、渉の腹がぐうと鳴った。その派手な音に、崇文は小さく吹ふき出した。

「腹減ってるみたいだな。朝飯の支度してくる。早く服着てリビングに来い」

　このときばかりは、空気を読まずに鳴った腹の音に感謝した。裸のままで会話を続けるのは、いたたまれなさすぎる。

「ベーコンエッグでいいよな？　卵は目玉一つ？　二つ？」

「ええと、じゃあ、二つ」

　遠えん慮りよなくリクエストする。先日、自分がやると云って作った朝食は、お世辞にも美味おいしくはなかった。崇文が片手間で作るもののほうがよほど美味しかった。

　不得手なことに手を出すと、余計に迷めい惑わくがかかると反省し、食事に関しては崇文に任せてしまっている。

「了りよう解かい。……あ、そうだ、渉。飯食ったら買い物行くぞ」

　そう云い置いて踵きびすを返した崇文に、慌あわてて確認する。買い物なんて予定はなかったはずだ。

「え、買い物ってどこに？」

「お前の着替えが必要だろ。日用品も買わないとな。どうせなら食器も揃そろえたいし、枕まくらも欲しくないか？」

「でも、俺お金ないし、引っ越こし資金も貯ためないと……」

　いつ新しい仕事が決まるかわからないし、いまアルバイトでもらっているお金はできることなら貯めておきたかった。

　焼けた部屋から何枚かは無事な服が出てきたし、いざとなれば実家に残してきた着替えを取りに行けばいい。最低限の下着の替かえは買ってあるから、差し迫せまって必要なものはないはずだ。

　不安な顔を見せた渉を、崇文は笑い飛ばした。

「バカだな、そのくらい買ってやる。火事の見み舞まい代わりだと思っておけ」

「えっ、でも───」

　部屋に置いてもらっているだけで充じゆう分ぶんだと云おうとしたけれど、崇文はさっさとキッチンに行ってしまい、渉が止める間もなかった。










　当面の着替えや渉用の食器などを買い揃えたあと、気分転てん換かんにつき合えと云われ、海の見えるレストランまで連れて来られた。

　そこは崇文の知り合いのオーナーシェフがやっているイタリアンレストランで、魚ぎよ介かいを使った料理が美味しかった。けれど、至いたれり尽つくせりすぎて心苦しい。

「本当によかったの？」

「何がだ？」

「こんなにいっぱい買ってもらっちゃって」

　ちらりと視線を送った後部座席には、ぎっしりと買ってきたものが詰つめ込まれている。歯ブラシやシャンプーなどの日用品にペアで揃えた食器、そして、一番多いのが渉の洋服だ。

　必要最低限の着替えさえあればいいと云いったのに、崇文は次々に渉に試着をさせ、気に入ったものを全すべて買い上げた。着替えだけであんなに疲つかれたのは、初めてのことだ。

「別に俺が買いたかっただけだから気にするな。ウチには何もなさすぎたんだよ」

「でも、あんなにたくさん服買わなくても……」

「どれも似合ってたじゃないか。サイズもぴったりだったろう？」

「そういう問題じゃないと思う……」

　的外れの返答に渉は眉まゆを垂れる。どう云えば自分の云いたいことがきちんと伝わるだろうかと思案に暮れていて、ふと崇文の行動の理由に思い至った。

（もしかして、『あれ』の埋うめ合わせなのかも……）

　元々、崇文は自分に対して甘いところがあるけれど、今日の散財ぶりは異常だ。火事の見舞いにしては量が半はん端ぱではなかった。

　もしかしたら、この間のことを気にしているのかもしれない。渉が『忘れてくれ』と云ったから、何もなかった素そ振ぶりをしているだけで、本心では気に病やんでいる可能性は考えられる。

（ていうか、あんな高い枕買うなら、安い布ふ団とんセットを買ってくれればいいのに……）

　崇文の寝しん室しつには、布団を敷しく広さは充分にある。

　布団が一組あれば、同じベッドで眠ねむる必要がなくなるのだが、さりげなくその件を切り出したところ、別に困っていないだろうと流されてしまったのだ。

　スペース的には困っていなくても、精神的に困っている。しかし、それを説明するということは、崇文に告白をするのとイコールだ。結局、渉は主張を押し通すことができなかった。

（いっそ、崇兄の部屋を出たほうがいいのかもしれない……）

　そうすれば、毎日緊きん張ちようしながら眠りにつかずにすむし、不要な胸の苦しさを味わうこともない。けれど、そのためには先立つものが必要だ。

　就職してから毎月貯ちよ蓄ちくはしておいたけれど、引っ越し資金には足りていない。部屋が借りられたとしても、仕事がなければそこに住み続けられなくなってしまう。

　とにかく、いまは就活に励はげむしかない。仕事が決まれば、いま抱かかえている悩みのいくつかは解消する。

（まあ、でも部屋くらい探しとこう）

　新居の目め処どをつけておかなくては、仕事が決まってからでは身動きが取れなくなってしまう。

「渉？　車酔よいしたのか？」

「う、ううん、ドライブなんて久しぶりだなーって思って。っていうか、前回行ったのも崇兄とだけど」

　黙だまって考え込んでいたせいで、心配されてしまった。安心させるために、てきとうに思いついたことを口にする。

「このところ、忙いそがしかったからな。昔はよく連れてってやったよな」

「うん、懐なつかしいね」

　海や山や遊園地など、忙しい義父の代わりに崇文が渉をあちこちに連れ出してくれた。それまでほとんど行ったことのなかった旅行に連れていってくれたのも崇文だ。

　キャンプやバーベキューなど、友人同士の集まりにも交ぜてくれて、色んな経験をさせてもらった。いまではどれもが大事な思い出だ。

　大学を卒業すると同時に独り立ちした崇文とは一いつ緒しよに暮らす機会はなかったけれど、そうやって共に過ごす時間を作ってもらえたことで、距きよ離りを縮めることができたように思う。

「また二人でどこか行くか？　海外もいいが、そうなると親父おやじも無理してでもついてくるって云いかねないしな」

「────」

　何も考えずに頷うなずきそうになったけれど、冷静な自分がそれを押し止める。二人きりで旅行なんかしたら、ますます諦あきらめがつかなくなってしまいそうだ。

「……そういえばさ、前乗ってたのは赤い車だったよね？　いつ買い換かえたの？」

　さりげなく話題を変えようと、車の話を振ふる。渉がよく乗せてもらっていた崇文の愛車は、ドイツ製の赤いボディの車だった記き憶おくがある。

「去年かな。燃費が悪かったから、国産車に換えたんだ」

「そうだったんだ。この車もカッコいいよね。彼女とか乗せると喜ぶんじゃない？」

　助手席のシートをそっと手で撫なでながら、自じ戒かいを込めて軽口を叩たたく。本来、この席に座るのは自分ではない───そう云い聞かせるつもりで。

「彼女なんていないし、他人も乗せたことないな」

「そうなの？」

　意外な返事に、渉は目を瞬またたく。現在、恋こい人びとがいないということにもびっくりしたけれど、誰だれ一人として乗せたことがないという事実に驚おどろいた。

「女を乗せたら勘かん違ちがいするに決まってるだろ。この車の助手席には家族しか乗せないことに決めてるんだ」

「そ、そっか……」

　その言葉から、これまでの経験が見え隠かくれする。つまりは、勘違いされて困ったことがあるということだ。

（崇兄がモテないわけないよな……）

　容姿はもちろんのこと、立ち居い振ふる舞まいや内側から滲にじみ出るオーラも人目を惹ひく。一緒に歩いている間、女性だけでなく男性までが崇文に目を奪うばわれていた。

　弟として誇ほこらしい気持ちと共に、誰にも見せたくないという嫉しつ妬と心もあった。昔から感じていたもやもやとしたものが、独どく占せん欲よくだったと改めて知らされた。

「そういえば、義母かあさんが渉の携けい帯たいが繫つながらないって心配してたぞ。ちゃんと充じゆう電でんしてるのか？」

　気を滅め入いらせていた渉は、不意の問いかけに顔を上げる。

「え、あ、電源切りっぱなしだったかも」

　ごまかしたけれど、本当の理由は違ちがう。話をしたくない相手からの電話に出たくなくて、電源を切っていたのだった。

　その相手とは、ほんの一週間ほどつき合っていた男だ。しつこく電話をかけてきて、渉が出ないとわかるとメールを山ほど送ってきた。

　その病的な文面を見ないようにするため、応急措そ置ちとして電源を落としていたのだが、家族からの連れん絡らくをどう受けるかまでは考えていなかった。

「母さん、何か云ってた？」

「電話に出られないほど忙しいのかって。いまのところ、不動産屋からは連れん絡らく行ってないみたいだな」

「あっ、そうか、保証人になってもらってたんだった」

　今回の場合、被ひ害がい者しやは渉のほうだ。火災保険に入っていたにも拘かかわらず、部屋を追い出されてしまったのだから。

　一方的に契けい約やくを打ち切られた形になるため、こちらからさらなる補償を求めることもできるだろう。その損失を考えても、あの不動産会社や大家がわざわざ保証人である義父に連絡してくるとは思えない。その点に関してだけは助かった。

「俺からはごまかしておいたけど、いつまでも隠し通せることじゃないからな。折を見て、話しておけよ。親父だって、本当ならお前を手元に置いておきたくて仕方ないんだ。心配させると、家に戻もどってこいってうるさく云うぞ」

「うん、わかってる。あとで電話入れとくよ」

　義父は崇文に輪をかけて過保護なのだ。就職し、一人暮らしをするときも、自宅から通えばいいと最後まで心配していた。

（そのこともあって、家には帰りたくなかったんだけど……）

　血の繫がりのない自分を本当の子以上に可愛かわいがってくれて感謝している。だからこそ、早く独り立ちして一人前になり、恩を返したいと思っているのだ。

「あ、崇兄、このへんでいいよ。お店の人に見つからないほうがいいだろうし」

「そうだな。でも、できるだけ人通りの多い道を通っていけよ」

「わかった」

「俺は他ほかの店に顔を出さなきゃいけないから、今日は様子を見に行けないかもしれん。絶対に裏から出るなよ」

「うん、ちゃんと気をつける」

　崇文は心配で堪たまらないといった顔をしている。やはり、この間の件を内心では引き摺ずっているのだろう。

　大だい丈じよう夫ぶ、と云いたかったけれど、実際に手を煩わずらわせてしまった以上、大口は叩けない。

「俺が迎むかえに行けなかったら、帰りはタクシーで帰れ」

「え、いいよ、もったいないし。終電なかったら歩いて帰るから」

「ダメだ。タクシー代ならこれを使え。いいか？　絶対に夜道を一人で帰るんじゃないぞ」

　さっきよりも、『絶対』という言葉に力が籠こもっている。過保護すぎだと思うけれど、それで崇文が安心できるなら従っておいたほうがいいだろう。

（タクシー代は自分で出そう）

　せめて、そのくらいは自分で負担すべきだろう。タクシーチケットは、手代木に渡わたしておけばいい。

「じゃあ、崇兄も安全運転でね。いってらっしゃい」

「ああ、いってくる」

　助手席のドアを閉めて、手を振る。崇文の車が交差点を曲がったのを確認したあと、渉は店に向かって歩き出した。










「入り口とトイレはＯＫ。フロアも、まあいいだろう。あとで花屋が花を生け替かえに来るから、開店前に花か瓶びんの周りが汚よごれてないか確認しておけよ」

「はい、わかりました」

　新しく世話役になったボーイに、渉が掃そう除じをした場所をチェックしてもらった。最初のうちは見落とす箇か所しよもあったけれど、客の目線になれと云われてから、少しだけコツのようなものがわかってきた気がする。

「今日は掃除も早くすんだし、二十分くらい休きゆう憩けいしてていいや。腹減ってたら、いまのうちに何か食わせてもらっておけよ」

「ありがとうございました」

　厨ちゆう房ぼうへ向かう先せん輩ぱいに頭を下げ、ようやく体から力を抜ぬく。初めのうちは慣れないサービス業に苦手意識を感じていたけれど、だんだんとやりがいを感じるようになってきた。

　就職活動で履り歴れき書を送る職種で飲食関係は避さけていたけれど、やってみれば面おも白しろいかもしれない。選えり好みをせずに、積極的に馴な染じみのない会社も調べてみるべきだろう。

　初めのうちは距きよ離り感かんのあった他のスタッフとも、だいぶ親しくなることができた。そのきっかけは、あの日、崇文にオーナールームに連れ込まれたことだ。

　なかなか渉が解放されなかったため、虫のいどころが悪かった崇文から相当酷ひどい大目玉を食くらったのだろうと同情されたのだ。勘違いを訂てい正せいすると墓ぼ穴けつを掘ほることになるので、渉は苦にが笑わらいで受け流すことしかできなかった。

　幸いだったのは、オーナールームが防音だったことだ。つまり、あの中で何があったのか、知っているのは渉と崇文の二人だけということだ。

　あとから気づいたのだが、渉はかなり恥はずかしい声を上げていた。もし、あれを皆みなに聞かれていたとしたら、二度と出勤できなくなるところだった。

（……って、わざわざ思い出してどうする！）

　淫みだらな記憶を振り払はらい、蘇よみがえりそうになった甘く疼うずく熱を押し止める。違うことを考えて忘れようとした渉は、厄やつ介かいな問題を思い出した。

　片づけていないことが二つある。それは両親への連絡と、元彼との決着だ。前者はただ面めん倒どうなだけだけど、後者は簡単に処理できなさそうな予感がした。

「……どうにかしなきゃなんないよな」

　朝起きて、こっそりと留守電を確認するたびに、彼からのメッセージで埋うめ尽つくされている。母親からの連絡に気づかなかったのは、全すべてを聞く気にもなれず、一いつ括かつ消去をしていたからだ。

　ため息を吐つきながら、ポケットから電源の入っていない携けい帯たい電でん話わを取り出す。

（いい加減、諦あきらめてくれてればいいけど……）

　それが期待できないことは、渉もよくわかっていた。

　元彼である三み嶋しまに渉から別れを切り出したのは、好きでもないのにつき合いを続けるのは難しいと思ったからだ。

　仕事で顔を合わせているときは好印象を持っていたけれど、一いつ緒しよに過ごす時間が長くなったことで、彼の本当の性格や考え方が根本的に渉とはずれていることに気がついた。

　決定的に『無理だ』と思ったのは、奥手で経験がなかったために躊躇ためらっていた渉に、セックスを無む理り強じいしようとしたことだ。

　どうしても身を委ゆだねる気になれず、殴なぐってやめさせた渉に対し、彼は酷い暴言を吐いた。

『いまどき、女子高生だってそんなに抵てい抗こうしないだろ。男のくせに何もったいぶってんだよ。お前だってセックスしたいからＯＫしたんだろ？』

　セックス自体に興味がなかったとは云わない。好きだという気持ちもないのに、交際を承しよう諾だくした自分が浅はかだったのは確かだ。

　けれど、そういう即そく物ぶつ的な欲よつ求きゆうよりも、精神的に寄り添そえるのではないかという期待のほうが大きかった。そう主張した渉に、三嶋は追い打ちをかけるよう吐き捨てた。

『何、女みたいなこと云ってんだよ。男同士なんて、やれなきゃつき合ってる意味ねーよ』

　怒いかりに腸はらわたが煮にえくりかえった渉は、力いっぱいそいつを殴りつけて別れを告げた。踵きびすを返す寸前、鼻血を出していたのが見えたけれど、無視して三嶋の部屋をあとにした。

（……あれで終わったと思ってたのに）

　セックスできなければ意味はないというようなことを云っていたくせに、いざ渉のほうから去ろうとした途と端たん、予想外にも三嶋は妙みような執しゆう着ちやくを見せ、つきまとうようになった。

　告白されたときは生まれて初めてのことに舞まい上がってしまったけれど、三嶋は渉のことを好きなわけではなかったのだと思う。

　彼が渉に投げつけたあの言葉は、彼自身の本音だったに違ちがいない。

　取引先の社員のため、表向きは露ろ骨こつに避けることができずに困っていたのだが、会社が倒とう産さんしたことで縁えんは切れた。ある意味、不幸中の幸いだ。

　それでも、携けい帯たいにメールや電話がひっきりなしに来るので、仕方なく応急処置として電源を落としていたのだ。

　着信拒きよ否ひをすると、違う番号から電話が来る。頃ころ合あいを見計らって、新しい携帯を契けい約やくしに行こうと思っていたのだが、うっかり就活の応おう募ぼ書類にその番号を書いてしまったため、タイミングを失していた。我ながら間が悪いにもほどがある。

　しかし、このまま無視し続けていても、ほとぼりが冷めるどころか、余計にムキになってきているようだ。避けるよりも、一言云っておいたほうがいいかもしれない。

　殴ったあとは口を利く気にもなれず、黙だまって出てきてしまった。きちんと別れを告げたほうが三嶋も納なつ得とくしてくれるのではないだろうか。

（この時間なら仕事も終わった頃ころかな）

　電話をかけるなら、彼が一人でないときのほうがいい。つき合ってみて初めてわかったのだが、彼は頭に血が上りやすいタイプだった。独どく占せん欲よくと執着心が強く、渉とは常識がずれている部分もあった。

　取引先の社員として接しているときは、大人で知的な人だと思っていたけれど、それは上辺だけだった。屁へ理り屈くつを捏こねるのが上手うまいだけで、物事を深く考えているわけではなかった。自分にはあまり人を見る目がないのかもしれない。

「すみません、ちょっと電話かけてきていいですか？」

「開店、三十分後だぞ」

「すぐ戻もどりますから」

　カウンターの内側でカクテル用のグラスを磨みがいていたバーテンダーの本ほん郷ごうに声をかけ、裏口から非常階段に出た。半階下がり、階段の踊おどり場で携帯電話を開く。

「……よし」

　渉は躊躇いながらも、久々に電源をオンにした。

　届いていたメールを確認すると、会社の倒産を知り、渉の身を案じてくれている友人からも来ていたけれど、三嶋からの脅おどしめいた内容のものが大半を占しめていた。

　すぐにまた電源を落としたくなるけれど、ぐっと堪こらえて彼のナンバーを呼び出した。なかなか通話ボタンを押す勇気も持てずにいたら、携帯電話が着信音を鳴り響ひびかせた。

「うわっ」

　思わず取り落としそうになった携帯電話を握にぎりしめ、発信者が表示されている画面を見る。電話をかけてきたのは、いままさに話をつけようとしていた相手だった。

（見張られてるわけじゃないよな……）

　背筋が震ふるえる想像を首を横に振ふって消し去り、強こわ張ばる指をぎこちなく動かす。切ってしまいたい衝しよう動どうを堪え、通話をオンにした。

「……はい、喜多原───」

『渉！　どうしてすぐに電話出ないんだよ！』

　渉が口を開きかけると同時に、顔を顰しかめてしまうほどの怒ど声せいが聞こえてきた。

　思わず携帯電話のスピーカー部分を耳から離はなし、耳鳴りが治まるのを待つ。その間も、三嶋はひっきりなしに捲まくし立てている。

　その後ろからざわめきが聞こえてきているということは、まだ外にいるということだろう。人前で携帯電話に向かって恫どう喝かつしている三嶋の神経が理解できない。

（最初はいい人だと思ったんだけどな……）

　自分には人を見る目がないのか、それとも、お人好よしすぎるのか。どちらにしろ、災わざわいを自ら招き入れていることには変わりがない。

　三嶋のフランクな態度は気さくな性格の現れで、相手によって口調を変えないのは裏表がないからだろう───そう思っていた時期もある。

　しかし、それらはただ単に空気が読めず、態度を変えられないからだとわかってしまった。

『電源まで切りやがって、何考えてんだ───おい、渉、聞いてるのか？』

「あの、あんまり大きい声出さないでもらえないですか？」

『ああ？　よく聞こえるようにしてやってるんじゃねえかよ！』

　機き嫌げんを損そこねてしまったようで、さらに大きな声になる。渉は話にならなさそうな予感を感じながら、早さつ速そく本題を切り出した。

「もう俺に電話してこないでもらいたいんですけど。あと、携帯切ってたのは、三嶋さんからの電話に出たくなかったからです」

『ふざけんな！　つーかさ、お前いまどこにいるんだ？　お前の会社は潰つぶれてるし、わけわかんねぇよ』

「そんなこと云いわれても、会社が潰れたのは俺のせいじゃない。俺だって退職金も出なくて困ってるんだ」

　八つ当たりとしか云いようのない文句に、呆あきれ果てて苦笑すら漏もれる。覚かく悟ごしていたけれど、まともな話し合いにはなりそうもなかった。

『仕事ないなら、どうせ家にいるんだろ？　電話くらい出りゃいいだろうが』

「家は火事で焼けた」

『はあ？　いい加減なこと云うなよ。噓うそつくならもうちょっとマシなこと云えよ』

「俺だって失職して困ってるんだ。いまは余計なことにかまけてる場合じゃないんだよ。もう連れん絡らくしてこないでくれないか？」

『火事？　住むとこないなら、俺のとこ来ればいいじゃねーか』

「住むところがないとは云ってない。……知り合いの家に居い候そうろうさせてもらってる」

　家族と云わないでおいたのは、実家に押しかけられたら困るからだ。住所は教えていないけれど、酒の席で父親の仕事を教えてしまった気がする。

『喜多原』の名前や職種で調べられたら、特定されてしまうかもしれない。過去の自分の軽けい率そつさを後こう悔かいする。人生経験だと流すには、まだ心の余よ裕ゆうが足りなかった。

『知り合い？　新しい男とか云わないだろうな』

「そんな人じゃない！」

　本心を見み抜ぬかれたような気がして、ムキになって反論してしまう。

　初めて渉が怒ど鳴なったことで、三嶋は急に態度を軟なん化かさせた。

『なあ、渉。もういい加減、機嫌直せよ』

「は？」

『あのときは強ごう引いんすぎた。反省してる。あのときはああ云ったほうが、お前の緊きん張ちようが解けると思ったんだよ』

「そういう話をしてるんじゃないだろ」

『それとも、俺がまだ怒おこってると思ってるのか？　あのくらい、気にしなくていいって。初めてなのに、無理させて悪かったよ。次はもっと優やさしくしてやるからさ』

「だから！　もう会う気はないって云ってるだろ!?」

　本気で話が通じず、苛いら々いらしてくる。本気で不快感を示しているのに、三嶋はちっとも意に介かいしてくれない。

『渉、俺に遠えん慮りよしてるんだろう？　大だい丈じよう夫ぶだよ、別にセックスだけがつき合いじゃないって。恋こい人びとって一いつ緒しよに過ごすことが大事なんだからさ』

　その云い草に、ぶちっと頭の中の何かが切れた。

「男同士はセックスできなきゃ意味ないって云ったのはお前だろ！」

「───渉？」

　声を荒らげた瞬しゆん間かん、背後でよく知っている声がして、ざあっと一気に血の気が引いていった。振り返らなくても、それが誰だれなのかはわかってしまう。

「……た、崇兄……」　>>>♥

　一番知られたくなかったことを、崇文に聞かれてしまった。反射的に通話を切ったけれど、遅おそきに失していることは自分でもよくわかっていた。

「何でここに……」

「車に鍵かぎを落としていっただろう？」

「あ……ありがとう……」

　差し出された鍵は、崇文からもらった合い鍵だ。これがなければ、マンションのオートロックすら開けられない。渉に届けるために、わざわざ戻ってきてくれたのだろう。

　しかし、さっきの発言を聞かれてしまった以上、これだけでは終わるはずがない。案の定、強張った声で追つい及きゆうされた。

「───渉、いまのはどういうことだ？」

「い、いまのって？」

「惚とぼけるな。自分でもわかってるんだろう？」

「…………」

　階段の上に立ちはだかられて、威い圧あつ感かんを覚える。いまの崇文は、渉の知っている『優しい兄』ではなかった。できることなら、全力で逃にげ出したい。けれど、逃げたところで何も解決しないことはよくわかっている。

　こんな最悪の事態になってしまったのは、店の裏で三嶋に電話をしてしまった渉のミスだ。後悔したってもう遅い。

　冗じよう談だんだったとは云い出せそうにない雰ふん囲い気きに、手の平が汗あせばんでくる。

（───云うしかないか）

　揺ゆれ動く気持ちに折り合いをつけて、腹を括くくる。崇文に対して、その場凌しのぎの噓でごまかせるとは思えない。

「……あの、さ」

　覚悟を決めて、振り絞しぼるように出した声が震える。緊張に乾かわく唇くちびるを何度も舐なめて濡ぬらし、深呼吸を繰くり返した。重苦しい沈ちん黙もくに押し潰されないよう、必死に背筋を伸のばす。

「実はさ、俺、男しか好きになれないみたいなんだ」

　できるだけ明るい口調になるよう努めながら、ずっと隠かくし通してきたことを口にしてしまった。上うわ擦ずった語ご尾びは、咄とつ嗟さに口を噤つぐむことで押し隠す。

　早口で告げた渉に対し、崇文はすぐには何も云わなかった。途と方ほうもない長さに感じられた沈黙のあと、念を押すように確認される。

「───それは、本当のことなのか？」

　渉がこんな冗談を口にするような人間でないことは、崇文はよく知っているはずだし、何より聞かれてしまったあの台詞せりふが云い訳のしようのないものだった。

　信じられないというより、信じたくないのかもしれない。否定する材料が、渉の口から出てくるのを期待しているのだろう。

「残念ながら本当なんだ。昔から女の子に興味持てなかったし、気になるのは男ばっかだったから……俺は、そうなんだなって」

　前を向こうと思っていたのに、耐え切れなくなって俯うつむいてしまった。わざわざ自分で過去のコンプレックスを口にするのは、思った以上にこたえることだった。

　崇文への恋こい心ごころは、知らずにできていた深い傷きず跡あとのようなものだ。かさぶたになっていることに気づき、自分で剝はがしてしまった。だから、いまはじくじくと膿うんでいる。

「ウチに来る前に別れた恋人っていうのは、男だったんだな」

「……うん」

　恋人と云えるほどの相手でもなかったけれど、居候を頼たのみ込むとき、崇文にはそう説明しておいた。それがいまになって面めん倒どうなことになるとは、あのときは思いもしなかった。

「そいつとは、いつからつき合ってたんだ」

「会社が倒とう産さんするちょっと前だよ。初めて告白されて、舞まい上がっちゃって。つき合ってたって云っても、一週間だけだったけど！　あ……でも、期間とか関係ないよね……」

「…………」

「や、やっぱり、気持ち悪い……？」

　頷うなずかれたらショックを受けることはわかっているくせに、不安になって自ら聞いてしまう自じ虐ぎやく的な自分に呆れてしまう。

「そんなことは云っていない。どうして別れたんだ？」

「え、どうしてって……上手うまくやっていけそうになかったから……。自分でもバカだと思うけど、つき合い始めてから、その人のこと好きじゃなかったって気づいて───」

　崇文を好きだと云うつもりはない。けれど、他ほかに好きな相手がいたとも思われたくなくて、余計なことまで口にしてしまう。

（てか、崇兄は何でこんなこと聞いてくるんだろう？）

　交際の時期や長さで何を判断するつもりなのか。もし、自分が逆の立場だったら、生々しい話など知りたくもないだろう。返ってきた短い呟つぶやきも、苦さを含ふくんだものだった。

「……そうか」

　ネオンのライトが逆光になっているせいで、崇文の表情がよくわからない。それが渉の不安を一層搔かき立てた。

　もっと説明すべきなのか、それとも、黙だまっておいたほうがいいのか、最善の策を必死に考えていたら、店の裏口が無造作に開いた。

「……ッ」

「オーナー、ちょっといいですか？」

　反射的に身構えた渉は手代木の声に、少しだけほっとした。彼なら自分たちの関係を知っている。この現場を見られても、ただの兄弟ゲンカだと思われるだろう。

（……兄弟ゲンカならよかったのに）

　それなら、お互たがいに云いいたいことを云い合ったあと、どちらかから謝れば、また元通りに戻もどることができる。けれど、もう元の関係には戻れない。

　手代木の呼びかけに、崇文は不ふ機き嫌げんに返した。

「何だ、いま立て込んでる。あとにしろ」

「紗さ江え子こさんからお電話なんですが……」

　手代木を追い返そうとしていた崇文だったが、告げられた女性の名前に一いつ瞬しゆん黙だまり込んだ。その後、くるりと渉に背中を向ける。

「───わかった、いま行く」

「え？」

　まさか、あれで話が終わるとは思ってもいなかったので、拍ひよう子し抜ぬけした。

（誰なんだろう…？）

　追及の手が止やんだことに安あん堵どしつつも、崇文が女性の名前に反応したことが気になった。

　崇文にだって、恋こい人びとの一人や二人いるはずだ。しかし、渉に紹しよう介かいしたことは一度もないどころか、その存在の気配を匂におわせることもしたことがない。

「渉」

「は、はい！」

「あとで話がある。帰ったら、起きて待ってろ」

　崇文はそう云って、店の裏口から中に入っていく。体を竦すくめてしまうほど派手な音を立てて、裏口の鉄の扉とびらが閉まった。一人取り残された渉の体に、夜風が染しみる。

「あーあ、云っちゃった……」

　その場に蹲うずくまり、してしまったばかりの告白を後こう悔かいした。

　隠しごとをしたままでも気持ちは離はなれてってしまっただろうけれど、真実を知られて距きよ離りを置かれるであろうことも悲しかった。

　崇文がぎこちない態度だったのは、渉の性せい癖へきが理解できなかったからに違ちがいない。

　セクシャリティに偏へん見けんがあるような人ではないだろうし、この界かい隈わいには同性愛者だって少なくはないだろう。けれど、家族のことになるとすんなりと納なつ得とくはできないに違いない。

　渉だって、元彼に性癖を云い当てられ、交際を申し込まれるまで、自分は人とは異質な存在ではないかとずいぶんと悩なやんだものだ。

　実際に同じような性癖の人と出逢い、自分だけではなかったとわかったことに関してだけは、三嶋に感謝している。彼のお陰かげで、背負っていた重荷が少しだけ軽くなった。

「予想はしてたけど、やっぱ辛つらいなあ……」

　渉に背を向け、階段を登っていった崇文の姿を思い返す。

　もうこれでいままでのように崇文と接することはできなくなるかもしれないと思ったら、辛かった。渉は自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべ、涙なみだが滲にじみそうになった目元を手の甲こうで押さえた。










（今日は散々だったな……）

　注意力が散さん漫まんになっていたのか、皿を何枚も割ってしまい、さすがに手代木から注意が入った。一人で居残って掃そう除じをしているのはそのためだ。

　もちろん、ミスは開店前の一件が原因だろう。本当はあってはならないことだけれど、渉は動どう揺ようを引き摺ずってしまった。

　怒ど声せいで叱しかられるよりも、温おん厚こうな手代木に静かに云い聞かせられると、自分の失態が身に染みた。いっそ、キツく責められたほうが、よほど気が楽になれただろう。

（崇兄に報告行くんだろうなあ……）

　開店前に店内に戻ったときには、崇文はもういなくなっていた。

　どんな顔で向き合えばいいかわからなかったので、少しだけほっとしたけれど、それと同時に、自分の顔を見たくもないのかと思って落ち込んだ。

　果たして、このまま崇文の傍そばにいていいものだろうか。

　ボーイの仕事だけならお互いに避さけようはあるけれど、一いつ緒しよに暮らし続けるのは難しい。正社員の職よりも先に、部屋を探すほうが先決かもしれない。

「紺野、ちょっといいか？」

「はい、なんでしょう？」

　考えごとをしながらせっせと床ゆかを磨みがいていた渉に、カクテル作りの練習をしていたバーテンダーの本郷が声をかけてきた。本郷は切れ長の一ひと重えの目と薄うすい唇くちびるのせいで近寄りがたい雰ふん囲い気きがあるけれど、実際は面めん倒どう見みのいい話しやすい人だった。

「来月店で出すオリジナルカクテルの試作なんだけど、味見してくれないか？」

「俺、酒弱いし、あんまり詳くわしくないんで役に立たないと思うんですけど」

「いいんだよ。女性向けのアルコール度数の低いやつだからデザートみたいなもんだし。甘いの苦手じゃないよな？」

「甘いものは好きです。俺でいいなら遠えん慮りよなく」

　差し出されたグラスを受け取り、そっと口をつける。これまで、カクテルなんてほとんど飲んだことがなかったからドキドキする。

「美味おいしい！」

　ピンク色のカクテルの予想以上の美味しさに、思わず声を上げた。生の苺いちごを使っているのか、瑞みず々みずしい香かおりが鼻に抜ぬけ、爽さわやかな酸さん味みとほどよい甘さが舌に広がる。

「じゃあ、次こっち」

　続けて出されたのは、薄い水色のカクテルだった。すっきりとした透とう明めい感かんのある味で、最後にミントの香りが残る。グラスの口の半分につけられた砂糖の飾かざりが綺き麗れいだった。

「わ、これも美味しいですね」

「どっちが好きだ？」

「俺は苺味のほうが好きです。でも、食後に飲むなら水色のやつのほうがいいですよね。後味が爽やかで」

「わかった。苺だな」

「あ、でも、俺の好みなんで判断材料にはならないと思うんですけど」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、参考にするだけだから。けど、紺野って意外と舌肥えてそうだな。うちのボーイ連中なんて、酒はみんな一緒だって云うぞ」

「そ、そうですか？」

　崇文や義父が様々なところに連れ歩いてくれたお陰かもしれない。美味しいものをたくさん食べさせてもらったし、母親も料理は得意なほうだ。

（崇兄のご飯も美味しいもんな）

　食の面ではかなり恵めぐまれた環かん境きようだったと思う。これまでのことを思い返していると、本郷に何気なく問いかけられた。

「そういや、紺野は何でウチの店に来たわけ？」

「何でって、勤めてたところが倒とう産さんしちゃって、当面の生活費を稼かせぐためにバイトしようと思って……」

「そうじゃなくて、どうしてここを選んだかってこと。カタギの仕事してたんだろ？　普ふ通つう、わざわざキャバのボーイなんか選ばないだろ」

「あー、ええと、実は兄弟の知り合いが手代木さんで、それで紹介されたんです。正社員の口を探すのに昼に就活してるんで、夜の仕事のほうが都合よかったので」

　初めに考えておいた云い訳を口にする。崇文や手代木とも、口裏を合わせてあるし、兄弟の知り合いというのは噓うそではない。

「なるほどね、就活してるんだ。まあ、普通の仕事に就つけるならそのほうがいいよな」

「本郷さんは、最初からバーテンダーとして〈アンブロシア〉に来たんですか？」

「うん。小さい店にいたのをオーナーに引き抜かれた。待たい遇ぐうがいいのもあるけど、好きに練習させてもらえるのがありがたいよ。怒おこると怖こわい人だけど、責任感のないことをしなけりゃいいわけだし」

「そんなに怖い人なんですか？」

　渉が抱いだいてきた崇文のイメージと全然違う。けれど、それは一面でしかなかったのだろう。〈アンブロシア〉でバイトし始めてから知った崇文の顔はいくつもある。

「お前なあ、この間怒られてたくせに何云いってんだよ。死ぬほど怖かっただろ？」

「で、でも、あれは俺が悪かったわけだし……」

　あの日のことを思い出し、ぎくりとする。オーナールームで何があったのか、自分たちしか知らないはずだけれど、後ろめたさに心臓が不整脈を刻む。

「そりゃ、悪いことしてないやつは叱らないだろ。基本、理性的な人だし、理り不ふ尽じんなことで怒ることはないよ。けど、一度機き嫌げんを損そこねると最悪だな。根は血の気が多い人なんだと思うよ」

「そう…なんですか……」

　以前の渉なら、まさかそんなと笑い飛ばしていただろう。けれど、ここ最近でその片へん鱗りんを覗のぞいてしまった気がする。

　ふと、微かすかな音が聞こえてくるのに気がついた。繰くり返すメロディからして携けい帯たい電でん話わの着信音のようだが、渉のものはいま電源を落としてある。

「電話鳴ってませんか？」

「ん？　ああ、俺だ。───はい、もしもし？　何だよ、こんな時間に……え？」

　電話に出た本郷の顔色が、一いつ瞬しゆんで変わった。話を聞くのは悪いと思ったけれど、ただならぬ様子に渉まで緊きん張ちようしてしまう。

「……わかった。悪いけど、俺が行くまで任せていいか？　すまん、いつも面めん倒どうかけて」

　どうやら、家族に急病人が出たらしい。本郷がメモに書き留めていたのは、深夜もやっている救急病院の場所だった。

　電話を切り、忙せわしなくカウンター内を片づけ始めた本郷に、渉は思いきって切り出した。

「あの、本郷さん。何かわかんないけど、すぐ行って下さい。片づけと施せ錠じようは俺がしておきますから」

「しかし……」

「お酒の正しい位置はわからないんで、あとで直してもらえますか？　鍵かぎのほうは表は締しめてあるし、あとは裏口だけですよね？　明日、俺が一番に来ればいいだけですから」

　安心してもらおうと、言葉を重ねる。あまり頼たよりにならないことは自覚しているけれど、そのくらいのことはできるはずだ。

　大丈夫と云う渉に、本郷は迷いを見せたあと、持っていた鍵を渡わたしてきた。

「悪い、本当なら新人のお前に任せるべきじゃないんだが……」

「気にしないで下さい。俺にだって、鍵くらい締められますよ。それにこういうときは、お互たがい様じゃないですか。ご家族の具合が悪いんでしょう？　早く行ってあげて下さい。俺は残りの掃そう除じをしちゃいますから」

　万が一、強ごう盗とうに押し込まれても防犯カメラがついているし、売り上げ金はすでに手代木が夜間金庫に預けに行ったから金銭的な被ひ害がいに遭あうことはない。

　宝石並に高い酒も置いてあるけれど、それらは鍵のかかる保管場所にしまってある。

「あっ、そうだ、これ使って下さい。お酒飲んでるから、車じゃないんですよね？」

　手代木に渡しそびれたタクシーチケットがポケットに入ったままだったことを思い出した。これを使えば、僅わずかな時間短縮にしかならないだろうけれど、会計の手間くらいは省ける。

　よれてしまったそれを差し出すと、本郷は訝いぶかしげな顔をした。

「タクシーチケット？　どうしてこんなもの持ってるんだ？」

「事情はあとで説明しますから。それと、俺が使ったことにしてもらえますか？」

「何だかわかんないけど、お前にも何か面倒なことがあるんだな。すまない、恩に着る。タクシー代はあとで精算するから。じゃあ、あとは頼たのむな」

「気をつけて行って下さいね！」

　本郷はバーテンダーの制服を着き替がえる間も惜おしいのか、そのままコートを羽織り、店を飛び出していった。冷静な顔を装っていたけれど、内心では心配で堪らなかったのだろう。

　渉だって家族が病院に運ばれたと聞いたら、落ち着いてはいられないだろうから気持ちは理解できる。

　会ったこともない本郷の家族の身を案じながら、気を取り直して片づけを始めた。酒の瓶びんを覚えている限りの場所に戻もどし、ステアに使われていたグラスやスプーンを流しで洗う。

　勝手に引き出しなどにしまうと、あとで本郷が困ると思い、清潔な布ふ巾きんの上に並べておいた。

「さて、あとはフロアを片づけるか」

　あと少し床ゆかを磨みがけば掃除は終わりだ。ラストスパートとばかりに、モップを動かす手に力を込めた。

（崇兄はもう帰ったかな……）

　話があるから寝ねずに待っていろと云っていた。いつも帰宅が遅おそい人だけれど、さすがにもう帰っているだろう。

　こうしてムキになって掃除をしているのは、崇文と『話』をするのが怖いせいなのかもしれない。帰れない云い訳を作り、逃にげているのだろう。

　そんな自分の情けなさにため息すら出てこない。

「……ん？」

　そのとき、裏口のほうから聞こえてきた物音に、渉は顔を上げた。

（まさか、崇兄が迎むかえに来たんじゃないよな…？）

　不安と微かな期待の入り交じった気持ちで身構えていた渉の耳に届いたのは、ヒールの足音だった。想像とは違ちがう人物だとわかり、がっかりと肩かたを落とす。

　会いたいけれど、会いたくない。そんな複雑な気持ちを嚙かみしめていると、さっき帰ったはずのキャバ嬢じようの一人が明かりを落としたフロアに顔を覗かせた。

「あれー？　新人くん、まだ残ってたんだ。今日の鍵当番って本郷さんじゃなかったっけ？」

「下ですれ違いませんでしたか？　急用ができたらしくて代わりました」

「本郷さんが急用って、よほどのことでもあったのかな」

「さあ、詳くわしくは聞いてないので。愛あい華かさんはどうしたんですか？」

　本郷のプライベートを口にはできなかったので、曖あい昧まいに言葉を濁にごし、逆に問い返した。

「あたしは更こう衣い室に携けい帯たい忘れちゃって。明日でもよかったんだけど、お客から連れん絡らく来てたら困るし、友達にメールもできないし。……ねえ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「え？　何がですか？」

「何って、君がよ。ずいぶん顔色悪いけど、体調悪いんじゃないの？　早く帰ったら？」

「平気です。今日は失敗が多かったから、反省してました」

　人に指し摘てきされるほど酷ひどい顔をしていたのかと自分でも驚おどろいた。

「最初のうちはそんなものよ。誰だれだって調子の悪い日はあるんだから、あんまりくよくよしないほうがいいよ？」

「そうですね、ありがとうございます」

「あたしでよかったら相談に乗るから、困ったことがあったら云ってね」

「ありがとうございます」

　礼を云って流そうとして、まさに誰かに相談したいことがあったことを思い出した。

「あっ、あの！　早さつ速そくで申し訳ないんですけど、このへんに安く部屋貸してくれるとこ知らないですか？」

「部屋？　引っ越こすの？」

　渉の問いかけに、愛華はマスカラとつけ睫まつ毛げに縁ふち取どられた大きな目をぱちぱちとさせる。

「住んでたとこが留守のときに貰もらい火で火事になっちゃって……って云っても、全ぜん焼しようしたわけじゃないんですけど。そんなわけで、いまは居い候そうろうの身なんです」

「火事？　大変じゃない！　荷物とか焼けちゃったってことでしょ!?」

「ほとんど使い物にならなくなっちゃったんで、貴重品だけ持ち出してきました。寝てるときとかじゃなくてよかったですよ。修復されるまでの仮住まいですむかと思ったら、古いマンションだったから、この機会に建て直すって追い出されちゃって」

　暗い雰ふん囲い気きにしたくなくて、笑いながら事情を説明する。色々とツイてなかったけれど、頼れる相手がいないわけではない。

　落ち込みはしたし、大家や不動産会社の対応は腹立たしかったけれど、滅め入いった気分を引き摺ずるほどのことではない。

「災難だったね。それで安い部屋かあ……あっ、じゃあ、あたしのとこ来る？」

「へ？」

　唐とう突とつな提案に、間ま抜ぬけな声を出してしまう。

「いま彼氏いないし、同居してた子は地元帰っちゃったから一部屋空いてるよ」

「いや、さすがに女の子の部屋に行くわけには…っ」

　自分の性せい癖へきを考えたら間ま違ちがいは起こることは絶対にないけれど、気安く女性の部屋に泊とめてもらうわけにはいかない。とんでもないと慌あわてて断ると、からからと笑われた。

「照れちゃって可愛かわいいー。でも、新人くんなら来てくれて全然いいよ。狼おおかみにはなりそうにないし……って、あたしが襲おそっちゃうかも」

「女の子がそういうことを気安く云いったらダメだよ！」

　胸を腕うでで寄せ、上うわ目め遣づかいに云ってくる。渉には意味のない行こう為いであり、決してそそられはしないけれど、いたたまれなさは拭ぬぐえない。

　叱しかりつけると、愛華は目を丸くし、その後、ぷっと吹ふき出し、肩を震ふるわせて笑い出した。

「本当に真ま面じ目めなんだから。男ってみんな下心だらけだと思ってたけど、君みたいな子もいるんだね～」

「わ、笑わないで下さいよ」

　渉が恋れん愛あい対象として女性に興味が持てない人間だとは思いもしないのだろう。返答に窮きゆうしてしまう。笑いを収めた愛華は、胸に抱かかえていた小さなブランドバッグから小さなカードのようなものを取り出した。

「はい、これ。プライベートの番号だから、本当に困ったら電話して」

　携帯番号の書かれたカードを渡わたされる。さっきとは違い、からかうような口調ではなかった。

「あ…ありがとうございます……」

　固辞するのも失礼に当たると思い、素す直なおに受け取る。この番号にかけることはないだろうが、彼女の心こころ遣づかいは純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

「じゃあ、あたし帰るね。また明日！」

「はい、気をつけて帰って下さいね」

　手を振ふって帰っていく愛華に手を振り返して見送る。

「俺もさっさと片づけて帰らないと」

　あまり帰りが遅くなると、崇文が心配する。いつまでも、仕事に逃とう避ひしているわけにはいかない。さっさと残った作業を片づけてしまわなければ。

　そう思って、モップを手に取ったそのとき、再び誰かが裏から入ってきた気配がした。

「愛華さん、また忘れ物ですか？」

　きっと、愛華が戻ってきたのだろうと振り返ると、そこにはクビにされたはずの田倉がいた。赤ら顔をしており、見るからに酔よっ払ぱらっている。

「た、田倉さん……？」

「こんな時間までお掃そう除じか。ご苦労なこった」

　田倉は渉が手にしていたモップを蹴けり倒たおす。柄えが水の入ったバケツに当たり、水が跳はねて綺き麗れいにしたばかりの床が濡ぬれた。

「ちょっ…何するんですか！」

「うるせえなあ、このくらいのことでガタガタ云うなよ。俺なんて、お前のせいで仕事がなくなったんだぞ！」

「……っ」

　田倉がこの店をクビになったのは自じ業ごう自じ得とくだけれど、面と向かって云うのは憚はばかられる。押し黙だまる渉に対し、田倉は一方的に愚ぐ痴ちを垂れ流した。

「……ったくよお、ふざけてるよな！　ここをクビにされたって話回ってて、このへんじゃどこも雇やとってくんねぇんだよ。ホストはもうできねーしさ。どうやって借金返せっつーんだよ」

「何でできないんですか…？」

　ぼやかれたその内容に、渉は引っかかりを覚えた。

　田倉の容姿なら、キャバクラのボーイよりもホストのほうが相応ふさわしいように思える。身なりを整え、笑えみを浮うかべれば、稼かせぎ頭になりそうだ。『もうできない』ということは、以前はしていたということだろうか。

「別に大したことじゃねーけど、刃にん傷じよう沙ざ汰た起こしたんだよ。前はホストやってたんだけどさ、女が俺を奪うばい合っちゃって大変だったんだぜ」

　誇ほこれることではないだろうに、何故なぜかその顔は自じ慢まんげだ。きっと、田倉にとっては武勇伝の一つなのだろう。

（でも、どうして〈アンブロシア〉に来たんだろう？）

　崇文が問題を起こした元ホストを積極的に雇おうとするとは思えない。そのとき、ふと崇文が手代木に告つげた言葉を思い出す。

　確かあのとき、誰かから頼たのまれて、田倉の面めん倒どうを見ているといった内容を口にしていた。ホストをしていたときに起こした問題のせいで、ホストクラブは出入り禁止になってしまったのかもしれない。

　借金を返させるためには居場所も把は握あくしておく必要があるだろう。そのため、崇文がボーイとして預かることになったのではないだろうか。

「あの、違う仕事じゃダメなんですか？　ファミレスとかならバイトも募ぼ集しゆうしてると思うんですけど」

　田倉の話を聞くに、正社員として会社勤めをするつもりはなさそうだし、向いているとも思えない。しかし、ボーイができるのなら、普ふ通つうの飲食店でウェイターができるはずだ。

　ファミリーレストランやファストフードでは常にアルバイトを募集している。わざわざ〈アンブロシア〉のボーイにこだわる必要はないのではないだろうか。そう思って提案すると、バカにした態度で却きやつ下かされた。

「ばーか、あんな安い時給で働いてられっかよ。ここだって、割が悪いのを我が慢まんしてやってたっつーのに」

「えっ!?」

　この店の時給は決して悪くはない。渉の金銭感覚からしたら、高額すぎるほどだ。

　しかし、ホストで荒あら稼かせぎをしていた田倉には、時給で地道に稼いでいくのは耐たえられないことなのかもしれない。

「なあ、お前さ、オーナーのお気に入りっぽいじゃん。俺をもっかい雇うよう云ってくれよ」

「そ、そんなことないですよ。俺にそんな権限ありませんから、自分で云ったほうがいいと思います」

　渉が崇文の義弟おとうとであることは、田倉は知らないはずだが、他人とは違ちがう雰囲気を感じ取ったのかもしれない。

「話聞いてくれるわけねーだろ！　お前だって見ただろ、あの態度。だいたい、こんなことになったのはお前が客のセクハラごときで騒さわぎ立てたりするからだろうが！」

「……っ」

　恫どう喝かつされ、びくりとなる。この手のタイプとはいままで接点を持つことがなかったから、どう対応していいかわからない。

「あのくらいてきとうに云いくるめて逃にげてこいよ。役に立たねえなあ」

「────」

　反論したくても、田倉の云っていることも尤もつともなため、何も云い返せなかった。悔くやしさに唇くちびるを嚙かみしめる。

（たしかに俺、役立たずだよな……）

　決して要領もいいほうではないため、仕事の覚えはよくないし、今日は私的な感情を引き摺ずり、たくさん店に迷めい惑わくをかけてしまった。落ち込んでいる渉を、田倉はさらに追い詰つめる。

「お前、男が好きなんだろ」

「!?」

　唐突な指し摘てきに絶句してると、男はしたり顔で続けた。

「そんな驚おどろいた顔すんなよ、見りゃわかるって。何となく匂においがすんだよな。俺、どっちもイケるし。あの客もそうだったんじゃね？　物欲しそうにしてるから、手ぇ出されんだよ。お前も満まん更ざらでもなかったんじゃねーの？」

「なっ、誰だれがそんな───」

「ムキになるところが怪あやしいよな。図星だったんだろ？」

「違います！」

　挑ちよう発はつに乗れば、田倉の思う壺つぼだ。そうわかっていても、涼すずしい顔で聞き流せるほど世慣れてはいなかった。

「赤くなってんぞ。照れなくていいって」

「～～～～っ」

　これは怒おこっているからだと反論したかったけれど、何を云いったところで田倉は都合よく受け取るだけだ。言葉を重ねれば重ねるほど、揚あげ足を取るきっかけを与あたえてしまう。

（相手のペースに巻き込まれてどうする）

　渉は怒ど鳴なりたい気持ちを押し殺して、歯を食くい縛しばった。そんな様子を田倉は嘲あざ笑わらう。

「もう一つ、当ててやろうか？」

「けっこうです」

「そう云うなって。お前だって、本当は自分の何を見み抜ぬかれてるのか知りたいんだろう？」

「そんな、こと……」

　ないとは云いきれない自分がつくづく嫌いやになる。田倉の言葉など、無視すればいいだけだ。相手にすればするほどつけ上がらせてしまう。

　渉の動どう揺ようすら見抜いているのか、田倉は余よ裕ゆうの笑みを浮かべたままだ。

「ホストやってたから、秋波出してるやつってすぐわかるんだよな。お前さあ、オーナーのこと好きなんだろ」

「!?」

「ほらな！　オーナーのこと、物欲ほしげな目で見てたもんな。その顔、オーナーに見せてやりたいよ」

「ち、違います」

　毅き然ぜんとした態度を取ろうとしたけれど、声が上うわ擦ずってしまった。

「ははっ、いまの自分の顔、鏡で見てみろよ。説得力ねえっつーの。けど、残念だったな。あの人、女いるぜ」

「え……？」

「年上の金持ってそうな美人。何つったっけ？　ああ、そうそう、紗江子とか云う女」

　田倉の言葉に、手代木が崇文を呼びにきたときに口にした名前を思い出した。

　───紗江子さんからお電話です。

　自分の恋こいが叶かなわないことは、重々承知している。けれど、崇文に恋こい人びとがいるという事実は、渉にショックを与えた。反論もできずに黙っていると、田倉はニヤニヤと笑いながら畳たたみかけるように云ってくる。

「残念だったなあ、せっかくお気に入りになれたのに。まあ、お前ちまっこいし、あの人にとってはペットみたいなもんだったんじゃね？」

「…………」

　田倉の揶や揄ゆは渉の耳を上うわ滑すべりしていく。

「───だとしても、オーナーには知られたくないだろ？　キモがるよな、普通。バイトの男がホモで、しかもそいつが自分のこと好きだって知ったら」

「なっ……」

「つーわけでさ。お前のことは黙だまっててやるから、話つけてこいよ」

　田倉の目的は、これだったのだ。自分では崇文を説得できないとわかっているため、渉を利用しようとしたのだろう。

「そんなの無理ですよ。俺、バイトに入ったばかりだし」

　オーナーである崇文の身内だと知られたら、余計に食いつかれるに決まっている。どうにかして諦あきらめさせようとした。

「じゃあ、金だけでもいいや。お前が来たせいで俺が仕事なくなったんだから、お前がもらうぶん俺によこせよ」

「は？　云ってる意味がわからないんですけど……」

「わかりませんじゃねえよ、黙って金よこせばいいんだよ！」

「うわ……っ」

　胸むなぐらを摑つかまれ、磨みがいたばかりの床ゆかに投げ出された。肩かたを強したたかにぶつけ、痛みに顔を顰しかめる。

「何するんですか!?」

「お前は黙って云うこと聞けばいいんだよ！　入ってきたときから、その目つきが気に食わなかったんだよな」

「い……っ」

　起き上がろうとした途と端たん、肩を蹴けられ、再び床に倒たおされた。見上げた田倉の目は、完全に理性を失っているようだった。その常じよう軌きを逸いつした表情にも、本能的な恐きよう怖ふを感じる。

（逃げなきゃ……）

　まともに話が通じる相手ではない。このまま一対一でいたら、何をしてくるかわからない怖こわさがあった。

　すぐ背後に正面の入り口が見えているけれど、しっかり施せ錠じようしてあり、鍵かぎを開けている間に追いつかれてしまう。裏口から逃げ出すか、スタッフルームに籠ろう城じようするしかなさそうだ。

　しかし、そちらに行くには、田倉の横をすり抜ぬけるしかない。

「そうだ、いいこと考えた」

「田倉さん……？」

「お前が素す直なおに云うことを聞く方法があった。むさ苦しい男なら勘かん弁べんだけど、お前くらいなら何とかなるわ」

「なっ───」

　起き上がろうとしていた渉に跨またがり、襟えり元もとを摑むと、乱暴に引き千切られた。ぶちぶちと音がして、ボタンが飛んでいく。

「何考えてんだよ!?」

「痛い思いしたくなかったら黙ってろよ。ちょっと恥はずかしいところを写真に撮とるだけだからさ。垢あか抜ぬけてないけど、よく見りゃ可愛かわいい顔してるし、お前みたいな素人しろうとが好きなおっさんにウケそうだよな。それとも、オーナーに見せて欲しい？」

　田倉はニヤニヤ笑いながら、抵てい抗こうする渉の服を脱ぬがそうとしてくる。

「……っ!?　やめ、触さわるな……ッ」

「お前、何か妙みようにそそるよな。ちょっと、セクハラした客の気持ちわかるかも」

　喉のどを押さえつけられ、息が苦しくなる。田倉の手に爪つめを立てて必死に抵抗するけれど、呼吸もままならない状じよう況きようでは力も込められない。

　抜かれたベルトが放ほうり投なげられ、ファスナーが下ろされる音が聞こえる。田倉を蹴り上げたくても、両足を膝ひざで押さえつけられているせいで、蹴り上げることもできなかった。

「この格好なら、制服モノで売れるかもな。キャバの客に陵りよう辱じよくされる黒服……って、そのまんまか」

「ふざけんな…っ、あっ…!?」

　田倉は睨にらみつけることしかできない渉の制服のウエストに手をかけ、勢いよく引き下ろしてきた。下着姿にされ、羞しゆう恥ちと屈くつ辱じよくで頭に血が上る。

「どうする？　あと一枚しかないぜ？」

「やめっ、放はなせ、放せよ……！」

　耳みみ障ざわりな下げ卑びた笑いが不快で仕方がない。こんな最低の人間には、絶対に好きにさせたくはない。

「放して欲しけりゃ、もっと本気で暴れてみろよ。できるもんならな」

「う、く……っ」

　田倉は、どうやれば相手を押さえ込めるか経験で知っているようだった。きっと、暴力を振ふるうのはこれが初めてではないのだろう。

　だからと云って、されるがままになるつもりはない。僅わずかに隙すきができたそのとき、唾つばを吐はきかけ、肺に残った空気を目一いつ杯ぱいに使って大声を出した。

「……っ、汚きたない手で触るなって云ってんだよ！」

「うるさいっ、静かにしてろ！」

　田倉は喉を絞しめていた手で、渉の口を塞ふさごうとしてくる。その一いつ瞬しゆんの隙をつき、渉は目の前の手を爪で引っ搔かいた。

「いっ…てー！　何すんだ!?」

「仕返しに決まってるだろ！　うわっ」

　拘こう束そくが緩ゆるんだ瞬しゆん間かん、自由になった足で蹴り上げようとしたけれど、田倉の腹にヒットする前に足首を摑まれてしまう。

「俺を甘く見るなよ…？　可愛がってやってもいいかと思ったけどやめた。死にたくなるような目に遭あわせてやるよ」

「痛…っ、放…せ……っ、放せよ！」

「大人しくしろっつってんだろ！」

　田倉が声を荒あららげた瞬間、どこかから物音が聞こえてきた。どうやら、裏口から誰だれかが入ってきたようだ。鍵がかかってなかった幸運に感謝した。

　しかし、次いで聞こえてきた声に、渉は体を強こわ張ばらせた。

「まだ残ってるのか、本郷？」

「……ッ」

　声の主は崇文だった。助けを求めそうになった自分を、なけなしのプライドが押し止める。

　崇文にこんなみっともない姿は見られたくない。そんな気持ちが、名前を呼ぼうとした渉の声を詰つまらせる。

（どうしよう）

　田倉も、突とつ然ぜんのことに動けずにいるようだった。渉を組み敷しいたままの格好で固まっている。

「何をして───」

　床に組み敷かれている渉と目が合った瞬間、崇文は顔色を変えた。

「あ、いや、これはこいつが急に誘さそってきて……」

　大おお股またで歩み寄ってきたかと思うと、しどろもどろに云いい訳を口にする田倉を力いっぱい蹴り飛ばした。

「が……っ」

　蹴りの入った腹を抱かかえて呻うめく田倉の背中を、崇文は思い切り踏ふみつける。

「何のつもりだ？　二度と顔を見せるなと云っただろう」

「すいませ……でも……」

「云うに事欠いて、誘われただと？　云い訳するなら、もっとマシなこと云えないのか？」

　崇文の冷えきった声に、渉まで血の気が引く。崇文にこんな一面もあるなんて、考えたこともなかった。

「ぐあ……っ」

　もう一発蹴りを入れられ、田倉は床を転がった。

「た、崇兄！　それ以上やったら死んじゃうよ…っ」

　はたと我に返り、慌あわてて止めるが、崇文の怒いかりは治まらない。けれど、このままでは過か剰じよう防衛になってしまう。自分のせいで崇文が犯罪を犯おかすことになることだけは避さけたかった。

　必死にそれを訴うつたえると、崇文は小さく舌打ちをして、体から力を抜いた。崇文の攻こう撃げきから逃のがれることができた田倉は体を丸め、噎むせている。

「俺の気が変わらないうちに早く失うせろ！　次にその顔見せたら、どうなるかわかってんだろうな」

「くそ……っ」

　見み逃のがしてもらえたとわかると、田倉は床ゆかを這はうようにして逃にげ出した。ガシャン、と派手な音が聞こえ、裏口から出ていったのがわかる。

　ようやく、渉は体の強張りを緩めることができた。

「鍵をかけてくる」

　崇文は施錠をするために裏口へと行ってしまい、渉はフロアに一人になった。

　渉は冷たい床からよろよろと立ち上がり、何とかソファに腰こしかける。崇文が戻もどってくる前にと、急いで乱れた服を直したが、ボタンを引き千切られたせいで、胸むな元もとはどうにもならない。

　何とか襟えりをかき合わせ、露ろ出しゆつしていた肌はだを隠かくす。襲おそわれていたときは怒りばかり感じていたけれど、いまになって恐怖が込み上げてくる。

「────」

　もし、崇文が来てくれなかったら、どんな目に遭わされていたかわからない。渉はぶるりと震ふるえた自分の体を手で擦こすった。

（……俺が何したって云うんだよ……）

　どうして、こんなにも次々にトラブルに見み舞まわれるのだろう。世間知らずで隙も多いのかもしれないが、こうも立て続けだと不運としか云いようがない。

　泣きたい気持ちで自らの不幸を反はん芻すうしていたら、崇文が戻ってきた。

「───渉」

「……っ」

　感情の見えない呼びかけに、ぎくりと心臓が冷えた。崇文はソファに座る渉の隣となりに腰を下ろし、大きく息を吐く。

「何があったんだ。仕事が終わったら、すぐに帰れって云ってあっただろう。それにどうして店にお前しかいないんだ」

「それは……」

　何でもないでは、すまないだろう。

　しかし、いったい何からどう話せばいいのか。崇文はじっと渉の顔を見つめてくる。全すべてを話すまで解放してはもらえなさそうだった。

　渉は混乱した頭の中をどうにか整理して、できるだけ順序立てて、閉店後の成り行きをぽつぽつと語り始めた。

「今日は、失敗ばっかりしちゃって、手代木さんに叱しかられて、居残りで掃そう除じしていくことになって───」

　皿を大量に割ってしまい、その罰ばつで居残り掃除をすることになったこと、本郷の家族が病院に運ばれたという連れん絡らくが来たために、鍵かぎ当番を替かわったことなどを搔い摘つまんで話している間、崇文はずっと無言のままだった。

「片づけようとしてたとき、酔よっ払ぱらった田倉さんが裏から入ってきて……それで、自分のクビを取り消すよう、崇兄に口くち添ぞえしろって。俺のせいで仕事なくなったんだからって……」

「容易に想像がつくな。しかし、どうしてあんなことになってたんだ」

　田倉が何をしようとしていたのかは、見れば誰にだってわかることだ。渉から誘ったわけではないことも、崇文にはわかっているだろう。

「そんなの無理だって云ったら、俺にバイト代よこせって。嫌いやだって云ったんだけど、そうしたら……」

「暴力を振るわれたってわけか。あいつがまともじゃないことは見てわかっただろう？　どうして、その場で俺に連絡をよこさないんだ。俺じゃなくたって、警察に通報することだってできただろう」

　静かな口調だけれど、抑おさえきれない怒りが滲にじんでいる。隙を作って襲われかけた渉に対しても、苛いら立だちを覚えているのだろう。突つき刺ささるような眼まな差ざしが痛い。

　店に現れた田倉は、見るからに酔っ払っていた。やさぐれた態度でまともに話ができる状態ではなかったと思う。それでも助けを求められなかったのは、崇文に知られたくないことがあったからだ。

「そ、それは……脅おどされて……」

「何て云って脅されたんだ？」

　口籠ごもり目を逸そらすと、キツく肩かたを摑つかまれた。食い込んでくる指が痛くて、渉は顔を顰しかめる。

「何を云われたんだ？　俺には云えないようなことを云われたのか？」

　鋭するどく指し摘てきしてくる崇文に、黙だまり込むしかなかった。崇文を好きなことを見み抜ぬかれたなんて、云えるわけがない。

「渉！」

「……っ、ご、ごめんなさい……」

　鋭い声にびくりと肩を竦すくませると、崇文の口調は幾いく分ぶんトーンダウンした。

「謝って欲しいわけじゃない。何があったのか知りたいだけだ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、崇兄が心配するようなことはなかったから。ああいうこと初めてだったから、体が動かなくなっちゃって。情けないよね、俺だって男なのに。でも、本当に何でもないから」

　片かた想おもいをしている張本人に云えるわけがない。告白するにしても、こんな最悪なシチュエーションで伝えるのは嫌だった。

「あんな目に遭っておいて、何でもないなんてどうして云えるんだ!?」

「……ッ」

　崇文の怒ど声せいにびくりと体を竦ませる。

「お前は自分が何をされそうになったのかわかってるのか？」

「わ…わかってるよ……」

　いくら鈍にぶい渉でも、それくらいは理解している。けれど、崇文を相手にそういった話はしたくなかった。そのとき、タイミング悪く愛華からもらったカードを落としてしまった。

　家を出ようとしていることを相談したことが後ろめたくて、咄とつ嗟さにそれを拾い上げた。その後、見上げた崇文の顔は、険しさを通とおり越こし、冷ややかな無表情になっていた。

「それは何だ？」

「えっと、さっき愛華さんが忘れ物取りに戻ってきて、そのときにもらったんだ」

「どうして隠そうとした？」

「…………」

　何も云えずに黙って俯うつむき、ボタンの引き千切られた襟えり元もとを押さえる。その瞬しゆん間かん、ソファに押し倒たおされた。

「うわ……っ」

「どうして、お前は───」

「た、崇兄？───んむっ」

　視界が陰かげったことに気を取られ、一いつ瞬しゆん、何が起こったのかわからなかった。唇くちびるに重なった柔やわらかな感かん触しよくに、やっと現実を認識する。

（キスされてる…!?）

　理由はわからないけれど、たしかにいま、崇文は渉の唇を自分のそれで塞ふさいでいた。動どう揺ようしてしまい、どう反応したらいいのかわからない。

　突とつ然ぜんのことに頭の中が真っ白になっていたけれど、強ごう引いんに指で口を開けられ、舌を捻ねじ込まれた瞬間に我に返った。渾こん身しんの力で崇文の体を押し返す。

「……っや、崇兄、こんなの、やだよ……っ」

　羞しゆう恥ちと困こん惑わくでパニックを起こし涙なみだ目になりながら訴うつたえると、冷笑が返ってきた。

「嫌？　お前は男が好きなんだろう？」

「そっ……違ちが……っ」

　同性しか好きになれないとは云いったけれど、それは『男好き』という意味ではない。投げつけられた言葉にショックを受け、二の句を継つげない。

「他ほかの男に食われるくらいなら、俺が食ってやる」

「え？　ン……っ!?」　>>>♥

　言葉の意味がわからず目を瞠みはった瞬間、再び嚙かみつくように口づけられた。

　口こう腔こうを舐なめ回してくる舌の感触に、頭の中が煮にえたぎる。自分の舌をいま嬲なぶっているのが、崇文のそれだと思うと、それだけでどうにかなってしまいそうだった。

「んん、う、んー……っ」

　キスから逃のがれることも、その理由を問うこともできず、渉はただ自らの口腔を搔かき回す熱い感触に翻ほん弄ろうされた。

　やめさせなければと思うのに、崇文にのしかかられた体はびくともしない。それどころか、口の中で蠢うごめく熱く濡ぬれた感触に体の芯しんが蕩とろけていく。

（こんなの、ダメなのに───）

　好きな相手にキスをされて、嫌けん悪お感かんを覚える人なんているのだろうか。戸と惑まどいながらも、自らを追い詰つめるその動きばかり意識で追ってしまう。

　身み悶もだえる力すら抜ぬけ落ち、ただ喘あえぐことしかできなくなった頃ころ、ようやく唇が解放された。

「……っは、はあ、はあ……」

　酸素を求めて肩を上下させている渉に、崇文は意地の悪い問いを投げかけてくる。

「キスも慣れてないんだな。本当に男がいたのか？」

「だから、それは───痛…っ」

　シャツの下に潜もぐり込んできた手が、胸の尖とがりを摘み上げる。痛みに顔を顰めると、今度は押し潰つぶすように撫なでられる。その感触に、ぞくりと背筋がおののいた。

「ひぁ……っ、や、あ……っ」

　崇文は二つ同時に弄りながら、首筋を唇で探さぐってくる。皮ひ膚ふの薄うすい部分を吸い上げたかと思うと、耳みみ朶たぶに歯を立てる。初めて味わう感覚に、喉のどから零こぼれる声を堪こらえきれない。

　気がついた頃には、シャツは大きく捲まくり上げられていた。好きな相手に触ふれられて感じないわけがない。

　しつこく捏こね回されたせいで充じゆう血けつし、腫はれぼったくなっている胸の先が視界に入る。崇文はそこへ顔を寄せると、迷うことなく赤い粒つぶを口に含ふくんだ。

「や……っ!?」

　ぞくぞくと駆かけ抜けた甘い痺しびれは、疼うずき始めていた腰こしを直ちよく撃げきした。下腹部の疼きをごまかしたくて、腰を捩ねじらせる。すると、熱が集まり始めていた股こ間かんを膝ひざで押される。

「……ッ」

「もうこんなか」

　触さわってもいないのに、という言葉が羞恥を煽あおる。

　硬かたくなりかけたそこをぐいぐいと押されて息を吞のむ。下着の中で窮きゆう屈くつにしていたそれは、微かすかな刺し激げきにぐんと大きくなった。

「若いな。これじゃ苦しいだろ？」

　ベルトを緩ゆるめられたかと思うと、止める間もなく制服のスラックスを下着ごと引き下ろされた。張り詰めた欲よく望ぼうが剝むき出しにされ、崇文の長い指で弄られる。

「や、だめ、触ったら───あ、や……っ」

「本当に感じやすいんだな」

　崇文は口くちの端はしを引き上げて笑いながら、体を屈かがめて渉の昂ぶりに唇を寄せた。そして、先せん端たんに伸のばした舌先を触れさせる。

「崇兄…!?　そんなとこ汚きたないってば！　やだ、や、ぁあ……っ」

　強く吸い上げられた瞬間に走った甘い痺れに、全身の力が抜けてしまった。崇文が自分のそれを口に含んでいるという事実だけで、頭がどうにかなってしまいそうだった。

「彼氏にはされたことないんだな」

「そんなこと、するわけ……っぁあ！」

　崇文は括くびれた部分を唇で締しめつけ、根本の膨ふくらみをやわやわと揉もんでくる。

　生温かく濡れた感触だけでも刺激的なのに、まるで飴あめを舐め溶とかそうとするかのように舌を絡からめられ、羞恥と快感に頭の中が沸ふつ騰とうした。

「やめ、おねが……っ、あ、んん…っ、んー…ッ」

　渉の懇こん願がんは聞き入れられず、逆に強く吸い上げられる。崇文はびくびくと跳はねる渉の腰を押さえつけ、より深くまで吞み込んでいった。

　硬く張り詰めた自身の表面を這はい回る舌の感触に、腰が蕩けていく。やがて、まともな言葉すら紡つむげなくなり、ただ喘ぐことしかできなくなった。

「はっ…あ、あぁ…っ、あっ！」

　気が遠くなるような快感の中、不意に誰だれにも触れられたことのない場所を探られ、ぎくりと体が強こわ張ばった。何故なぜという思いで目を瞠る渉に、崇文が訊きいてくる。

「こっちはもう使ったのか？」

「何云って……ひぁっ、や、あ……！」

　崇文は先端から溢あふれてきた体液を指に掬すくい、後ろの窄つぼまりに塗ぬりつけてきた。崇文は固く閉とざした入り口を濡れた指で撫でながら、反り返った渉の屹きつ立りつに舌を這わせてくる。

「やだ、や、あ、あ……っ」

　云いようもない快感に強張りが緩んだその隙すきに、崇文は渉の中へ指を押し込んできた。体内に異物が入ってくる違い和わ感かんに戸惑い、視線を泳がせる。

「……キツいな。つき合ってた男のはちゃんと入ってたのか？」

「そんな、こと……っ、く、あ、あ……っ」

　自身をしゃぶられ、埋うめ込んだ指に中を搔き回される。そのうちに体内を弄る指を増やされ、深い抜き差しに変わった。　>>>♥

　柔らかな内ない壁へきを擦こすられる感覚に腰がわななき、喉から高い声が押し出される。

「あっ、あ、ぁ、あ───」

　中で挫くじかれた指に内壁を強く押された瞬間、頭の中が真っ白になった。自身を咥くわえられたまま、熱を爆ぜさせてしまった。

「はっ…あ……」

　射精の余よ韻いんに呆ぼう然ぜんとしている渉に見せつけるように、崇文は受け止めたもの全すべてを嚥えん下かし、残ざん滓しすら啜すすり上げる。濡れた唇を舌で拭ぬぐう様に、ぞくぞくと背筋が震ふるえた。

「ずいぶん濃こいな」

「……っ」

　真顔で告げられた感想に、かあっと顔が熱くなる。二の句を継げずにいると、黙だまって体を裏返された。

「や、何、噓うそ───」

　腰を引き上げられたかと思うと、さっきまで指で搔き回されていた場所に、熱いものが宛あてがわれる。まさかと思ったけれど、崇文は躊躇ためらうことなく、自身を渉の中へと捻じ込んできた。

「あぁ……っ」

「力を抜け」

「無理…やだ…や、噓、あ、あ……」

　崇文のものが、じりじりと自分の中に入ってくる。信じられないほどの大きさのものが自分の体の内側にあるというその感覚に、神経が焼き切れそうだった。

　革かわ張ばりのソファに爪つめを立て、本能的に逃れようとした。けれど、指が食い込むほど強く摑つかまれた腰を、力ちから尽ずくで引き寄せられてしまう。

　ずきずきと疼く自身をあやすように緩く扱しごかれ、下か肢しの強張りが僅わずかに緩む。その隙をついて、崇文はより奥へと入ってきた。

「もう少しだ」

「あぁ……っ」

　体内の圧あつ迫ぱく感かんと、腿ももの裏側に当たる感かん触しよくで、崇文の昂ぶりが根本まで穿うがたれたことがわかった。無む理り矢や理り押し入ってきた屹立は、渉の中で力強く脈打っている。

（……俺の中に、崇兄のが……）

　いっそ、何もかもがわからなくなってしまえばいいのに、ぎりぎりまで押し開かれたその場所は、咥くわえ込んだ塊かたまりの熱さも大きさもリアルに伝えてくる。

「わかるか？　全部吞み込んだぞ」

「……っ」

　繫つながったその場所を指でなぞられ、根本まで吞み込んだそれを締めつけてしまった。直じかに触れ合う粘ねん膜まくは小刻みに震え、刺激が与あたえられるのを待っている。

　崇文の行こう為いにショックを受けているはずなのに、渉の体は本能的に快感を求めてしまう。そんな自分に、心は困こん惑わくしていた。

　こんなことをしてくる崇文の真意はわからない。けれど、これだけは誤解されたくなくて、渉は言葉を絞しぼり出した。

「……のに」

「ん？」

「キスしか、したことなかったのに……っ」

　半泣きで訴うつたえると、崇文は一いつ瞬しゆん黙だまり込んだ。後ろから貫つらぬかれているせいで、首を捻ひねっても顔を見ることができない。

「なら、俺が初めての男ってことだな」

「ひぁ…っ」

　背中越ごしの呟つぶやきが耳に届くと同時に、ぐっと腰を突つき上げられ、裏返った声が上がった。崇文はそのまま渉の体を揺ゆすってくる。告げられた言葉の真意を問うこともできず、為なす術すべもない渉の体を、崇文は容よう赦しやなく犯おかしていった。

「あっ、ん、なんで…こんな……っ」　>>>♥

　崇文は渉の問いに答える気はないと云いわんばかりに、荒あら々あらしく穿ってくる。絶え間ない律動に、張り詰つめた自身からも体液が溢れ出した。

　体内で起こる摩ま擦さつは未知の快感を生み、渉の体を溶かしていく。細さい胞ぼうの一つ一つが蕩とろけていく感覚に、どうしようもなく泣きたい気持ちになった。

「あ、や、崇兄……っああ！」

　激しい律動は、やがて深い抜ぬき差しに変わる。

　張り詰めた屹立に柔やわらかな内壁を抉えぐられ、渉は甘ったるい悲鳴を上げた。崇文はさっき指先で探さぐり当てた場所に先端が当たるよう、自身を突き入れてくる。

「ぁん…っ、あっあ、あ…！」

　がくがくと揺さぶられると、しつこく弄られて敏びん感かんになっていた乳ち首くびがソファに当たって擦こすれてしまう。その刺し激げきにすら感じてしまう自分の体が嫌いやになる。

　熱い楔くさびに搔かき回される内壁はすでに蕩け、ひくひくと痙けい攣れんしている。崇文は押し殺した息を吐はきながら、憤いきどおりをぶつけるように何度も何度も深く穿ってきた。

「や、もう、崇兄、崇兄……っ」

　もう何もかもがぐちゃぐちゃだった。助けを求められるのは、いま自分を苛さいなんでいる相手しかいない。縋すがるように名前を呼ぶと、それまでより激しく腰こしを打ちつけられ、追い上げられる。

　さっき一度達したばかりだというのに、もう欲よく望ぼうが限界まで膨れ上がっていた。

「いく、いっちゃう、あっ、ああぁ……っ」

　最奥を強く穿たれた瞬しゆん間かん、熱を爆ぜさせてしまった。びくびくと震えながら白はく濁だくを散らす渉の腰を、崇文は尚なおも乱暴に突き上げてくる。

「ひぁ…っ、あっ、あ、ん……！」

「く……っ」

　どくんっ、と渉の中にある怒ど張ちようが大きく震えた。一いつ瞬しゆん、何が起こったのかわからなかったけれど、吐と息いきを零こぼす崇文の様子に、状じよう況きようを理解した。

（───うそ、俺の中で……？）

　崇文が自分の中に吐精したのだとわかり、俄にわかに理性が戻もどってきた。そのせいで薄うすれかけていた羞しゆう恥ち心しんが一気に込み上げてくる。

　終わりを迎むかえたはずなのに、少しも熱が引かない。それどころか、腰の奥の疼うずきが一層酷ひどくなる。渉の中にある崇文の昂ぶりも、未いまだ力を漲みなぎらせている。

　繫がったままの腰を軽く揺すられるだけで、鋭えい敏びんになった粘膜が感じて打ち震えた。

「あ…っん、ン……っ、もうやだ、崇兄っ、もう抜いてよ……っ」

　啜り泣なくように喘あえぎながら、終わりを求めて懇こん願がんする。これ以上の快感を与えられたら、自分が自分でなくなってしまいそうで怖こわかった。

　下肢の感覚が薄れているのに、直に触ふれ合っている部分だけは神経が際きわ立だち、また熱く蕩けていく。

「こんなふうにしてるのに、終わりになんてできないだろう？」

「あ……!?」

　腰に添そえられていた手が、前のほうへと滑すべって移動してくる。早はや鐘がねを打つ鼓こ動どうに合わせてずきずきと疼く自身は、まだ熱く熟うれ、痛いほどに張り詰めていた。

「初めてにしては欲よく張ばりだな。本当に初めてなのか？」

　崇文はその形を思い知らせるかのように、そっと撫なでてくる。触れるか触れないかの接せつ触しよくにさえ、過か敏びんに反応してしまう。

「や…っ、触さわったら、また……っ」

「また、どうなるって？」

「そっ…───ぁあっ」

　そんなこと口になどできない。口籠ごもった瞬間、抉るように突き上げられた。

　体内に吐き出された体液が、律動に合わせて卑ひ猥わいな水音を立てる。まるで、鼓こ膜まくからも犯されているような気分になった。

「あっ、ン、ああ……っ」

「そんなに締しめつけるな。欲しいだけくれてやる」

「崇兄…っ、やっ、あ、ぁあ……っ」

　零れ落ちる自らの嬌きよう声せいが遠くに聞こえる。思考すらめちゃくちゃに搔き回され、やがて、何も考えられなくなっていった。
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「あ、おはようございます」

　エレベーターを降り、ポストへと足を向けた渉は、マンションの入り口の掃はき掃そう除じをしていた管理人と目が合った。

　ぺこりと頭を下げるとにこやかな笑えみで同じように挨あい拶さつを返してくれる。

「おはようございます。今日もいいお天気ですね」

　管理会社から委い託たくされ、住み込みで管理人をしている初老の夫ふう婦ふはどちらも感じのいい物もの腰ごしの柔らかな人たちだ。

　崇文から紹しよう介かいされた渉の顔もすぐに覚え、こうして顔を合わせるたびに人ひと懐なつこい笑みを返してくれる。

「ああ、でも、お出かけなら、傘かさを持って出かけたほうがいいみたいですよ」

「いえ、ちょっと郵便物を取りに。ここのところ、ポスト覗のぞくの忘れてて。あの、いい天気なのに雨の予報なんですか？」

「何でも、夜から雨になるとか。いまはこんなに晴れてるんですけどねえ」

　空には雨雲らしきものはどこにもなく、爽さわやかな青さが広がっている。雨が降ると云われても信じられない。

「そうなんですか。じゃあ、出かけるときは折おり畳たたみ傘がさ持って出かけます。教えてくれてありがとうございました」

　管理人に礼を云い、オートロックの向こうのポストを覗いてみた。普ふ段だんは崇文が仕事帰りにポストの中身を回収してくるのだが、この数日、依い然ぜんとしていどころが知れない。

　もしかして、渉が不在のときに、崇文が戻ってきた形けい跡せきがないだろうかと思い、ささやかな期待を込めて確認に来てみたのだ。

　しかし、ポストの中は数日分の郵便物と投げ込みチラシでいっぱいになっていた。誰だれかが触れたような形跡はない。

「やっぱり、帰ってきてないか……」

　肩かたを落とし、ため息混じりの呟きを零こぼす。

　渉はポストから引っ張り出したそれらを脇わきに抱かかえ、部屋に戻るためにエレベーターに乗り込んだ。ふわりと浮うき上がる感覚と共に、思考を沈しずませる。

（崇兄、どこに行ったんだろ……）

　崇文が帰宅しなくなって、もう四日目だ。探りを入れた手代木には連れん絡らくが行っているようだから、渉を避さけているのは明白だ。

　あの日、店で意識を失った渉は、気がついたら崇文の部屋のベッドにいた。きっと、崇文が運んでくれたのだろう。汗あせばんだ肌はだもべたべたになっていた下か肢しも綺き麗れいに清められ、まるで全すべてが夢の中の出来事だったかのような目覚めだった。

　けれど、体中に残る鬱うつ血けつや、全身に残る倦けん怠たい感、そして、何より崇文の欲望に貫つらぬかれたその場所が行こう為いの生々しさを覚えていた。

　できるだけ思い出さないようにはしているけれど、数日経たったいまもまだ、あちこちに違い和わ感かんが残っている。あのときの強きよう烈れつな快感は、どうしたって忘れることはできない。

　唯ゆい一いつの救いは、目を覚ましたときに崇文と顔を合わせずにすんだことだ。そのときはほっとしたけれど、それきり帰ってこなくなるとは思いもしなかった。

　どんな態度で顔を合わせればいいかもわからないし、何と言葉をかけていいかもわからない。それでも、このまま会わないでいることがお互たがいにとっていいことだとは思えなかった。

　しかし、勇気を振ふり絞しぼって携けい帯たい電でん話わにかけてもみたけれど、電話にも出てもらえず、出勤した店でも会うこともできないため、連絡を取る手段がない。

　こんな状況になって初めて、崇文のプライベートを何も知らないことに気がついた。

　どんな趣しゆ味みを持っているかも知らないし、彼が普段どんな場所に行き、休日をどう過ごしているか想像もつかない。多分、両親に訊きいてもわからないだろう。

（俺にばっか合わせてくれてたもんな……）

　小さい頃ころから、崇文はあまり自分の話をしようとしなかった。遊びに連れ出してくれるときも、行き先は渉が喜ぶ場所ばかりだった。もちろん、それは渉が子供だったからだ。そして、いまも自分は崇文にとっては、まだ『子供』なのだろう。

　自分と顔を合わせないようにしているということは、つまり後こう悔かいしているということだ。

　あれは頭に血が上ったせいだったのだろう。そうでなければ、崇文が渉にあんなことをするはずがない。

（俺だって、崇兄に会うのは怖いよ）

　もしも、面と向かって拒きよ絶ぜつされたらと思うと、想像だけで血の気が引く。

　崇文が怒おこったのは、渉がはっきりせず、隠かくしごとをしていたからだ。

　その上、田倉については前以もつて忠告されていたにも拘かかわらず、ああして危険に晒さらされたのだから、苛いら立だつのも無理はない。

「だからって、あんなことしなくたっていいのに……」

　理性を失うまで快感を与あたえられ、痴ち態たいを暴あばかれたときのことを思い返して涙なみだぐむ。

　渉の甘さを思い知らせるためには、効果的だったかもしれない。けれど、お仕置きにしてはキツすぎた。

　もしかしたら、崇文の本質は店のスタッフたちが云いうように、渉の知っていた穏おだやかな人ではなく、血の気の多い激しい人なのかもしれない。きっと、渉の前ではそんな自分を抑おさえ込み、『理想の兄』を演じてくれていたのだろう。

　その反動で、箍たがが外れたときに歯止めが効かなくなってしまったという可能性はある。

（別に隠さなくたっていいのに……って、俺も似たようなもんか……）

　渉がずっと大きな秘密を抱えていたのは、心配されたくない、嫌きらわれたくないという気持ちからだった。自分も自分にとっての『理想の弟』でいたかったのだ。

　しかし、もうそれは無理だとわかっている。だから、せめて云い訳をしたかった。無む駄だなことかもしれないけれど、こんな気まずい状態でい続けたくはない。

（でも、あれはどういう意味だったんだろう…？）

　崇文が怒いかりに我を失ったことは、何とか理解できた。ショックも大きかったけれど、現実として受け止めきれないほどではない。

　ただ、一つだけどうしてもわからないことがあった。

　───他ほかの男に食われるくらいなら、俺が食ってやる。

　まるで、渉に対して独どく占せん欲よくを覚えているかのような発言は、どんな意図があってのものだったのだろうか。いくら考えても、真意が見えなかった。

「俺のことが好き………なわけないよな………」

　万が一の可能性を口にして、自分で虚むなしくなる。天地がひっくり返ったって、そんな都合のいいことがあるはずがない。理解できないからといって、思考が飛ひ躍やくしすぎだ。

　ちなみに、田倉はあれ以来姿を見せていない。また彼に狙ねらわれたりして、崇文たちに迷めい惑わくをかけることのないよう、バイトが終わったあとは大人しくタクシーで帰ることにしている。

「……はあ」

　晴れない気分を持て余しながら、誰もいない部屋へと戻もどった。

　崇文のいないこの部屋は、まるでモデルルームのように殺風景だ。大きな窓から日の光が差し込んでいるのに、何故なぜか寒々しく感じてしまう。

「……あ、そうだ」

　色々あったせいで、実家に連絡を入れるのをすっかり忘れていた。

　当初はすぐに仕事を見つけ、新しい住まいを決めてから全てを話そうと思っていたけれど、就職活動の厳しさに、自分の見通しの甘さを思い知った。

　心配をかけたくない一心で、会社が潰つぶれたことも、火事で部屋を追い出されたことも隠していたけれど、音信不通で心配させてしまっては本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　携帯電話は未いまだに電源を落としたままだ。三嶋のことを考えると、携帯電話すら目にしたくない。

　沈みがちになる思考から逃のがれようと、持って帰ってきた大量のチラシと郵便物を仕分けしていく。そのほとんどが不必要なチラシとダイレクトメールだった。

　いかにも違い法ほうな貸かし金きん業者からのハガキが少なくないことに驚おどろく。そのほかには、結けつ婚こん相談所からのものもあった。

「まったく、どこから住所知ったんだか……あれ、俺宛あて…？」

　郵便物を選より分けていた渉は、その中に自分の名前が書かれている封ふう書しよを見つけた。

　以前の住まいに届いたダイレクトメールが転送されてきたのかと思ったけれど、宛あて名なにはいまの住所が書かれている。

　いったい、どこからの手紙だろうかとぼんやりとしていた渉は、グレーの封ふう筒とうの下部に先日面接を受けた会社のロゴが印刷してあることに気づいて目を瞠みはった。

「！」

　よくよく見ると、赤字で親展と書かれている。渉は逸はやる気持ちを抑えて封ふうを切り、不安と期待を同時に感じながら、その中から折り畳まれた書面を取り出した。

「こ、これって採用通知だよな……」

　書面の上方には喜多原渉様、とあるから、間ま違ちがいなく渉宛に来たものだ。採用通知書という文字の下に印刷された文章を、口に出して読み上げた。

「『このたびは、弊へい社しやの求人にご応おう募ぼいただきましてありがとうございました。厳正なる選考の結果、貴き殿でんを採用することに決定いたしましたのでご通知申し上げます』……って、つまり、採用されたってこと…だよな……？」

　わざわざ声に出して、自らに確認してしまう。簡潔な文面なのに、すぐに飲み込めないのは待ち焦こがれた結果だからだ。

　じわじわと込み上げてきた喜びを嚙かみしめつつ、できるだけ冷静になるよう努めて、もう一度その文章を読む。そこには間違いなく『採用』と書いてあった。

「やっ…たー!!」

　嬉うれしさのあまり、一人で万歳と両手を挙げ、歓かん声せいを上げた。

　一年にも満たない職歴しかない人間を中ちゆう途とで採用してくれる会社など、どこにもないのではないかと悲観的になりかけていた。捨てる神あれば、拾う神ありというけれど、まさに神様のように思えた。

「崇兄に知らせないと───…って、そうだ、連れん絡らくつかないんだった……」

　真っ先に報告したい相手と話すらできないなんて、切なすぎる。あんなことさえなければ、崇文はきっと自分のことのように喜んでくれただろうに。

　肩かたを落としかけたけれど、すぐに自らを叱しつ咤たし、背筋を伸のばす。

「落ち込んでどうするんだ」

　せっかく新しい会社に採用が決まったのだから、もっと前向きに喜ばなくては。

　以前より給料は安いけれど、定職があれば一人暮らしの算段もつけやすくなる。何より、これ以上崇文に迷惑をかけずにすむ。

「そうだ、母さんに電話しよう」

　まだ新しい部屋は見つけてないけれど、仕事が決まったのだから一安心だ。この機会に、崇文の家に居い候そうろうしていることも話しておいたほうがいいかもしれない。

　新しい部屋を見つけても、引っ越こしをすればその理由を問われるに決まっている。百合恵に問とい詰つめられたときに、上手うまい噓うそをつける自信がない。

　携けい帯たい電でん話わの電源を入れるのにはまだ不安があったので、この部屋の固定電話を借りることにした。受話器を取り上げ、実家の番号を押す。電話は数コールで繫つながった。

『はい、喜多原です』

　スピーカーから、のんびりとした声が聞こえてくる。久しぶりに聞くこの声こわ音ねにほっとしつつも、少し緊きん張ちようする。

「もしもし、母さん？」

『渉？　この番号、崇文の家のよね？　いま、崇文のところにいるの？』

「うん、ちょっと色々あって。ずっと連絡できてなくてごめん。その……携帯は壊こわれちゃってて、まだ修理に出せてないんだ」

　このくらいの噓なら許されるだろう。元彼がストーカー化して、それを避さけているなどと云えば、もっと心配させてしまう。

『壊れたまま持ってても意味ないじゃないの！　どれだけ心配したと思ってるの？』

「だから、ごめんってば」

『だから、家にも電話を引いておきなさいって云いったのに。携帯を修理に出しに行けないくらい忙いそがしかったの？　がんばるのはいいけど、無理したりしてない？』

　労いたわる言葉を口にする百合恵に、渉は歯切れ悪く切り出した。

「あー…、実はさ、少し前に勤めてた会社が倒とう産さんしたんだ」

『倒産!?』

　驚きのあまり、百合恵の声が裏返る。渉は慌あわてて言葉を継つぎ足した。

「あ、でも、もう新しい仕事は決まったんだ！　さっき、面接受けた会社から採用通知が来て、来月から行くことになったから。身元保証書を頼たのんでいいかな？」

『どうして、すぐに連絡くれなかったの！』

　百合恵は渉が新しい仕事を決めたことより、以前に勤めていた会社が倒産したことを伝えなかったことのほうが衝しよう撃げきが大きかったらしい。

「だって、母さんたち心配するだろ。せめて、仕事の目め処どが立ってから云おうと思ってたんだ」

『心配するのが親の仕事です！　それじゃあ、いままでずっと就職活動してたってこと？』

「うん。バイトしながら就活してた。あと、いま崇兄のところに居候してるんだ。あの部屋はもう引き払はらったから、荷物とかは送らないでね」

　さらりと聞き流してくれることを願ったけれど、そう上手くはいかなかった。百合恵は予想どおり、理由を追つい及きゆうしてくる。

『どうして？　失業したからって、すぐに出ていく必要なんてないでしょう？』

「いや、それがさ……」

『なぁに？　云いにくいことでもあるの？』

　倒産であれだけ驚かれるとなると、火事で焼け出されたなどと云ったら、卒そつ倒とうしてしまうかもしれない。

「隣となりの部屋が火事になって、俺の部屋も貰もらい火でダメになっちゃったんだ。そしたら、大家さんに出ていくように云われてさ」

『火事!?　火傷やけどしたりしてない？　大だい丈じよう夫ぶだったの!?』

「大丈夫、火事になったのは俺が留守にしてるときだったから、危ない目には遭あってないよ。ただ、揃そろえたばっかの電子レンジとかテレビが全部ダメになっちゃったけど」

『電子レンジなんてお母さんが買ってあげるわよ！　でも、どうして渉が追い出されなくちゃいけないの？　火事の原因はお隣なんでしょう？』

　さっきまでショックを受けて呆ぼう然ぜんとした様子だった百合恵は、部屋を追い出されたことを聞いて憤ふん慨がいした。

「この機会に改装したいんだってさ。引き下がるのも面めん倒どうだから出てきちゃった。敷しき金きんとかは丸々返してもらえることになってるし、火災保険金は振ふり込まれることになってるから。崇兄には迷めい惑わくかけてるけど、これから部屋も探すつもり」

『ウチに帰ってくればいいじゃない。部屋はそのままなんだから』

「やだよ、やっと独り立ちできたのに。それに竣には失業したなんてみっともないこと知られたくないし」

『そんなこと云ってる場合じゃないでしょう』

「貯金で引っ越し資金くらいは何とかなるし、いま崇兄のお店でバイトで雇やとってもらってるんだ。ウチに帰ったら、全部義父とうさんが出そうとするだろ？　頼たよりにしてないわけじゃないけど、これ以上金銭的に甘えたくないんだ」

『渉……』

　金銭面では堅けん実じつな百合恵は、渉の気持ちを理解してくれている。

　義父も崇文も、渉や竣に対しては甘く、金かね遣づかいが派手だ。百合恵に釘くぎを刺さされることは、しょっちゅうだ。

「だから、義父さんには火事のことは内ない緒しよにしといてくれないかな…？」

『……わかったわよ。家賃がもったいないから部屋を出たって云っておけばいい？』

「うん、面倒かけて本当にごめん」

『落ち着いたら、お義父さんに顔見せに帰ってきなさいよ。それで崇文はどうしてるの？　相変わらず、忙しいようだけど元気そう？』

「う、うん。元気だよ」

　多分、と心の中でつけ加える。崇文の家にいるのに、顔を合わせていないなどと云ったら、ヘンに心配されてしまう。

　結局は隠かくしごとをすることになってしまった。その心苦しさを嚙みしめる。

『あの人も崇文も仕事ばっかりなんだから。似たもの親子ってああいうのを云うのね。何だか渉も似てきたみたいで困ったわ』

「ははは……」

『笑いごとじゃないでしょう。ご飯をちゃんと食べて、睡すい眠みんもしっかり取るのよ。あと、つき合いだからってお酒を飲みすぎないこと！』

「き、気をつけます……」

　とばっちりを受けて、渉まで小言を云われてしまった。きっと、義父はいま忙しい時期なのだろう。

　電話の向こうから、ただいまという元気な声が聞こえてきた。どうやら、竣が小学校から帰ってきたらしい。

「あ、じゃあ、俺バイトに行かなくちゃいけないから」

『あら、竣と話さなくていいの？』

「また今度でいいよ。じゃあ、義父さんにもよろしく伝えといて」

　話をしたい気持ちはあったけれど、子供の鋭するどさで指し摘てきされたらごまかしきれない。そそくさと通話を切り、大きく息を吐はいた。

　これで悩なやみは一つ減った。けれど、まだ大きな問題が残っている。

　崇文と気まずいままで居るのは嫌いやだ。元通りの関係に戻もどれないことはもう覚かく悟ごしているけれど、言葉すら交かわせないいまの状態は耐たえ難がたい。

（……いっそ、云っちゃったほうがいいのかな）

　渉が崇文をどう想おもっているのか───隠していた本当のことを。自分の気持ちを知ってもらえたほうがすっきりするとは思う。

　しかし、いま以上に避けられることになる可能性だってある。どうするのが最善の方法なのか、渉には判断がつかなかった。

　どちらにしろ、崇文に会わなければ一歩も踏ふみ出すことができない。それだけははっきりしていた。

「……でも、どこにいるんだろう」

　家にも帰ってこないし、電話も繫がらない。店にも顔を出さないため、崇文との接点は皆かい無むだった。

「手代木さんなら知ってるかな」

〈アンブロシア〉のマネージャーとして店の管理を任されている彼なら、崇文の居場所を知っているかもしれない。彼がオーナーのプライバシーを簡単に漏もらしてくれるとは思えないけれど、今回ばかりは身内の権利を行使するしかない。

「───よし」

　いつまでもぐずぐずしていても仕方がない。思い立ったが吉きち日じつという言葉があるくらいなのだから、すぐに行動すべきだ。

　渉は勢いよく顔を上げ、出かける準備を始めた。










「えーと、この交差点を右に行けばいいんだよな…？」

　手代木を拝おがみ倒たおし、崇文の居場所を聞き出した。初めは頑がんとして口を割らなかった手代木だったが、必死に頼み込む渉に折れ、崇文と会えそうな場所を教えてくれた。

　彼によると、いま崇文は新規店てん舗ぽのオープンにかかり切りになっているらしい。今日は内装の最終チェックでそこに詰つめているだろうからと、住所を教えられた。

　そこは崇文のマンションから意外と近く、徒歩で二十分程度のところにあった。

　その店舗で寝ね泊とまりをしているわけではないだろうが、毎日こんな近い場所にいたのに会えなかったのかと不思議な気持ちになった。

「あそこかな…？」

　横断歩道の向こうに、瀟しよう洒しやな洋館が建っていた。

　手代木から聞いたところによると、破産した高級レストランの建物を買い取り、改装してカジュアルな創作フレンチの店にするらしい。

　白とダークブラウンでまとめられた外観はシックで、建物を取り囲むように薔薇ばらの生け垣がきが続いている。花が咲さく時季は、さぞ華はなやかになるだろう。

（まだここにいますように……）

　崇文の仕事は他ほかにもたくさんある。いつまでも同じ場所にいるわけではないと、手代木にも念を押されていた。

　仕事の邪じや魔まをするつもりはない。少しだけ話ができればいい。そこで素そつ気けない態度を取られたら、きっぱりと諦あきらめ、引き下がるつもりだ。崇文の迷惑になるつもりはない。

　ふと見ると、店の脇わきの路ろ肩かたに崇文の愛車が停とまっていた。

「！」

　幸いにも、まだ他店には移動していないようだ。ようやく、崇文に会うことができると思うと嬉うれしかった。

（でも、どうやって訪ねよう……）

　落ち着いた佇まいは、渉のような若造がずかずかと足を踏み入れてはいけないような雰ふん囲い気きだ。しかし、外で崇文が出てくるのを待っているのも怪あやしい。

　いっそ、オーナーの身内ですとでも云いって、呼び出してもらうほうがいいだろうか。

　だが、〈アンブロシア〉の関係者がいないとも限らないことを考えると、その方法は最善策とは云えなかった。

　どうやって崇文に接せつ触しよくを図はかろうかと考えていると、まさにその人が店の入り口から出てきた。手足の長いバランスのとれたスタイルのため、遠目からでもすぐわかる。

　崇文の姿を目にした瞬しゆん間かん、心臓が甘く疼うずいた。

　とくん、とくん、と鼓こ動どうが速まっていく。緊きん張ちようを和やわらげようと唾つばを飲み込もうとして、口の中が乾かわいていることに気がついた。握にぎりしめていた手の平もいつの間にか汗あせばんでいる。

（は、早く行かないと）

　駐ちゆう車しや場に向かっているところを見ると、車でどこかへ行こうとしているのだろう。そうなってしまったら、また居場所がわからなくなってしまう。

　立ち止まっているうちに、目の前の信号が赤になってしまった。行き交かう車の向こうで、崇文はどんどん遠とお離ざかっていってしまう。

　このチャンスを逃のがしたら、次にいつ崇文に会えるかわからない。思い切って声をかけてしまおうと、深く息を吸い込んだ。

「た───」

　呼びかけを途と中ちゆうで吞のみ込んだのは、崇文が一人ではなかったからだ。追いかけるようにして店から出てきたのは、派手なスーツを着たモデルのような女性だった。

　───残念だったな。あの人、女いるぜ。年上の金持ってそうな美人。

　不意に田倉の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえってきた。あのときもそれなりにショックを受けたけれど、実際に目にしているいま、その衝しよう撃げきは言葉にならなかった。

（あの人が、紗江子さん……？）

　しかし、女性と一いつ緒しよにいたからと云って、その人が恋こい人びとかどうかはわからない。新規店舗から出てきたということは、仕事関係の人なのかもしれない。

　必死になって『恋人』という可能性を否定する材料を挙げていた渉は、目の前で繰くり広げられた光景に思考さえ止まってしまった。

　崇文はその女性を愛車の前で待ち、自らドアを開けて助手席へとエスコートしたのだ。

「……うそ……」

　目まの当たりにした光景に呆ぼう然ぜんとなった。渉は自分でも驚おどろくほど落らく胆たんしていた。

（助手席には家族しか乗せないって云ってたのに……）

　わざわざそう宣言していた車の助手席に乗せたということは、彼女は家族同然に大事に想っている相手だということだ。

　心のどこかで、『弟』という立場に胡座あぐらをかいていたのかもしれない。恋人よりも弟のほうが、近い存在であると慢まん心しんしていたのだ。

　けれど、家族に対しての親愛と恋人への愛情は別物だ。そのことをいまになって、やっと理解することができた。

「これが、失しつ恋れんかあ……」

　胸にぽっかりと穴が空いたような空くう虚きよ感。仕事を失っても、部屋が火事になっても、こんな気持ちにはならなかった。

　この恋こいが成じよう就じゆしないことはわかりきっていた。それでも、現実をつきつけられたときのショックは言葉にならなかった。

　肩かたを落とす渉の頰ほおに、冷たいものが当たった。

「雨……？」

　そういえば、管理人が今日は天気が崩くずれると云っていた。夜からの予報だったけれど、雨雲が早く流れてきたようだ。

　折おり畳たたみ傘がさを持って出るつもりだったのに、すっかり忘れていた。

　最近の渉は、本当にツイてなさすぎる。小こ雨さめのうちに雨が凌しのげる場所に行こうと、店に背を向けて歩き出す。だが、あっという間に雨あま脚あしが強くなってきた。

　一刻も早く、叩たたきつけるような雨から逃れようと、あっという間に濡ぬれて黒く染まったアスファルトを蹴ける。

　雨からだけでなく、目に焼きついた光景からも逃れたかったのかもしれない。渉は無心になって、足を動かした。　>>>♥










　雨の中、タクシーを捕つかまえることもできず、濡れ鼠ねずみになって帰ってきた。

　途中で通りがかったコンビニエンスストアでビニール傘が売っているのを見かけたけれど、すでにびしょ濡れの状態では店内に入りづらく、購こう入にゆうは諦めた。

　こんな格好ではバイトにも行けない。着き替がえのために、一度帰ることにした。それに、どこかで気持ちを切り替かえなければ、また仕事でミスをしてしまいそうだった。

　普ふ段だんなら大した距きよ離りではないはずの道のりが、今日はやけに長く感じられた。

「やっと着いた……」

　息を切らしながら、マンションのエントランスに駆かけ込んだ。中に入る前に、ぐっしょりと濡れた髪かみを搔かき上げ、服の裾すそを絞しぼる。しかし、絞った程度では埒らちが明あかないと思い直し、上着を脱ぬいで自動ドアを潜くぐる。

　オートロックの入り口を開けようと、濡れて硬かたくなったジーンズのポケットから鍵かぎを取り出そうと四苦八苦していたら、思わぬ方向から声をかけられた。

「ずいぶん、いいとこに住んでるじゃねーか」

「!?」

　やさぐれた声こわ音ねにぎくりとする。咄とつ嗟さに田倉の存在を脳裏に思い描えがいた渉は、そこにいた男の姿に絶句した。渉をマンションの入り口で待ち伏ぶせていたのは、とっくに別れたはずの三嶋だった。

　いつもは隙すきなくセットされていた髪は乱れ気味で、そり残しの無ぶ精しよう髭ひげも見られる。渉の知っている三嶋は、もっと自信に満ちあふれた男だった。なのに、今日は身につけたブランドもののスーツさえくたびれている。

「ずいぶん待ったよ。いったい、どこに行ってたんだ？」

「い……っ」

　驚きに立ち尽つくす渉の腕うでを摑つかみ、管理人室の窓から死角になっている角へと押し込んできた。目の前に立ちはだかられ、逃にげ場を失う。

「あーあ、びしょ濡れじゃんかよ。出かける前に天気予報見てなかったわけ？」

　スーツのままということは、仕事の最中に抜ぬけ出してきたのだろうか。どこも濡れた様子がないということは、雨が降る前から待っていたということだろう。

　だが、そんなことよりも三嶋がここにいること自体が疑問だった。三嶋にこのマンションを教えたことはないし、兄がいることも話したことはない。

「何でこんなところに……」

「もちろん、渉に会うために決まってるだろ。興信所ってのは優ゆう秀しゆうだな。あっという間にお前の居場所を探し出してくれたよ。血の繫つながらない兄貴がいるなんて知らなかったな」

「なっ…何考えてんだよ!?」

　三嶋は渉の身辺調査をして、いどころや家族構成を調べ上げたようだ。そこまでして、自分に執しゆう着ちやくする意味がわからない。異常とも云える執着心に恐きよう怖ふを覚えて背筋が震ふるえる。

「何って、渉のことに決まってんだろ。どうして、友達のところにいるなんて噓うそついたんだ？」

「……お前に云う必要なんてないだろ」

　こうやって押しかけられたくなかったからだと云っても、三嶋は聞き入れはしないだろう。

「当ててやろうか？　本当は俺に探して欲しかったんだろう？　そんな試ためすような真似まねしなくたっていいのに。いい加減、機き嫌げん直して帰ってこいよ。心配しなくても、いままでのことは全部水に流してやるから」

「機嫌が悪いわけじゃない。相あい容いれないだけだ。帰る場所はあんたのところじゃないし、水に流してもらうようなことをした覚えもない」

　許しを出す立場なのは、むしろ渉のほうではないだろうか。口を挟はさまれる前に、自分の気持ちを一息に告げる。

「よく考えもせずにあんたとつき合うことにしたのは、浅はかだったって反省してる。俺たちは考え方も違ちがうし、友人としてやっていくのも難しいと思う。だから、もう会うつもりもないし、連れん絡らくもして来ないで欲しいんだ」

「何、意固地になってるんだ、渉。いい加減、素す直なおになれよ。わかってるって、お前の気持ちは。急に刺し激げきの強いことされて、戸と惑まどってるだけなんだろ？」

「何でそう曲解するんだよ！　俺は本当のことしか云いってない。だいたい、あんたは俺を好きなわけじゃないだろ？　俺から離はなれようとしたから執着してるだけじゃないか」

　会話の嚙かみ合わなさに、苛いら立だちを覚える。話が通じないことに憤いきどおっても、こちらが不利になるだけだとわかっているけれど、三嶋の反応は想定の斜ななめ上をいっていた。

「何云ってんだ、ちゃんと愛してるよ。どうしてそんなふうに思うんだ？」

　その言葉を三嶋が口にすると、薄うすっぺらく聞こえるのは気持ちが籠こもっていないからだろう。反論を諦あきらめ、質問をぶつけてみることにした。説得するよりも、自己認識を改めてもらったほうがいいかもしれないと考えて。

「じゃあ、俺のどこが好きなわけ？」

「全部に決まってるだろ」

「全部って、俺の何を知ってるんだよ……」

　いい加減な返答に呆あきれてしまう。仕事の一いつ環かんで、上司と共に食事をしたことは何度もあるけれど、プライベートで一緒に過ごした時間はほとんどない。

　つき合っていく中でお互たがいを知っていくつもりなのだろうと思っていた矢先に、あんなことがあったのだ。渉だって、仕事のときの三嶋のことしか知らない。

「メアドとケー番知ってりゃ充じゆう分ぶんだろ」

「…………」

　常識の違う相手と向き合うことが、こんなにも無力感を抱いだかせるものだとは知らなかった。

　好きな相手なら、嬉うれしいときにどんなふうに笑うかとか、どんなものが好きだとか、そういうことが大事なのではないだろうか。

　しかし、それを三嶋に告げたところで同意は得られないに違いない。

「ああ、そうそう、調べてもらったから、誕生日とか血液型も知ってるぜ。家族構成に学歴、あとは小学生のときまで母子家庭で育ったっていう生おい立ちもな。お前の母親、いい玉たまの輿こしを見つけたよな。やっぱ、金目当て？」

「……っ!?」

　母親まで中傷されて、怒いかりで言葉も出なかった。咄嗟に手が出なかったのは、驚おどろきすぎて頭が追いつかなかったからだ。

　渉が黙だまり込んでいるのは、不安がっているからだと思ったのか、三嶋は見けん当とう違ちがいな慰なぐさめを口にする。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。心配しなくても、俺たちならやり直せる」

「やり直すも何も、何も始めてないじゃないか」

　交際を承しよう諾だくしたその週末に部屋に連れ込まれて無む理り強じいされそうになり、殴なぐって飛び出したのだ。いったい、どこをやり直すつもりなのだろうか。

「最初がよくなかったのは反省してる。俺も余よ裕ゆうなくて、渉が初心者だってこと忘れてたんだよ。悪かったよ」

　いまさら殊しゆ勝しような態度を取られても、白けるだけだ。話を聞いてもらえないとわかっていたけれど、再び告げる。

「俺にはずっと前から好きな人がいるんだ。頼たのむから、もうつきまとわないでくれ」

「どうしてそういう噓を吐つくんだ。渉には俺がいるじゃないか」

　真しん剣けんなその表情が怖こわい。こんなにも拒きよ絶ぜつしているのに、何故なぜここまで思い込めるのだろうか。

「噓じゃない！　俺は本当に───」

「好きなやつがいたんだったら、俺とつき合ったりしないだろ」

　三嶋の指し摘てきに、ぐっと言葉を詰つまらせる。

　傍はたから見たら、勝手なことを云っているとしか思えないかもしれない。好きなことが当たり前すぎて、恋こいだと気づくのが遅おそくなってしまったけれど、この気持ちは噓じゃない。

　もし気づくことがなかったとしても、きっと他ほかの誰だれかを好きになることはなかっただろう。

「それは……最近まで自分でも気づいてなくて……。でも、俺はずっとその人のことが好きだったんだ」

「意味わかんねえ。ずっと好きだったのに気づいてなかったなんてありえないだろ。てきとうなこと云うなよ」

「…………」

　相手を納なつ得とくさせる言葉が見つからない。唇くちびるを嚙みしめる渉に対し、三嶋は突とつ拍ぴよう子しもないことを云い出した。

「じゃあ、その好きなやつがいなくなれば、俺のところに戻もどってくるわけ？」

「は？　何云って……」

　三嶋が繰くり広げる自分勝手な論理に、啞あ然ぜんとする。

　人を好きになるのは、理り屈くつではない。自分が選ばれないことを誰かのせいにしたいのだろうけれど、根本的に考え方が間ま違ちがっている。

　どう伝えれば、三嶋に理解してもらえるだろうかと悩なやんだけれど、理解しがたい考えを持つ人に対し、どう説得を試みればいいのかわからなかった。

　困こん惑わくする渉に、三嶋は持論を披ひ露ろうする。

「だって、そうだろ？　そいつがいなけりゃ、障害はなくなるんだしさ。渉には行くところがないってことじゃん。そいつのところに連れていけよ。話をつけてやるからさ」

「そういう話をしてるんじゃないだろ!?」

「がたがたうるせぇな！」

「……ッ」

　いきなり怒ど鳴なりつけられ、びくりと体が竦すくむ。怯ひるんでいては調子に乗らせるだけだ。すぐに気を取り直し、毅き然ぜんとした態度を取ろうとした渉の目に鈍にぶく光るものが映った。

「ったく、めんどくせぇな。黙ってついてくりゃいいんだよ」

　喉のど元もとにつきつけられたのは、バタフライナイフのようだった。改めて、危機感が込み上げてくる。助けを求めたくても、大雨のせいで外は人通りがまったくない。

　もうしばらくすれば、学生の帰宅時間になるけれど、そうなると今度は子供が危険な目に遭あうかもしれない。このマンションには子供のいる家庭もたくさんある。

（せめて、管理人さんが気づいてくれれば……）

　しかし、雨の音に自分たちの声はかき消され、窓の閉まっている管理人室までは届きそうになかった。

　エントランスの状じよう況きようは監かん視しカメラに映っているとは思うが、あの映像には音声がついていない。モニターを注視していなければ、こちらの状況に気づかないだろう。

　そのとき、嵌はめ殺しのガラス窓から車が急停車する様子が見えた。その車へと視線を向けた渉は、運転席から降りてきた人物の姿に目を瞠みはった。

「崇兄!?」

　崇文がこんな時間に自宅に戻ることは、普ふ段だんならありえない。渉が出かけていると思って、着き替がえでも取りに来たのだろうか。

　外からは渉たちの様子が見えていないらしく、雨の中、小走りにマンションの入り口へと向かってきている。

「ふぅん、あいつが義理の兄貴か。やっぱ、全然似てねーな。レストランとかやってんだって？　このマンションも高そうだし、かなり金持ってそうだよな」

　三嶋の言葉に、自分が失言をしてしまったことに気がついた。他人のふりをしていれば、崇文に注意が向くことはなかったはずだ。

　すぐに後こう悔かいしたけれど、発言を取り消すことはできない。バレてしまった以上、崇文に危険が及およばないようにしなければ。

「兄は関係ない！」

　このまま、この場で息を殺していれば、渉たちに気づかずに部屋に上がっていくだろう。三嶋だって、余計な騒さわぎは起こしたくないはずだ。

　しかし、渉が青くなっているのを見て、三嶋はニヤニヤと笑っている。

「自分の状況考えてから物云えよ。云わないで下さい、お願いしますだろ？」

「……っ」

「俺だって面めん倒どうは避さけたいし、お前が大人しくついてくりゃ何も云わねえよ。俺はお前が戻ってくればそれでいいんだからさ」

「……お…願いします……」

　三嶋について行くことで崇文の安全が確保されるなら、迷いはない。

「そうそう、初めからそうしてりゃいいんだよ。おら、行くぞ」

「痛…っ、放せよ！」

　手首を折れそうなほど強く摑つかまれる。

「逃にげないって保証はないからな。どうせだから、お兄さんにご挨あい拶さつでもしていくか」

「何も云いわないって云っただろ!?」

「ちょっと気が変わったんだよ」

「うわ……ッ」

　崇文が入り口から入ってきた瞬しゆん間かん、背中をドン、と強く押された。たたらを踏ふみながら、崇文の前に飛び出した格好になった。

「渉!?」

「た、崇兄……」

　会いたいと思ってた。でも、こんなシチュエーションは望んでいない。

「どうしたんだ、その格好は！」

　啞然とした眼まな差ざしで凝ぎよう視しされ、自分が雨で濡ぬれていたことを思い出した。こんな姿でマンションのエントランスに立ち尽つくしているのは、正直異様だろう。

「ちょ、ちょっと買い物に出たら、雨に降られちゃって……」

　ごまかしきれないとわかっていつつも、云い訳を口にする。だが、すぐに発言の矛む盾じゆんを指摘された。

「何も持っていないようだが、どこに買い物に行ったんだ？」

「それは───」

　口籠ごもった瞬間、背後から三嶋が姿を現した。

「そんなことどうでもいいじゃないですか、お兄さん」

「誰だ、お前」

　びしょ濡れの渉に気を取られていたのか、崇文は声をかけられて初めて三嶋の存在に気づいたようだった。怪け訝げんな眼差しを向けられた三嶋は、仕事のときと同じ愛あい想そ笑いを浮うかべる。

「友人ですよ。遊びに行く約束してたのに、待ち合わせ場所に来るのが遅いんで迎むかえにきたんです。はじめまして、三嶋って云います」

「友人？」

「仕事関係で知り合って、いまはプライベートでも親しくさせていただいてます」

「今日は平日だが、休みなのか？　普ふ通つうなら、仕事に行っている時間だろう」

　崇文は、三嶋の言葉を訝いぶかしむ。ビジネススーツを着ているくせに、平日の日中に遊びに行く予定だというのは、明らかに怪あやしい。

「半休を取ったんで。行こうぜ、渉」

「……っ」

　キツく手首を摑まれ、ぐいと引っ張られた。

　三嶋がもう一方の手を突つっ込んでいるポケットには、バタフライナイフが入っている。

　いま、三嶋を怒おこらせるような態度を取ったりしたら、自分だけでなく崇文に危険が及ぶかもしれない。

（これ以上、崇兄に迷めい惑わくかけるわけにはいかない）

　今回のことは、自らの浅はかな行動が招いた厄やつ介かいごとだ。崇文に気取られないよう、自分一人で対処しなければと心に決める。

「すまないが、渉に大事な用があるんだ。約束は次の機会にしてもらえないか」

「こっちだって、前から約束してるんですよ。家族なら、いつだっていいですよね？」

「そういうわけにはいかない。渉を返してもらおう」

　崇文が一歩前に足を踏み出した瞬間、三嶋がポケットの中で、ナイフを握にぎる手に力を込めたのが気配でわかった。

　何とかして、三嶋をここから連れ出さなければ、遅おそかれ早はやかれトラブルになりかねない。

「ごめん、崇兄！　そういうわけだから、俺ちょっと出てくるね。バイトにはちゃんと行くから、心配しないで」

　作り笑いを浮かべることができたけれど、崇文はそう簡単に見み逃のがしてはくれなかった。

「顔色が悪い。今日は出かけずに休んでろ。バイトも行かなくていい。濡れた服のままだと風邪かぜをひく」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。服なんてすぐ乾かわくって」

「ダメだ。いますぐ着替えに戻もどれ」

　強固に譲ゆずらない崇文の言葉に、三嶋は声を立てて笑った。

「ダメって、渉のこといくつだと思ってるんですか。子供じゃないんだから、あんたが指図することじゃないだろ」

　最初は取り繕つくろって敬語を使っていた三嶋だったが、少しずつ言こと葉ば遣づかいが緩ゆるんできた。そんな三嶋に、崇文は冷ややかな視線を送る。

「君が口を挟はさむことでもない。来い、渉」

「崇兄、来ないで！」　>>>♥

　こちらに足を踏み出した崇文に向かって、渉は思わず叫さけんでしまった。

　三嶋はきっと、ナイフから手を離していない。三嶋の怒いかりの沸ふつ点てんは低いため、何をきっかけにキレるかわからないのが怖こわかった。

「渉？」

　平静を装いたいのに、どうしても顔が強こわ張ばってしまう。にじり上がってくる不安で、背中に嫌いやな汗あせが浮いている。

「どうしたんだよ、渉。いきなり大声なんか出したらビックリするだろ」

　腕うでを摑む手に力を込められる。指が食い込んでくる痛みに、渉は顔を顰しかめた。

「つ……っ、俺は大丈夫だから！　本当に心配しないで」

　もうすでに崇文は不ふ審しんな状じよう況きように気づいているのだろう。それでも、どうにかやり過ごすために見み栄えを張る。

　しかし、その態度が必死すぎたのか、三嶋はそれまで浮かべていた薄うす笑わらいを消した。

「もしかして、お前が好きだとか云ってるのって───」

「違ちがう！」

　渉が隠かくそうとしていたことに気づかれてしまったようだ。

　だけど、いま、この場でそれを明らかにするわけにはいかない。反射的に強く否定すると、三嶋は苛いら立だった様子で舌打ちをした。

「図星かよ、ムカつくなあ。けどさあ、血ぃ繫つながってねーっつっても、兄貴なんか好きになっていいわけ？」

「ちが……」

「違うならそんな顔しねーだろ！」

「……っ」

　いつか本人に告げなければならないとは思っていた。けれど、こんなタイミングで知られることになるなんて最悪だ。真実を知られるなら、せめて自分の口から伝えたかったけれど、もう取り返しがつかないことくらい、渉にもわかっていた。

「渉、お前───」

　顔を背そむけても、崇文の視線を感じる。羞しゆう恥ちと罪悪感で身の置き場がない。叶かなうなら、いますぐ消えてなくなってしまいたかった。

　言葉は汚きたなくても、三嶋の云ったことは噓うそじゃない。云い訳のしようもなく、ただキツく唇くちびるを嚙かみしめる。そんな渉に対し、三嶋は吐はき捨てるように告げた。

「何、悲ひ愴そうな顔してんだよ。ま、普通知られたくないよな。自分がゲイで、兄貴に欲よく情じようしてるなんてこと」

「それ以上云うな！」

「まあ、どうせ、叶わぬ恋こいに苦く悩のうする自分に酔よってるだけだろ。悲劇のヒロイン気取りはもうやめとけよ」

　見下すような三嶋の物云いは、自分の想おもいが汚よごされていくようで辛つらかった。こんな下衆な人間に引っかかった自分も恥はずかしくて仕方ない。

「なあ、あんた。渉は俺がもらうから。どうせ、兄弟でどうこうなるわけにはいかないんだから、別にいいだろ？」

「何、勝手なこと云いってんだよ！」

「俺のところに戻ってこないのも、こいつのせいだってことだろ。だったら、こいつがいなくなればいいだけの話じゃん。どうして、もっと早くこんな簡単なことに気づかなかったんだろ」

　不ふ穏おんな響ひびきが籠もった言葉は、質の悪い冗じよう談だんを云っているだけではないようだ。三嶋の目は焦しよう点てんが定まっておらず、田倉のやさぐれた眼まな差ざしとは違った、病的なものを感じた。

「崇兄に何かする気じゃないだろうな？　何もしないって云うから俺は───」

「邪じや魔まだから、お前はどいてろよ！」

「あ……っ!?」

　摑つかまれていた手を思い切り引っ張られたかと思うと、よろめいた体を突き飛ばされ、脇わきに追いやられた。

「君は友人なんじゃなかったのか？」

「渉が余計なこと云うなって云うから、そういうことにしてやってたんだけど、本当はあんたのことが好きなんだってさ。弟だぜ？　気持ち悪いだろ」

　三嶋は、ニヤニヤと嫌な笑えみを浮かべながら崇文に問う。渉は身の置き場がなく、その場で深く俯うつむいた。

　崇文なら、もし不快に思っていても、渉を傷つけまいとするに違いない。曖あい昧まいな返答を口にするだろうと思っていたのだが、聞こえてきたのは三嶋への暴言だった。

「突とつ然ぜん押しかけてきて、初対面の俺にそんなこと訊きいてくる君のほうがよほど気持ち悪いな。いい歳なのに非常識だろう。君のような人間が渉の友人だなんて信じがたい」

「な、何だと……!?」

「そんな性格でよく勤めができるもんだ。仕事が半休というのも怪あやしいな。本当はサボりなんじゃないのか？　それとも、会社をクビになったか。そもそも、君のような社員を雇やとう経営者の気が知れないな。俺なら、面接の段階で落とす」

　渉のことには一いつ切さい触ふれず、淡たん々たんと三嶋に向かって評価を下す。まるで、わざと怒らせているかのような口ぶりだった。

「偉えらそうなこと云いやがって！　何様のつもりだ!?」

　案の定、崇文の言葉にキレた三嶋は、ポケットの中から取り出したバタフライナイフを突きつけた。危き惧ぐしていた事態になってしまったことに、渉は青くなった。

　しかし、崇文は顔色一つ変えないどころか、さらに三嶋を煽あおるようなことを口にする。

「何様と云われても、君ほど偉そうなことを云っているつもりはないが」

「人をバカにすんのも大たい概がいにしろよ!?」

　三嶋が振ふり回したナイフの切っ先は、寸前で後ろに下がって間合いを取った崇文には届かなかった。

　繁はん華か街がいで店をやっている以上、こうした荒あら事ごとは初めてではないのだろう。崇文は慣れた様子だが、相手は刃は物ものを持っているのだ。何が起こるかわからない。

「そんな慣れないものを振り回していると怪け我がするぞ」

「るせぇな！　さっきからうるさいんだよ…!!　俺はてめぇみたいな上からの態度のやつが大っ嫌きらいなんだ!!」

　何度も刃は先さきを繰くり出すが、崇文は涼すずしい顔でそれを避よけている。けれど、このまま下がっていけば、やがて壁かべ際ぎわに追い詰つめられてしまう。取り返しがつかなくなる前にどうにかしなければと、二人の間に入ろうとした。

「やめろよ！　崇兄は関係ないって云ってるだろ!?」

　しかし、ナイフを鼻先に突つきつけられ、それ以上踏ふみ込めない。

「知るか！　こんだけバカにされて黙だまってられっかよ！」

「もしかして、会社をクビにされたってのは事実だったのか？　気にしてることを云ってしまって、すまなかったな」

　わざとらしく鼻先で笑う崇文に、三嶋はますます顔を赤くする。

「うるせえな！　渉が俺から逃にげたのもてめえのせいだ！　お前みたいなやつがいると目障りなんだよ！」

「やはり、君がつき合っていた相手か。渉には人を見る目をもっと養わせないといけないな。よりによって、君みたいなろくでもない人間に引っかかるとはな」

　ため息混じりの崇文の呟つぶやきが、渉の肩かたに重くのしかかってきた。きっと、心底呆あきれ果てているのだろう。見る目のなさは、自分でも忸じく怩じたるものがある。

「あ？　誰だれがろくでもない人間だって!?」

「だって、そうだろ。悪いことは何でも人のせいにして、反省すらしない。それどころか、暴力で脅おどして云うことを聞かせようとするなんて、まっとうな人間のすることじゃないだろう」

「てめぇ……っ」

　三嶋は真っ赤になって、怒いかりに震ふるえている。崇文の挑ちよう発はつで頭に血が上っているいまなら、渉のことは視界に入っていない。

（いましかない───）

　このチャンスを逃のがすまいと、渉は思い切って三嶋にタックルをかけた。

「……っ」

　床ゆかに倒たおし、押さえ込みたかったけれど、小こ柄がらな渉ではよろめかせるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。それでも、三嶋を放すまいとしっかりとその腰こしにしがみつく。

「な……っ!?」

「崇兄、逃げて！」

「渉、危ないことはよせ…！」

　さっきまで眉まゆ一つ動かさなかった崇文が焦あせった顔をしている。

「早く……っ、俺は平気だから！」

「このっ、邪魔すんな！　放せ……っ」

「嫌いやだっ、絶対に放さない…!!」

　三嶋の腰に回した腕うでに、渾こん身しんの力を込める。自分はどうなってもいい。崇文さえ、無事ならそれでよかった。

（全部、俺のせいだから）

　自分が恋をしなければ、恋に憧あこがれることもしなければ、こんなことにはならなかった。こんなトラブルに崇文を巻き込んでしまった責任を取らなければと必死だった。

「やめろ、渉！　すぐ離はなれるんだ!!」

「やだ！」

「放せっつってんだろ！」

「痛…っ!?」

　もがく三嶋の肘ひじが、渉の頭に思い切りヒットした。当たりどころが悪かったのか、衝しよう撃げきの余よ韻いんに頭の中がぐらぐらと揺ゆれる。

「渉!?」

　顔色をなくす崇文に、大だい丈じよう夫ぶだと云いたいのに、視点も定まらず上手うまく口が動かない。必死に意識を取り止めようとしているのに、どんどん頭の中が霞かすみがかっていく。

（気絶してる場合じゃ、ない、のに……）

　崇文を助けようとしたのに、結局、何の役にも立てないどころか、足を引っ張る羽目になってしまった。

「渉！　渉…!!」

　崇文の必死な呼びかけが、どんどん遠とお離ざかっていく。体が崩くずれていくような錯さつ覚かくを感じながら、渉の意識は完全にブラックアウトした。
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「……う……」

　寝ね返がえりを打った瞬しゆん間かん、枕まくらに押しつけられた側頭部に痛みを覚えた。もう少し微睡まどろんでいたかったのに、その痛みで目が覚めてしまった。

　ぎゅっと眉まゆ根ねを寄せてから、ゆっくりと目ま蓋ぶたを持ち上げる。辺りは明るいけれど、まだ日が高い時間なのか、それとも照明がついているためか、すぐにはわからなかった。

（いま、何時だ……？）

　眠ねむ気けはほとんど残っていないけれど、頭の中はまだ霞がかっているようだ。なかなか状じよう況きようを認識できない。まずは現在の時間を確認しようと反対側に寝返りを打った渉は、ベッドの脇わきで自分を見つめていた女性と目が合った。

「えっ？」

「目が覚めたみたいね。気分はどう？」

　ウエストの締しまった白いスーツを身につけたその人は、渉に向かって優やさしく微笑ほほえみかけてきた。渉の目の前にいるのは、崇文の車に乗り込んだ女性だった。

　こうして間近で見ると、その美び貌ぼうに圧あつ倒とうされる。アップにした髪かみに後おくれ毛はなく、さりげなく耳元を飾かざるピアスはダイヤのように見えた。

「ええと……？」

　渉が寝ねているのは、間ま違ちがいなく崇文のベッドだ。何故なぜ、この人がここにいて、自分に親しげに話しかけているのかがわからない。どういう経けい緯いで渉の看病をすることになったのかを訊きいてみたいけれど、なかなか切り出せなかった。

「さっき、お医者さんに診みてもらったんだけど、軽い脳のう震しん盪とうを起こしただけだろうって。あとは寝ね不ぶ足そくだったんじゃないかって仰おつしやってたわ。バイトと就職活動であまりよく眠ねむれてないんでしょう？」

「え、あの……」

「ダメよ、まだ起きちゃ。大事には至らなかったけど、頭を打ったんだから安静にしてないと」

「……あ……」

　彼女の言葉に、意識を失う前の出来事を思い出してきた。

　いま目の前にいるこの女性が崇文の車の助手席に乗り込んだことにショックを受け、目的を果たせずにすごすごと帰宅したマンションの入り口で元彼である三嶋に待ち伏ぶせされたのだ。

　そして、彼と揉もめているところに崇文が現れたことで、渉の危き惧ぐしたとおり、一ひと悶もん着ちやく起きてしまった。

（そっか、頭打って気絶したんだ、俺……）

　そういえば、雨に濡ぬれて冷えていた体は洗せん濯たくしたてのパジャマを着せられており、同じくびしょ濡れだった髪もすっかり乾かわいている。

　渉が意識を失っている間に、いったい何があったのだろうか。

「まだちょっとぼんやりしてるみたいね。念のために、精密検査も受けたほうがいいわよ。いい病院を紹しよう介かいするから安心して。でも、物ぶつ騒そうな人がいるものね。これからは、よく知らない人に簡単について行っちゃダメよ！」

「はあ……」

　どうも、自分は子供扱あつかいされているような気がする。年上の女性からしたら、二十二歳の渉なんて若造にしか見えないだろうが、何となく釈しやく然ぜんとしない。

（やっぱり、崇兄の恋こい人びとなのかな……？）

　部屋に上げたということは、それだけ信しん頼らいしているということだ。わかっていたこととは云いえ、こんなふうに対面することになるとは思いもしなかった。

「お腹なか空いてる？　お水持ってきましょうか？」

「いえ、大丈夫です。あの、崇兄、いや、兄はどこに……？」

「崇文はちょっと電話をかけに行ってるだけだから、すぐ戻もどると思うわ。さっきまで泣きそうな顔で渉くんについてたのよ。あの子のあんな顔見るの初めてよ。どうせなら、写真撮とっておけばよかったわ」

「え？」

　あの子という呼び方に違い和わ感かんを覚えて、目を瞬またたく。崇文のほうが年下だとしても、そんなふうに呼ばれるような年ねん齢れいではもうない。

「あ、ほら、戻ってきたみたい」

　寝しん室しつの外から、近づいてくる足音が聞こえる。つられるようにしてドアのほうに目を向けると、落ち着かない様子で崇文が部屋に入ってきた。

「渉の様子はどうだ？」

「崇文、ちょうどよかった。渉くん、ついさっき目を覚ましたところ」

「何でそれを云いに来ないんだ！　渉、大丈夫か？　気分はどうだ？　気持ち悪かったりしないか？」

　崇文はベッドの脇に膝ひざをつき、渉の顔を至近距きよ離りで覗のぞき込んでくる。矢や継つぎ早ばやに問いかけられ、口を挟はさむ暇ひまもない。

「やぁね、いま呼ぼうと思ってたところよ。ほんと、あの人に似てせっかちなんだから」

「うるさいな。渉、具合はどうなんだ？」

「お、俺は大丈夫……」

「頭はどうだ？　痛みは？」

「たんこぶができてるみたいだから、触さわるとちょっと痛いけど、寝返りを打たなきゃ平気だよ」

　さっき、目を覚ましたときのことを思い出しながら、そう告げる。崇文が心配するほどの怪け我がではない。

「そうか……よかった……」

　崇文は大きく息を吐はき、ベッドに突つっ伏ぷした。なかなか目を覚まさない渉に、相当気を揉んでいたのだろう。その様子を見ていた女性が、すっと立ち上がった。

「崇文、私はもう帰るわね。何かあったら、連れん絡らくするのよ」

「わかってる。悪いけど、今日は店のほうは頼たのむ」

「はいはい、いいですよ。まったく、人使いが荒あらいんだから」

　腕うでを組んで、聞こえるように愚ぐ痴ちる彼女に、崇文も云い返した。

「いつも扱こき使われてやってるだろう」

「それは私の当然の権利だもの。それじゃあ、私はバリバリ仕事してきますか。渉くん、お大事にね」

「あ、ありがとうございます」

　艶えん然ぜんと微笑み、まるで風のように去っていった。啞あ然ぜんと見送ってしまったが、よかったのだろうか。慌あわてて崇文に訊いた。

「いいの？　あの人、帰っちゃうよ」

「別にかまわないだろ。こういうときは女手があったほうがいいかと思って、いてもらってただけだからな」

「でも、せめて見送りくらい……」

「別にそんなことしなくても、いつでも会えるんだから気にするな」

「───そうだよね」

　恋人ならば、当然だろう。

「いまの人が紗江子さんて人？」

　思い切って切り出した渉の問いかけに、崇文は怪け訝げんな顔をした。

「そうだが……もしかして、覚えていないのか？」

「え？」

「昔、渉も一度だけ会ったことあっただろう。って云っても、十年くらい前のことだけどな」

　十年前ということは、渉の両親が結けつ婚こんした頃ころだ。中学生に上がったばかりのときの記き憶おくを思い出そうとしたが、まだ痛みの残る頭では難しかった。

　しかし、それだけ昔からのつき合いだということには間違いない。

「そんな前からつき合ってるんだ……」

「は？」

　渉の呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきに、崇文は眉み間けんに深い皺しわを刻んだ。

「だ、だから、崇兄は、あの人と───」

「ちょっと待て、渉。何か妙みような誤解しているようだが、あれは俺の母親だ。本当に覚えてないんだな」

「何だ、母親───えええっ!?　で、でも、そんな歳には……」

　教えられた衝しよう撃げきの事実に、驚おどろきの声を上げる。崇文の母親なら、百合恵よりも年上のはずだ。けれど、いまの女性はそんな年齢には見えなかった。

「自分で経営してるエステの広こう告こく塔とうみたいなもんだからな。若いのは見た目と気持ちだけだ」

「お母さんだったんだ……」

　家族しか乗せない助手席に紗江子を乗せていたのは、まさに『家族』だったからだということだ。〈アンブロシア〉は母親に譲ゆずられた店だと云っていたから、いまでも経営に関かかわっているのかもしれない。

　田倉はよく内情を知らずに、聞きかじった噂うわさでてきとうな話を云っていただけにすぎなかったのだろう。

（じゃあ、すごく恥はずかしい勘かん違ちがいしてたってこと？）

　羞しゆう恥ちに赤くなりかけた渉は、ふと意識を失う前のことを思い出し、今度は青くなった。

　突とつ然ぜんキレた三嶋が刃は物ものを振ふり回し始めたため、崇文を守ろうとして、逆に渉が伸のびてしまったのだ。悠ゆう長ちように寝ている場合ではない。

「そうだ！　崇兄は大だい丈じよう夫ぶだったの!?」

　勢いよく起き上がりかけ、やんわりとベッドに押し戻される。

「心配するな、怪我一つないよ。気絶した渉に気を取られて油断したところを取り押さえた。そのすぐあとに管理人さんが帰ってきたから、警察を呼んでもらったんだ」

「よかった……」

　安あん堵どしつつ、何の役にも立てなかった自分に落ち込む。きっと、崇文は渉が何もしなくても、無事だっただろう。

　思い返せば、初めて焦あせった顔を見せたのは、渉が三嶋を押さえ込もうとしていたときだった。もし、自分のせいで逆に危険が増したのだとしたら申し訳ない。

「あいつは警察に引き取ってもらった。とりあえず、銃じゆう刀とう法ほう違い反はんで逮たい捕ほだそうだ。幸い誰だれも怪我はしてないから、傷害罪にはならなかった。後日、お前のストーキングの件で被ひ害がい届を出しておくように云われた。それと、念のために接近禁止命令も取れないか弁護士に相談してある」

　渉が意識を失っている間に、色々なことがあったのだろう。崇文は渉のためにあれこれと手を尽つくしてくれたようだ。

　崇文の指し摘てきどおり、三嶋はつい最近、仕事をクビになっていたらしい。勤務態度が悪かった上に、取り引き先と揉もめごとを起こし、会社に大損害を与あたえたことが原因だそうだ。

　一通り説明を受け、渉はますます申し訳なくなった。

「……ごめん、いっぱい迷めい惑わくかけて」

「バカだな、迷惑なんて思うわけないだろ？　渉が気に病やむ必要はない。悪いのはあの男だ」

「でも、元々は俺があんなのに引っかからなければ、あんなことにはならなかったんだし」

「それはそうかもしれないが……」

　崇文は言こと葉ば尻じりを濁にごし、黙だまり込んだ。さっきから、お互たがいに避さけている話題が一つある。

　重たい沈ちん黙もくの中、渉はおもむろに体を起こす。崇文に背中を向けたまま、できるだけ暗くならないように切り出した。

「一つ訊きいてもいい？」

「何だ？」

「崇兄は、何であんな時間に帰ってきたの？」

「手代木から、お前が新店てん舗ぽに行ったって教えられたんだ。なのに、お前は姿を見せなかったし、電話にも出なかったから、嫌いやな予感がして寄ってみたんだ。いつまでも逃にげ回ってるのもみっともないからな」

「…………」

　やはり、崇文は自分を避けていたようだ。

　仕事が忙いそがしくて、帰宅する時間が取れないだけだという僅わずかな可能性も捨てきれずにいたけれど、本人の言葉にそれを否定されてしまった。

（……けど、お陰かげで吹ふっ切れそうな気がする）

　微かすかに残っていた未練を断たち切るきっかけになった。笑え顔がおで崇文のほうを振り返り、努めて明るく報告する。

「あのさ、崇兄。俺ね、新しい仕事が決まったから。今日、面接受けた会社から採用通知が来てたんだ」

「本当か？　よかったじゃないか！」

　思ったとおり、崇文は自分のことのように喜んでくれた。それだけで、もう充じゆう分ぶんだ。

「いままで図ずう々ずうしく居座ってごめんね。すぐ、新しい部屋探してくるから」

「一人暮らしをしたい気持ちはわかるが、そんなふうに焦ることはないだろう」

「でも、ちゃんと独り立ちしたいし、会社に近いところのほうが通勤にも楽だし───」

「渉」

「……っ」

　トーンを落とした声で名前を呼ばれ、ぎくりとした。顔が強こわ張ばってしまったことに気づかれてしまっただろうか。

「俺も渉に訊きたいことがある」

「な、何……？」

　わざとらしく惚とぼけてみたけれど、崇文が訊きたいことが何なのか、薄うす々うすわかっていた。もしかしたら、何も触ふれられないまま、話が終わるのではないかという期待は淡あわくも砕くだかれた。

　崇文は一呼吸置いて、慎しん重ちように口を開く。

「俺のことが好きだっていうのは本当か？」

　予想どおりの質問に、渉は思わず視線を落とした。崇文の顔がまっすぐに見られないのは、やましさのせいだ。

　けれど、いつまでもごまかし続けられることではない。渉は覚かく悟ごを決めた。緊きん張ちように乾かわいた唇くちびるを舐なめて潤うるおし、おもむろに口を開く。

「……本当だよ」

　重い響ひびきにならないよう気をつけたけれど、語ご尾びが掠かすれてしまった。どうせ振られることはわかっているのだから、あまり深刻な空気にはしたくない。

「いつからだ」

「最近、気がついた。でも、ずっと前からだったみたい。……ごめんね、崇兄」

「どうして謝るんだ」

　苦にが笑わらいを浮うかべながら謝ると、崇文は怪訝な顔をした。

「だって、普ふ通つうは気持ち悪いだろ？　弟に好きだなんて云いわれたら。兄弟としての好きと違ちがうんだよ？」

　どんなに綺き麗れいごとを云っても、三嶋の言葉は真実だ。恋こいをするということは、その人に欲よく情じようしているということだ。本能が求めるからこそ、理性ではコントロールの効かない感情が生まれるのだろう。

「相手が誰であろうが、人を好きになるのが気持ち悪いなんて思わない。ましてや、俺にそんなことを思う資格もない」

　崇文の慰なぐさめは、いまの渉にとっては酷こくだった。いっそ詰なじって欲しかった。そうすれば、この気持ちにピリオドを打つことができるかもしれない。

　そんなふうに思うこと自体、渉のエゴでしかないことは重々承知している。けれど、手に負えない感情に振り回され、自分勝手な思いばかり抱いだいてしまう。

「……お願いだから、優やさしくしないでよ……」

「どうして」

「だって───」

　もっともっと好きになってしまうから。

　いまでさえ、胸が引き裂さかれそうに痛いのに、これ以上好きになったらどうなってしまうかわからない。

　布ふ団とんに潜もぐり込みたい気持ちを堪こらえ、拳こぶしを握にぎりしめていると、崇文が神しん妙みような様子で切り出してきた。

「俺も渉に云ってないことがある」

「云ってないこと…？」

「まずは、この間のことを謝らせてくれ。一度だけじゃなく二度までも酷ひどいことをしてしまって、本当にすまないと思ってる。あのことは後こう悔かいしてもしきれない」

「────」

　後悔という言葉が胸に刺ささる。

　自分の存在は、どうしても崇文を苛いら立だたせてしまうのかもしれない。幼い頃ころ、渉たちが同居し始めると同時に家を出ていったのは、そういう理由だったかと思うと納なつ得とくがいく。

　それでも、歩み寄ろうとしてくれていたのは知っているし、幸せな思い出もたくさんある。だから、崇文を悪く思うことは絶対にない。

　ただ、そんな崇文の気持ちに気づくことなく、無自覚に甘えていた過去の自分に嫌いや気けが差すだけだ。自己嫌けん悪おで項うな垂だれている渉に、崇文は唐とう突とつに短い言葉を告げてきた。

「好きだ」

「───え？　いま、何て……」

　あまりに突とつ然ぜんのことに、俄にわかには自分の耳が信じられなかった。

「こんなときに云っても信じてもらえないかもしれないな。だが、噓うそじゃない。渉がずっと好きだったんだ」

「ごめん、もっかい云って」

「だから、お前が好きだって云ったんだよ。弟としてじゃない。一人の人間として、だ」

「な、何かの間ま違ちがいじゃないの？」

「自分でも、初めはただの気の迷いだろうって思ってた。だが、懐なついてくれる渉に独どく占せん欲よくを抱くようになって、自分でも本気なんだって気がついた。まずいよな、一回り年下で、しかも弟になった男の子にそんな気持ちを抱くなんて」

　驚おどろきのあまり、目を瞠みはったまま黙り込む渉に対し、崇文は静かに続ける。

「男同士ってこともあるけど、義理とは云え兄弟に対してまずいだろ。多感な思春期に、そんな不純な思いで接していたら悪あく影えい響きようが出るかもしれない。だから、一緒に住まないようにしてたんだ。迂う闊かつなことをしないように、できるだけ外で会うようにしてただろ？」

　どうしても信じることができず、待ったをかける。

「ちょっと待って、崇兄が俺にあんなことしたのは、怒おこってたからだよね？　俺が隠かくしごとしてたから許せなかったんじゃないの？」

「嫉しつ妬としたからに決まってるだろう。一度目は男に触さわられても平気だなんて云われて、頭に血が上った」

「……噓……」

「お前に噓をついたことがあるか？」

「……ない」

「二度目は、彼氏がいたなんて聞かされてカッとなったけど、何とか堪えたんだ。またお前を泣かしたくはなかったからな。家でバカなことをしないように店で頭を冷やしてから帰ろうとしたら、田倉に押し倒たおされてるお前を見て、完全に理性が飛んだ」

「……っ」

　渉は、崇文の瞳ひとみが一いつ瞬しゆんだけあの夜と同じ色に染まるのを見み逃のがさなかった。射貫ぬくような眼まな差ざしに、肌はだが重なり合ったときの熱を思い出す。

　云われたことが飲み込めずに呆ぼう然ぜんとしていたら、おでこを指で弾はじかれた。

「てっ」

「信じてないだろう。ここに帰ってこられなかったのは、またお前に酷いことするんじゃないかって怖こわかったんだ。お前だって、すぐに俺と顔を合わせるのは嫌いやだろうって」

「そんなことないよ！　俺、崇兄にあんなことされてショックだった。けど、全然嫌じゃなかった。初めは何でだろうって思ったけど、それでわかったんだ。崇兄が好きなんだって」

「もういい、渉、それ以上云わなくて」

「崇兄が帰ってこないほうが嫌だった。もう愛あい想そ尽つかされたんだって思ったら怖かった。きっと、もう嫌きらわれたって───」

　唇に人差し指を押し当てられて、言葉を止められる。

「頼たのむから泣くな。お前の泣き顔には弱いんだよ」

　くしゃりと頭を撫なでてくれる大きな手の平の感かん触しよくに、安心感を覚える。

　渉にとって崇文は、ずっとこの手の平のような存在だった。ちょっと乱暴だけれど、温かくて、包み込むような優しさが心地ここちいい。

「お前の気持ちを聞いてから云うなんて、卑ひ怯きようだとは思う。でも、いまじゃなけりゃ好きだなんて云う勇気が出なかった。俺はお前が思ってるほど大人じゃないし、情けない男なんだよ」

　バツが悪そうに語る崇文は、もう手の届かない雲の上の存在ではなくなっていた。けれど、愛いとしく想おもう気持ちは前よりも大きくなっている。

「義母かあさんのためにも、渉には可愛かわいい奥さんを迎むかえて幸せな家庭を作って欲しいって願ってた。いまでも、そのほうが渉のためなんじゃないかって気持ちもある」

「俺は……っ」

「ちゃんと最後まで聞け。俺の目に適かなう女の子がいたら、お前のことを諦あきらめるつもりでいた。だけど、俺はお前をよその男には絶対にやるつもりはない」

「！」

　まっすぐに見つめてくる崇文の眼差しに噓はなかった。

「俺に責任を取らせてくれ」

「──うん」

　込み上げてきた熱いものを堪えるため、唇をキツく嚙かみしめる。それでも、眦まなじりが潤うるむのは我が慢まんできなかった。

　さっきよりも乱暴に頭を撫でられたかと思うと、崇文はおもむろに腰こしを浮かせた。

「それじゃあ、今日のところはもう寝ねろ。雨にも濡ぬれたし、風邪かぜ引かせるわけにはいかないからな。バイトも休みの連れん絡らく入れといたから心配しなくていい」

「え、どこか行くの？」

　渉は弾かれるように顔を上げる。

「リビングにいるよ。このままお前といたら、また理性が飛びそうだからな。怪け我が人に無体なことはできないだろ」

「無体って？」

　云いわれた意味がわからず、ぱちぱちと目を瞬またたく。そんな渉に、崇文は小さく吹ふき出した。

「やらしいことしたくなるって云ってるんだよ。そんな可愛い顔されたら、我慢できなくなるだろうが。泣き顔に弱いって云っただろ？」

「!?」

　直ちよく截せつ的な言葉に、かあっと顔が熱くなる。

（泣き顔に弱いってそういう意味で……？）

　渉を脅おどす意味もあって、わざとらしい云い方をしたのだろう。だけど、こんなことくらいで怯ひるむ渉ではなかった。

「まだ寝てろ。俺はリビングにいるから、腹が減ったら───渉？」

　渉は覚かく悟ごを決め、崇文の袖そでを摑つかんで引き留めた。

「い、行かないで」

「渉」

「我慢しなくていいから、ここにいてよ」

「いいか、渉。いまの俺はお前の優やさしい兄ちゃんじゃない。ただの狼おおかみなんだ。何されるかわからないんだぞ」

　幼い子供に教え諭さとすように告げられ、もどかしさを覚える。

「だから！　いいって云ってるだろ！　何してもいいから、ここにいてよ！……崇兄がいなくなったら、全部夢になっちゃいそうで怖いんだ」

　いまはまだ、頭を打ったせいで見ている都合のいい夢にしか思えない。ちゃんと現実だということを確認しておきたかった。

　食い下がる渉に、崇文は困った顔をしてため息をつく。やはりダメかと諦めかけたそのとき、顎あごをくいと持ち上げられ、瞬きの間の一瞬だけ、掠かすめるようなキスをされた。

「……っ！」

「後悔するなよ。あとで泣きごと云っても聞いてやらないからな」










　性急だった初めてのときとは違ちがい、崇文はしつこくて意地悪だった。執しつ拗ように責められて半泣きになっている渉を見て嬉うれしそうにしている崇文に、さらに泣きたくなった。

　自分の前言を撤てつ回かいしたかったけれど、それももういまさらだ。

「はっ……あ、もう、いか…せて……っ」

「まだ我慢できるだろ？」

　渉は後ろから抱かかえられた体勢で足を大きく開かされたまま、延々と喘あえがされていた。弄り回された乳ち首くびは腫はれぼったく熱を持ち、じんじんと疼うずいている。

　散々貪むさぼられた唇くちびるはすでに怠くなっていて、零こぼれ落ちる嬌きよう声せいを堪こらえることすらできない。

「無理、も、できな……っあ、んんっ」　>>>♥

　剝むき出しの下半身を弄もてあそぶ崇文の長い指は、溢あふれ出た渉の体液で濡れそぼっている。

　強弱をつけて扱しごかれて高められ、達してしまいそうになるたびに、いまにも弾はじけてしまいそうな自身を指で締しめつけられた。

「あ……っ、また……!?」

「ダメだ。先に一人でイク気か？」

「だって……さっきから、俺ばっか……っ」

　そうやって焦じらされつづけた渉の感覚は鋭えい敏びんになり、耳に吹き込まれる吐と息いきにすら感じてしまう。下腹部の奥のほうで疼いていた熱は、どんどん膨ふくれ上がり、いまでは指先までジンジンしていた。

「あ、ン、はっ……崇兄の、意地悪……！」

「知らなかったのか？　俺は元々、性格が悪いんだよ」

「あ…っ、あ、ん……ッ」

　体液に濡れた指が後ろの窄すぼまりにも押し込まれた。いまにも弾けてしまいそうな昂ぶりを締めつけられたまま、指を抜ぬき差しされる。

「やだ、や、そこ……っ、指、抜いて……！」

「どうして。別に痛くはないだろう？」

「ない、けど───ぁんっ、あっあ……！」

　こうやって、感じてしまうから嫌だったのだ。これが二度目の行こう為いだというのに、そんな場所を弄られて乱れてしまう自分が恥はずかしい。イキたいのに、イカせてもらえない状じよう況きようのせいで、この間より快感が強い気がする。

「ひぁ…っ、おねが……も、イカせて……っ」

　泣きそうになりながら懇こん願がんしたら、ようやく許しがもらえた。

「仕方ないな」

　根本を締めつけていた指が、巧たくみに渉の昂ぶりを再び扱き始める。後ろを搔かき回す指を増やされ、あっという間に高みへと上のぼり詰つめた。

　渉は不規則に下腹部を震ふるわせながら、待ち望んでいた絶頂に熱を爆ぜさせる。

「ぁあ……っ」

　達したあとも熱が引かず、昂ぶりはキツく張り詰めたままだ。指先でなぞられるだけで、痛いくらいに感じてしまう。

「まだ辛つらそうだな」

「ん……っ」

　崇文は腹部に散った渉の白はく濁だくを指で掬すくって舐なめ取った。その卑ひ猥わいな仕種が恥ずかしくて、思わず目を逸そらす。

　まずは乱れた呼吸を早く落ち着けようと、胸を上下させていると、崇文は渉を残してどこかへ消えた。

「崇兄……？」

　こんなときにどこに行ったのかと不安になる。追いかけたくても、弛し緩かんした体はすぐには起こせない。せめて部屋の外の気配を探さぐろうとドアのほうを見ていたら、崇文が何かを手にして戻もどってきた。

「それ何……？」

　小さなボトルのようなものの蓋ふたを開けている崇文に問いかける。

「お前をもっと気持ちよくするためのもの」

　そういうことを訊ききたいわけじゃないと云おうとした瞬しゆん間かん、足の間にぬるりとしたものが塗ぬりつけられた。

「ひゃ…っ」

　冷たい感かん触しよくに、ぎくりと身を強こわ張ばらせる。とろみのあるその液体を纏まとった指は、すんなりと渉の中に入ってきた。

「このほうが痛くないだろう？」

「ん…っ、痛くはない、けど……っ」

　ぬるぬるとした感触に、違う感覚が込み上げてくる。さっきよりも指を増やされ、深い場所まで搔き回された。

「はっ、あ、ん……っ!?」

　指を引き抜かれた直後、両足を深く折り曲げられ、今度は熱くて堅かたいものが押し当てられた。それが何なのか認識するよりも先に、渉の中に押し入ってくる。

「や…ぁ、あ……っ」

　指で解ほぐされて蕩とろけていた窄まりは、侵しん入にゆうしてくるものの感触に強張った。

　咄とつ嗟さに身構えた渉の体を、崇文の屹きつ立りつは躊躇ためらいもなくゆっくりと貫つらぬいてくる。じわじわと入り込んでくるその大きさに息が止まりそうだった。

「……さすがにキツいか。ちゃんと息しろ」

「あ……は……っ」

「ほら、ゆっくり吸って、そうだ、上手うまくできるじゃないか」

　酷ひどい圧あつ迫ぱく感かんはあるけれど、痛みはない。さっき触ふれていたあの大きさのものが、自分の中に収まっていることが信じられなかった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん……俺は、平気……。崇兄は…？　俺で、気持ちいい……？」

　経験豊富な崇文が、自分の体で満足してくれているかどうかが不安だった。

「それはお前が一番よくわかってるだろ」

「あ……っ」

　笑い混じりの返答と共に、ぐっと腰こしを突つかれた。その衝しよう動どうで受け入れた場所に力が入ってしまう。柔やわらかな内ない壁へきが包み込んだそれは硬かたく張り詰め、力強く脈打っていた。

　崇文の屹立の変化は、渉に対して欲よく情じようしている証あかしだ。自分の体で興奮してくれていることが嬉しかった。

「───とは云いえ、少し緩ゆるめてもらえないと動けそうにないな」

「そんなこと云われても……」

「大丈夫、俺がやる」

「え？」

　いったい、何をやるというのだろうか。怪け訝げんに思っていると、崇文は体を屈かがめて、渉の胸むな元もとに顔を寄せてきた。そして、さっきまで指で執拗に弄られていた乳首に吸いつかれる。

「ひゃ…っ」

　崇文はその小さな粒つぶを舌で転がし、やわやわと甘あま嚙がみする。

　くすぐったさに似た微び妙みような感覚に身み悶もだえていたら、溢れた体液とローションでぬるぬるになった自身にも手が伸のびてきた。

　キツく巻きついてきた指が、渉の昂ぶりを丁てい寧ねいに扱く。根本の膨らみを揉もまれ、体液の滲にじむ先せん端たんを指先で抉えぐられると、びくびくと腰が跳はねた。

「あ…はっ、あ、あ……っ、そんな…したら、またいっちゃ……っ」

「ダメだ、さっき一回イカせてやったろ？　我が慢まんしたほうがあとで気持ちいい」

「や、ぁん！　いま、より…気持ちよくなったらヘンになる……っ」

　初めて体を開かれたあの夜よりも感じてしまっている。ただでさえ声が抑おさえられずにみっともなく喘いでいるのに、これ以上快感に溺おぼれたりしたら、自分がどんな痴ち態たいを見せてしまうのか想像もつかない。

「大丈夫、どんな渉だって可愛かわいいよ」

「意味、わかんない……っや、あっ…んん」

　締しめつけが和やわらいできた頃ころ合あいを見計らい、崇文がゆっくりと腰を揺ゆすってきた。繫つながり合った部分から伝わってくる振しん動どうが甘さに変わり、全身にじわじわと広がっていく。

　屹立を締めつけている粘ねん膜まくがひくひくと痙けい攣れんし、反り返った昂ぶりがより一層張り詰める。せめて、胸に吸いついている唇くちびるから逃のがれようと身を捩よじった。

「や…っ、そこ、もうやめ……っ」

「感じすぎるから嫌いや？」

「……ッ」

　真実を云い当てられ、息を吞のむ。戸と惑まどう渉の顔を見て、崇文はくすりと笑った。

「可愛いな、渉は」

「た、崇に───んぅ、ン、う、んん……っ」

　ちゅ、と唇を啄ついばまれて吐と息いきを零こぼすと、その隙すきを狙ねらい澄すまして舌が口こう腔こうに入ってきた。ぬるりと擦こすれ合う感覚に、首の後ろが痺しびれる。

　絡からまる舌が気持ちよくて、もっとと自ら追いかけてしまう。

　三嶋とのキスは気持ち悪いとしか思えなかった。そのときは、他人の舌の感触なんてみんな一いつ緒しよだろうと思っていたけれど、崇文が相手だと全然違ちがう。

「ん…っ、んー…っ」

　唇が触れ合っただけで頭の芯しんがじんじんするし、舌を絡められると蕩けてしまいそうに気持ちいい。口づけられながら敏びん感かんになった乳ち首くびを弄られると、崇文の昂ぶりを吞み込んだ場所が物欲ほしげに収縮した。

「……っふは、や、もっと……っ」

　不意に解けた唇を追おうとしたら、崇文は唇の端はしを引き上げつつ、体を引いた。

「あとでいっぱいしてやる。けど、いまは渉の声聞かせてくれ」

「っあ、あ、ん……っ」

　何度か強く突き上げられたあと、根本まで埋うまっていた屹立をずるりと引き抜ぬかれる。出て行ってしまうのかと思い、渉のそこは反射的に締まり狭せばまった。

　崇文は完全に抜け出そうになる寸前で腰を止め、今度は同じ速度で奥へと突き入れてきた。

「ぁあ……ッ!?」

　勢いよく内壁を擦こすり上げられる快感に、甘ったるい声が零こぼれる。反射的に背中をしならせた渉の体を、崇文は繰くり返し抉った。

「ひぁ…っ、あっ、あ、ああ…っ」

「もうキツくはないだろう？」

「ぁン、はっ……うん、平気……っ」

　初めは受け入れるだけで精せい一いつ杯ぱいだった場所も、執しつ拗ように搔かき回されているうちに馴な染じんできた。絶え間ない抽ちゆう挿そうに、どんどん声が甘くなっていく。

　自分の中で、崇文がどんなふうに動いているのかリアルにわかるのに、蕩けて混じり合ってしまっているような感覚もあって不思議だった。

「ちゃんと俺の形を覚えろよ」

「んっ、あ、あっ……!?」

　途と中ちゆうでローションを足され、その冷たさにびくんっと体が跳ねる。滑ぬめりが増し、抜き差しの動きが滑なめらかになると、今度は粘膜を抉るような動きに変わる。

「腰上げて……そう、俺の動きに合わせるんだ」

「ん……っ、こう、でいいの……？」

　シーツに突っ張ぱった爪つま先さきに力を入れて腰を浮うかせたら、崇文はペースを速めてきた。その律動のスピードには追いつけず、どうしても動きがずれてしまう。

「や、あ、無理、上手く、できな……っ」

　タイミングが合わず、もどかしさが募つのっていく。高まっていく感覚に反して、欲しい刺し激げきが得られないのは苦しかった。

「仕方ないな」

「……っ、え？　あ……!?」

　できないことに対して落らく胆たんされたのかと思っていたら、腰を摑つかんで持ち上げられた。足が浮き、不安定な体勢になった渉の体を激しく穿うがってくる。

「ひぁ…っ、あっあ、あっ」　>>>♥

　激しさを増す律動に啜すすり泣なくように喘あえぐ。突き上げられる体はぐちゃぐちゃになったシーツの上を泳ぐ。快感に溺れて、息ができなくなりそうだった。

「あ…っあ、あ！」

　抱だきかかえられるような体勢で揺さぶられる。突き上げられるたびに、先端から体液が溢あふれ出す。いまにも熱が爆ぜてしまいそうなほど高まっているのに、肝かん心じんなところでタイミングをずらされ、もどかしさに身悶えた。

「あっあ、あ、またいっちゃう……っ」

「俺ももう限界」

「や、あ……っ!?」

　体の奥を深く抉ったその瞬しゆん間かん、崇文は自身を大きく震ふるわせた。

　それと同時に、渉も欲よく望ぼうを爆ぜさせて縋すがるように崇文の首にしがみつくと、背中に腕うでを回され、耳元で苦い呟つぶやきが聞こえる。

「俺は悪い兄貴だな。ちゃんと弟として大事にするつもりだったのに」

「え…？　いま、何て……？」

　半分意識を飛ばしていたせいで、はっきり聞き取れなかった。

「何でもないよ」

「んぅ、んん……っ」

　問いかけの答えはキスでごまかされてしまった。追つい及きゆうしたかったけれど、唇を解く余力はもう残っておらず、いつしか快感の中に落ちていった。
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「弁当持ったか？」

「うん」

「ハンカチと定期は？」

　玄げん関かんで久々の革かわ靴ぐつを履はいている渉に、崇文は心配げに確認してくる。

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと持ったよ。さっき確認したから」

　まるでドラマの中の新しん婚こん夫ふう婦ふの遣やり取りのようで、少し気き恥はずかしい。

　今日は新しい会社に初出勤の日だ。

　一人暮らしをするつもりでいたけれど、多た忙ぼうな崇文と過ごす時間を確保するために、同居は続けることにした。その代わり、家賃はしっかり払はらうつもりだ。

（……っていうか、外そと堀ぼり埋うめられたんだけど）

　出ていったほうがケジメがつくのではないかと主張した渉に、崇文は義父や母まで巻き込んで、同居を続けるよう説得してきたのだ。

　渉が一人暮らしをしていた部屋から火事で焼け出されたことを敢あえて二人に知らせ、その上で、ある程度の部屋を借りられる経済力がつくまで一いつ緒しよに暮らすつもりだと先手を打たれてしまったのだ。

　初めは家賃も受け取ってもらえなさそうだったけれど、そこは渉が折れなかった。

　ただでさえ甘やかされているのに、これ以上過保護にされたら、好きでいることが後ろめたくなってしまう。その気持ちを告げたら、崇文も納なつ得とくしてくれた。

「今日は遅おそくならないと思うけど、帰る前にメールするね。夕ご飯は俺が作るから」

　いつまでも崇文に甘えてばかりはいられない。少しでも役に立てるように、これからは料理も練習するつもりだ。

（いまは寄りかかってばかりだけれど、いつか対等になれるようにがんばらないと）

　生活の上でも、精神的な面でも、崇文に頼たよられるようになるのが目標だ。

「俺も今日はできるだけ早く帰ってくる。初出勤のお祝いをしないとな。とっておきのシャンパンを用意しておくな」

「いいよ、そこまですることでもないって！」

　自分に作れる食事は、いまのところカレーが精一杯だ。崇文の秘蔵のシャンパンというと、ゼロの数が普ふ通つうではないものばかりだ。

　たかが、就職祝いにそんな貴重なものを開けさせるわけにはいかない。

「何云いってる。こういうことは、ちゃんと祝ってやりたいんだよ。俺のわがままなんだから、好きにさせろ」

「じゃあ、ビール！　ビールでお祝いしよう！　ね！　明日も仕事あるし、飲みすぎるとよくないしさ。シャンパンは次の機会に取っておこうよ」

「そうか？」

「そのほうがいいって。じゃあ、行ってきます！」

「あ、渉」

　無む理り矢や理り会話を打ち切り、背中を向けて玄関を出ようとした渉を崇文はまた呼び止める。

「何？」

「ネクタイ曲がってるぞ」

「え、ほんと？」

「こっち来い。直してやるから」

「うん、お願いします」

　崇文のほうをまっすぐ向き、顎あごを上げて、ネクタイの結び目を直してもらう。同じように結んでいるはずなのに、崇文にやってもらうと別物のようにバランスよく決まるから不思議だ。

「できた？」

「ああ、完かん璧ぺきだ。……そうだ、忘れ物が一つあったな」

「噓うそ！　財さい布ふも持ったし、携けい帯たいも入って───」

　指を折りながら持ち物を確認していたら、不意に顎を持ち上げられた。

「へ？」

「いってらっしゃいのキスは必ひつ須すだろ？」

　瞬まばたきすることも忘れて固まっていたら、崇文に唇くちびるを奪うばわれた。柔やわらかく吸い上げられ、名残なごり惜おしげに離はなれていく。

「た、崇兄!?」

　まさか、朝からこんなことをしてくるとは思わなかった。ヘンな気分になりそうになるのを必死に堪こらえる。渉は唇の感かん触しよくが残る口元を押さえて、上うわ目め遣づかいに崇文を見上げた。

「……崇兄ってけっこう恥はずかしい人？」

「何だ、いま頃ごろ気づいたのか」

　頰ほおを染める渉に、崇文はしたり顔で笑った。







　あとがき







　はじめまして、こんにちは、藤崎都です。

　近ちか頃ごろ、ようやく涼すずしくなってきてほっとしています。いやもう、今年の夏は本当に暑かったですね！

　窓の前にゴーヤを植えてみたり、打ち水をしてみたりと色々と手は打ってみましたが、結局は暑さに打ち勝てず、クーラーのリモコンに手を伸のばしてしまいました……。

　毎日の日差しのお陰かげでゴーヤは豊作だったのですが、苦いのが得意ではない、ということに収しゆう穫かくしてから気づき、消費するのに一苦労でした。来年のグリーンカーテンは朝顔か夕顔あたりにしておきます（苦笑）。

　暑さが去ったからと云いって、冷え性しようの私は寒いのも苦手なので、そろそろ湯たんぽとか膝ひざかけを引っ張り出してこようと思ってます。

　気温差が大きいと体調を崩くずしやすくなりますので、皆みな様さまも風邪かぜを引かないようお体には気をつけてお過ごし下さいね！




　さてさて、このたびは『こんな俺に誰がした！』をお手に取って下さり、ありがとうございました！

　今回は主人公が血の繫つながりのない義兄への気持ちに気づいて右往左往するお話です。

　一人で考え込んでぐるぐるして勝手に盛り上がったり落ち込んだりする受と大人のふりをしつつ大人げない攻せめは私の作品にはよく出てきますが、基本的にそういう年の差モノが好きなんだと思います。




　年下から見たら十歳も年上の人はものすごく大人に見えますけど、実際その年ねん齢れいになってみると理想とは全然違ちがってたりしますよね。

　経験があるぶんカッコつける術すべを知っているだけで、本当は理想の『大人』になれたわけじゃなくて、包容力があるように見えて独どく占せん欲よくの塊かたまりだったり、鷹おう揚ようなふりをしてるのに嫉しつ妬と深ぶかかったり、そういう気持ちを素直に出せなかったり、そこらへんの矛む盾じゆんが萌もえるんじゃないかなーと、書きながら自己分ぶん析せきしたりしてました（笑）。

　あとは私の場合、攻がヘタレになりがちなので、ヘタレさせないようにするのが密ひそかなテーマでした（ヘタレ攻は個人的に大好きなんですけど！）。

　ところどころにその片へん鱗りんが見え隠かくれしているかもしれませんが、カッコつけきれなかったんだな……と生温かく見守ってやって下さいませ（苦笑）。




　今回も素す敵てきなイラストで華はなを添そえて下さいました陸裕先生、本当にありがとうございました！　表紙も口絵も可愛かわいくて色っぽくて眼福です♡

　崇文のスーツ姿がものすごくカッコよくてたまらなかったです！　想像していた以上に男前で、自分のキャラのはずなのにトキメキました！

　担当様もありがとうございました。相変わらずお忙いそがしいとは思いますが、あまり無理せずご自愛下さいね。







　そして、最後に私事になりますが、今年二〇一一年十一月で、デビューして十年になりました！　そして、次作で通算五十冊目となります。

　二〇一一年十一月一日発売の『世界一初恋～横澤隆史の場合～』、本作『こんな俺に誰がした！』、二〇一二年一月一日発売予定の『俺のそばから離れるな！』と三冊連続刊行で五十冊カウントダウンになっています。

　未いまだにひよっこな気分でいたのですが、いつの間にか十年も経たっていて、五十冊も書いていたことに自分でもビックリしてます！




　いつまで経っても思うようには書けなくて、目の前のことをこなすだけで精せい一いつ杯ぱいな中、こんなにも長く続けてこられたのは、読んで下さっている皆様のお陰です。

　いただける感想のお手紙も本当に励はげみになっています。なかなかお返事が書けずにいることは本当に心苦しいのですが、どのお手紙も大事に読ませていただいています。

　これまでに苦しいときもありましたが、私の作品を待っていて下さる方がいるということが、がんばる原動力になりました。ありがとうございました！

　最近になって私の作品を知ってくれて、昔の本を探して読んで下さってるという方もいて、本当に嬉うれしく思ってます（あっ、店頭で既き刊かんが見つからない場合は書店さんで取り寄せてやって下さい・笑）。




　まだまだ未熟で拙つたない部分もあるかと思いますが、これからも萌えられる作品が作れるよう精しよう進じんしていきたいと思いますので、見守ってやって下さると嬉うれしいです！　どうぞよろしくお願い致いたします。




　長くなりましたが、最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！　よろしければ、一言で構いませんので、ご意見ご感想をお寄せ下さいませ。




　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♡




　　二〇一一年秋


藤崎　都　　
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こんな俺おれに誰だれがした！








藤ふじ崎さき　都みやこ





[image: ]





平成27年6月1日　発行





(C) Miyako Fujisaki 2011





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ルビー文庫『こんな俺に誰がした！』

平成23年12月1日初版発行

平成25年11月15日4版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8521（カスタマーサポート）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/logo-ruby.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		こんな俺に誰がした！



		あとがき



		ギャラリー



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p087.jpg





item/image/p041.jpg
=

~






item/image/cover.jpg
=
-g’
>
=
o
-
<«
-

AIhE —xE






item/image/k001.jpg





item/image/p059.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/rubygallery-001.jpg





item/image/p131.jpg





item/image/p153.jpg
N

/%/
QO ///;

N / .

N






item/image/p195.jpg





item/image/p123.jpg





item/image/p167.jpg





item/image/p023.jpg





item/image/p205.jpg





